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第一章



　猛もう烈れつな唸うなり声を上げる複葉機のエンジン音も、慣れてしまえば心ここ地ち好よい音楽と変わりなかった。真紅の機体が風を切り、瑠る璃り色いろの空に一筋の軌き跡せきを描く。飛行眼鏡めがねの奥から橙だいだい色いろの瞳ひとみを光らせて、女は隙すきのない視線を周囲に巡らせた。

　太陽は雲一つない空に輝いていた。

　眼下に視線を転じれば、世界を白く染める分厚い雲海が延々と続いている。

　遥はるか彼方かなたにはその雲の白と空の青が交わる空平線。

　空と雲しかない世界。蒼そう天てん世界と人は言う。雲の向こう側になにかあるのか、空がどこまで続いているのか、誰だれも知らない。それがどうでもよくなってしまうほどの長い時間を、人々は世界に浮かぶ大小無数の島々で過ごしてきたのだ。

　女は操そう縦じゆう桿かんをわずかに横に倒し、岩肌が剥むき出しになっている五メートル大の岩石を掠かすめるようにして回避した。短くしてある黄き褐かつ色しよくの髪が風になびいて流れていく。

　飛行しているのは岩がん礁しよう空域だった。周囲には拳こぶし大だいの石ころから、先ほど回避したような巨大な岩石までが密集して浮かんでいる。危険だが、身を隠す飛行ルートには最適だ。

（そろそろ抜ける頃ころ合あいだろうさ）

　女が胸中でつぶやくのとほとんど同時に、真紅の機体は岩礁空域を抜けた。視界が急激に開けたような錯覚に陥おちいる。人々が生まれ、暮らし、死んでいくための都市を築く巨大な浮島の影が、いくつもの黒い点として確認することができた。

「はっ……さっそくお出ましってわけかい」

　女は舌なめずりをして吐き捨てた。すっと目を細める。遥はるか彼方かなたに、島のものとは違う黒い点がいくつも見えた。機体のエンジンをさらに咆ほう哮こうさせると、フレームがぎしぎしと軋きしんだ。凄すさまじい風圧に耐えながら、彼女は敵機を確認した。

　両者はみるみる接近し、ほとんど同時に蜘く蛛もの子を散らすようにして散開した。

　プロペラとエンジンの音が交錯し、視界がぐるりと一周する。腹の底がひっくり返り、血が逆流するような感覚に襲われる。視界が一瞬だけ赤く染まった。

「あっははは！　ついてこれるものかよ！」

　女は叫んだ。機体は限界に近い速度だった。

　周囲に視線を巡らせた女の目に、影が映る。一〇時方向。彼女は距離を詰めた。複雑な軌き跡せきを描きながら、二機の複葉機がもつれ合う。

　女は機体を左右に揺らして敵の射線をかわしながら、機体の馬力に任せて上昇機動を取った。ぐんぐんと高度が上がる。空気が冷えて、肌を刺した。

（ついてきやがる……！）

　機体性能の差では振り切れない。上昇反転して仕留めたいところだったが、相手はぴたりとついてくる。高度が限界だった。これ以上は揚力を失ってしまう。

　女はスロットルを絞り、操そう縦じゆう桿かんを左に倒した。

　機体がロールする。降下の速度を利用して、機体は錐きりもみに入った。木の葉のようにくるくると回転しながら、急速に落ちていく。

　空と雲が混ざり合い、青と白の景色がびゅんびゅんとすぎた。

　三回転、四回転……凄まじいＧに耐えながら、女はもう一回転を我慢した。

　敵機は四回転で機体を回復させている。

　すかさずフットペダルを踏み込み、同時に操縦桿を前に倒した。機体が再び揚力を得て、空が停止する。スロットルを開け、ペダルを戻した。操縦桿を引き、上昇。

　四回転までしか耐えられなかった敵機を射線に捉とらえる。機首に装備されている二に挺ちようの機関銃が咆哮した。敵機の胴を薙なぎ払い、左翼を穴だらけにする。敵機ががくんと揺れた。エンジンから黒煙が上がり、プロペラの回転が弱まっていく。敵機はそのまま降下していき、途端に石にでもなったかのように雲海へと墜落していった。

　その先には、かの魔術士養成学校〈竜の箱庭〉がある浮島の姿が見えていた。

　蒼そう天てん世界をほぼ版はん図とに治める神聖連合皇国にあって知らない者などない、連合皇国を構成する七つの帝国のどこにも与くみしない魔術士の総本山――〈竜の箱庭〉を中心に抱く重武装永世中立都市。

〈竜の箱庭〉の学び舎やから、旧市街、そして新市街を貫く八本の目抜き通りが八方向に延び、それに合わせて放射状に整備された都市の姿が大きくなる。

　一ヶ月ほど前に侵入して一騒ぎ起こしたせいで、あらゆる手段で構築してきた協力者のほとんどを潰つぶされてしまった。それでも金に見合った仕事なら、どんなことだろうと引き受ける。それが彼女の流儀だった。

　神経を尖とがらせて周囲を警戒し、女は息を呑のんだ。

　いつの間にか、まるで暗殺者のように、それは背中の死角からぬっと現れた。

　彼女は直感的に操そう縦じゆう桿かんを右に倒した。

　わずかな差で、敵の射線は外れてくれた。たったの一連射が虚こ空くうを薙なぐ。

　バレルロールから旋回機動を取り、女は敵機を探した。

「よくもまあ、やってくれる……！」

　機体を水平に回復させた敵機の背後に、女はぴたりと張りついた。

　すかさず機関銃が猛もう烈れつな勢いで弾丸を吐き出した。

　命中はしたが致命傷ではない。さらに距離が詰まる。七〇、六〇、五〇――

「堕おちな！」

　女は再び機関銃を放った。同時に敵機が消えた。

　いや、鋭く横転したのだ。そのまま斜めに滑るようにして降下旋回していく。

（上昇せずに、わざと速度を落とすだと!?）

　女は反転上昇から降下して、視界から消えた敵機を探した。だが、旋回半径が大きくなった。降下のあとで上昇に移った敵機が、小さく旋回半径をまとめ――

（ええい、やっちまったか……！）

　機体の後下方にぴたりとつかれている。もっとも見にくい位置だ。

　敵機が機関銃を二連射した。射線を回避しきれず、右翼が穴だらけになる。

　さらに追撃。バスバスバス、と機体の鼻先から胴に穴が穿うがたれる。

　燃料がもれ出した。いつ引火してもおかしくない。

「くそったれが！」

　女は狭い操縦席に身体からだを固定していたベルトを外すと、機体を蹴けり飛ばして空へと身を投げ出した。主あるじを失った複葉機は黒煙を上げながらも飛び続け、ふらふらと雲海へ落下していき――途中で爆発した。閃せん光こうが走り、爆音が大気を震わせる。

　女は身体を捻ひねるようにして空中で体勢を整え、落下傘の紐ひもを勢いよく引っ張った。

　その眼下には、〈竜の箱庭〉都市が広がっていた。



◆◇◆◇◆



「どうした、もうバテたのか？　グズ！　ノロマ！　そこいらの素人の方が余程マシだぞ、このバカ！　むっつり！」

　凛りんとした少女の声が高らかに響いた。その声は鋼の刃やいばのように鋭く、こちらを睨にらみ据すえている黄金色の瞳ひとみには達人特有の冷たい炎が宿っている。

　シグ・ヘンケルスは罵ば倒とうしてくる少女を漆黒の双そう眸ぼうで見返した。なにか言い返そうにも、肩で大きく息をして呼吸を整えるのが精一杯だった。

「むっつりは撤回しろ、こら……！」

　汗で額ひたいにへばりつく黒髪をかき上げ、彼はようやっとそれだけを言った。中背中肉の少年である。やや三白眼気味の双眸はどこか皮肉げで、少年のあどけなさと青年の精せい悍かんさの間を彷徨さまよっているような顔つきをしていた。

「む。リラがそう言っていたのだ」

「む。じゃねえ」

　シグは握りなおした長剣の刃やいばをすっと立てた。右足を引き半身になる。同時に右みぎ脇わきを極端に絞った癖のある構えを取った。

「その癖をなおせと言っているだろう。左側から撃ち込まれたら隙すきだらけだ」

　シグから数歩の距離に相対している少女――ルノア・ローゼンタールが呆あきれた声をもらす。鮮やかな紫陽花あじさい色のリボンでポニーテールにしている白銀の髪が、太陽の光でキラキラと輝いていた。半はん袖そでの白いシャツと裾すそを何回か折っている黒いズボンという色気のない姿だったが、彫刻のように整った容よう貌ぼうと白い肌は彼女の魅力を十分に伝えてきていた。

　シグよりも頭一つ分は背が低いのだが、汗でシャツが身体からだに張りついており、出るところは出ている身体の線がはっきりと見て取れた。くびれている腰に、つんとした形のいい胸。有り体に言って、かなりの美乳だ。

「今、いやらしいことを考えただろう」

「どこの超能力者だ、お前は」

　シグはぎくりとしてうめいた。シャツの色が黒だということ以外は、彼はルノアと同じような格好だった。

「お前はそういう性根から叩たたきなおした方がいい。情けない奴やつめ」

　ルノアは丸腰ではあったが、右足を引いて腰を垂直に沈め、まるで見えない刃を持っているかのように両手を腰の位置に落とした。実際に剣を握っていたならば、柄つか頭がしらをシグに向けるような形になっているだろう。

（クルツ派一刀流……一刀両断・車の構え）

　シグは胸中でつぶやいた。彼の構えは同じ流派で晴せい眼がんと呼ばれているものの亜種だが、いかんせん父親から教え込まれた我流の癖が強い。

「最後に一本くらい取ってみろ。魔術が三流なら撃剣も三流か」

　挑発的な言葉に、シグは表情を強こわ張ばらせた。冗談じゃない。確かに魔術は三流かもしれないが、剣の腕はそれなりのものだ。ただ、ルノアの腕がよすぎるだけだ。

「ではいくぞ……！」

　ルノアが囁ささやくようにして言った。

　シグも魔術士の端くれだ。野生動物が本能で敵の気配を察知するように、魔術が行使される前兆を幻視した。それは世界が変わる様だった。今ここにある世界の森羅万象、万物の全すべてを構成している複雑怪奇で精せい緻ち極まる設計図。それは無数の糸が編み合わさって現実という模様を作っている〈タペストリー〉のようなものだ。

　その〈タペストリー〉がルノアの意思によって編み変えられていく。魔術――すなわち世界の設計図の一部を編み変える力。一時とはいえ、自分が好きなように現実を変化させることができる力。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉……！」

　ルノアの言葉と同時に世界が変わる。その手に半透明の魔術の刃やいばが出現――シグは同時に踏み込んだ。爪つま先さきを上げるようにして、音もなく、滑るように。

　腰を落としているルノアの肩から斜めにかけて刃を撃ち下ろす。

　次の瞬間。ルノアはその場での足腰の回転だけで魔術の刃をかち上げた。鉄がぶつかり合うような澄んだ音。小さな火花が瞬またたく。彼女は続けざまにシグの長剣の刃を押さえ込みつつ、横に払い、同時に左足を踏み込んだ。

（二の斬きりがくる……！）

　攻められて一歩後退しながら、シグはぞっとした。背筋が粟あわ立だつ。こちらが弾はじかれた長剣を構えなおすよりも速く、ルノアは右足を踏み込み、魔術の刃を撃ち下ろした。剣けん閃せんが鼻先を掠かすめる。空気を切り裂く、鋭利な音が耳に届いた。

「どおっ!?」

　思わず悲鳴を上げ、シグはさらに数歩下がった。そのまま強したたかに尻しり餅もちをつく。視線が中空を彷徨さまよい、瑠る璃り色いろの空と、遠くに浮かぶ無数の島々の姿が視界をよぎった。

　ルノアがさらに踏み込んでくる。魔術の刃を右肩から背中に這はわせるようにして大きく振りかぶり、下半身を沈めて両腕を振り下ろす。無駄のない、美しい動きだった。

　シグは陽光を受けて輝くルノアの姿に息を呑のんだ。それは彼女がおとぎ話の住人であることを教えてくれているかのように美しかった。だが、見とれていたのも一瞬のことで、彼は迫りくる魔術の刃の向こう側、真っ青な空に黒煙を上げる複葉機を目にした。

　一瞬後、爆発。閃せん光こうが走り、空気が震えた。

「……!?」

　驚いたルノアが振り返る。

　シグは呆あつ気けに取られた表情でその光景を見ていた。

　複葉機は蒼そう天てんに赤い炎の破片を撒まき散らし、そのまま雲の藻も屑くずになる。

　先に我に返ったのはシグだった。立ち上がりざまにルノアの刃をかち上げる。

「しま……っ！」

　手を離れた魔術の刃が、ガラスが砕け散るような音を立てて消失する。今度はルノアが体勢を崩して尻餅をついた。

　シグは左足を小さく踏み込み、そのまま刃を袈け裟さ懸がけに撃ち下ろした。弧こを描く剣閃がルノアの首筋でぴたりととまる。

「獲とった……！」

　肩で息をしながら、シグはにやりと笑った。



◆◇◆◇◆



　朝の澄んだ空気が汗ばんだ身体からだに心ここ地ち好よい。

　シグは欠伸あくびを噛かみ殺し、一メートルほど前を歩いているルノアを見やった。腰まである白銀のポニーテールをぴょこぴょこ揺らしながら、目抜き通りの石畳に一定の足音を刻み続けている。

　学校を中心に放射状に整備された都市の中で、二人が歩いているのは旧市街と呼ばれている区画だった。〈竜の箱庭〉都市の発端となった初期の面影が色濃く残る場所である。

　街並みはシンプルなもので、八本ある目抜き通りの一つ――リープクネヒト通り――が一直線に通り、その周囲を急きゆう勾こう配ばいの屋根を持った集合住宅がずらずらと立ち並んで細い路地を形成している。住んでいるのは基本的に学校の関係者だった。

「不本意だ。わたしは認めないぞ」

「まだ言ってんか、お前は」

　シグは目の前で揺れているポニーテールの頭に向かって嘆たん息そくした。

「なんだろうと勝ちは勝ちだ」

「あれは不ふ慮りよの事故だ。たまたまの偶然だ」

「可愛かわいげのない奴やつだなあ……っと」

　ぼそりとつぶやいたシグは、立ちどまったルノアにぶつかって小さくうめいた。

「急にとまるなって」

「よくもまあわたしにそんな口がきけたものだな、シグ・ヘンケルス」

　ルノアは身体ごと振り返り、唇を尖とがらせた。不機嫌な顔でシグを見上げる。

「毎朝お前のために撃剣の稽けい古こをつけてやっているというのに、感謝の言葉どころか、たまたま、ほんの偶然のできごとでわたしから一本取ったくらいで勝ち誇るなど」

　シグは胸中でしまった、と思った。今まで散々やられてきた分、少し調子に乗りすぎたかもしれない。ルノアは自分の撃剣の腕に誇りを持っている。事故のようなものとはいえ、負けたのは屈辱だったろう。

「あー……いや、悪かった。ちょっと俺おれも調子に乗りすぎ――」

　シグはバツが悪そうにつぶやいた。だが、それを聞いたルノアの反応は予想だにしないものだった。一転して恐ろしいほどの笑顔で、

「気にするな。もう分かった。やはりお前は性根から叩たたきなおした方がいいのだ」

「おい……待て」

　シグはぞっとした。笑顔もそうだが、なぜこの女は〈タペストリー〉を編み変えようとしているのだ……？

「死ね！」

「おお!?」

　ルノアの手に一瞬にして現れた魔術の刃やいばが問答無用で振り下ろされた。

　反射的にそれを両手で挟み込むようにして受けとめる。力任せに押され、シグは片かた膝ひざをついた。魔術の刃が眼前にぎりぎりと迫ってくる。

　シグは冷たい汗を背中に感じながら掠かすれた声をもらした。

「こ・ろ・す・気・か！」

「安心しろ。殺さない程度に痛めつけて、二度とわたしに無礼な口がきけないようにしてやるからな。従順な犬のように」

「ま・て……！」

「怖がることはない。痛いのは最初だけだ」

「そういうことじゃねえ！」

　シグは力の限り叫ぶと、震える両腕を力任せに横に払った。このままでは命が危ない。ほとんど反射的に彼は言った。

「ルノア――“〝お座り”〟だ！」

「のにゅっ……！」

　奇妙な悲鳴を上げて、ルノアがぺたんとお座りした。脚を開いて、その間に両手をつくようにしている。放ほうり出された魔術の刃がけたたましい音を立てて砕け散った。

「…………」



    

  
    
      



    

  
    
      「…………」

　数瞬の間、二人して見つめ合い、

「へっ……」

　シグは冷たい汗を拭ぬぐった。ゆっくりと立ち上がる。その動きを視線だけで追いかけてくるルノアを見下ろし、彼は皮肉げに笑った。

「勝利とて、虚むなしいものだ」

「このバカ！」

　すかさず罵ば声せいが飛んできた。

「躾しつけの言葉を使うなと！　あれほど言っただろ！　バカ！　死ね！　ド変態かお前は！」

　ルノアは今にも噛かみつかんばかりにぎりぎりと歯を鳴らしながら、屈辱で顔を真っ赤にしていた。お座りの姿勢のまま延々と抗議を続けてくる。

（俺おれはそういう趣味じゃないからな。断じて）

　どうでもいいことを胸中でつぶやき、シグはこちらを睨にらみ据すえてうーうーと唸うなり声を上げているルノアを見やった。

　彼女は人間ではない。かつて雲の向こう側から竜の姿でこの蒼そう天てん世界にやってきたというリンドブルムだった。この世界に魔術というものを持ち込んだ種族。人間との長い戦争を経て魔術の神秘を盗まれ、この世界からある日を境に忽こつ然ぜんと姿を消した種族。

　人間の魔術士の始祖であるカールツァイス・マウザーの魔術によってそれぞれ別の名前と人格を与えられ、七つに分割されて封印されたリンドブルム――〈血ち塗まみれの竜王女〉。それが彼女だ。

　その際に、マウザーは悪趣味な趣向を凝こらした。〈ヴァルハラ舞踏会〉という遊戯。七人になってしまった〈血塗れの竜王女〉は、封印を解いた者につき従って残りの自分自身と殺し合いをしなければならない。六人の自分を殺した者が、本当の〈血塗れの竜王女〉となり、マウザーの魔術から解放される。

　シグは今からおよそ一ヶ月前、ルノアの棺ひつぎを開封してこの舞踏会を一緒に踊るパートナーになった。ルノアは相応ふさわしいとは思っていないらしいが、とにかくもその〈ヴァルハラ舞踏会〉には五ヶ条のルールが存在している。



一．六人の自分を殺すことで生き残った人格が〈血塗れの竜王女〉となり、リンドブルムとしての全すべての力と叡えい智ちを取り戻し舞踏会から解放される。ただし、六人の自分は魔術でしか殺すことはできない。

一．封印を解いた者が舞踏会の最初のパートナーとなる。パートナーは舞踏会の勝者になった際には望む叡智を与えられる。

一．契約したパートナーを殺すことはできない。ただし、第三者に殺された場合は別のパートナーと契約できる。

一．七人には一人ずつ定められた躾の言葉があり、パートナーからの言葉には強制力がある。自分自身を殺す度に躾しつけの言葉も加算される。

一．他ほかの自分に殺される以外の死に方をした場合、全すべての記憶を消去され棺ひつぎに戻って永遠に生き続ける。ただし、取り戻した力や叡えい智ちについては継続される。



　と、いうものだ。そして、ルノアの躾の言葉は“〝お座り”〟なのである。

「お・ま・え、という奴やつは！」

　言葉の効力――一分間――が切れるや否や、ルノアはシグの脚を刈り取るような下段回し蹴げりを放った。げしげしと何度も蹴り上げる。

「死ね！　死んでしまえ！　一生目玉焼きがうまく半熟にならない呪のろいにかかれ！」

「うお！　なんだそりゃ！　そして地味に痛いてえ！」

　痛烈な蹴りを受けながら、シグは悲鳴じみた声を上げた。

「ったく、足癖の悪さをなおせ、お前は」

「自業自得という言葉を知らないのか。これだから教養のない奴は」

「ちっとは加減しろ。思い切り蹴りやがって。俺おれがその気になったらお前に飯を作らないという選択肢があることを忘れるな」

　ルノアは心底いやそうに半眼になった。出会ってからこっち、彼女は成りゆき上シグの部屋に居ついていた。要は居候なのだ。

「いやな奴」

　不満そうなルノアの背中を押すようにして、シグは足を進めた。

「お前こそ居候のくせにちょっとは殊勝な態度をしろ」

　ルノアを追い越して前に出ると、シグは釘くぎを刺すようにして言った。そのままくるりと踵きびすを返すと、学校が借り上げて学生寮にしている集合住宅が見えてくる。重厚な赤レンガ造りでロの字型の構造をしている三階建てだ。外壁には緑の蔦つたが絡みついている。

「またわたしにそのような口を」

　三階の部屋への階段を上るシグの背中に向けて、ルノアは唇を尖とがらせた。

「言っておくがわたしは別にお前を舞踏会のパートナーと認めたわけではないからな」

「うるせえ。そのうちにいやでも認めさせてやるからな」

　シグは視線だけをちらりとルノアにやって、それだけを言った。彼はルノアのパートナーとして舞踏会を勝ち抜く気だった。最後まで勝ち残って、リンドブルムの叡智を手に入れる。そして、偉大なる魔術士だった父親が成し遂げることができなかった、雲の向こう側にいく方法を手に入れる。雲の向こう側に挑戦したことで嘲ちよう笑しようを受けた父親の汚名を雪すすぎ、憧あこがれだったその存在を超える。それが子供の頃ころからの彼の夢だった。

「ふん。お前の腕では一〇〇年かかっても無理だ」

「いやな奴」

　シグは階段を上りきり、等間隔で部屋が並んでいる廊下を歩いた。木の床がぎしぎしと軋きしんだ。大きな窓からはロの字型になっている建物の内側にあたる中庭が見える。芝生が植えられ、噴水の側そばにはベンチが置かれていた。

　シグは自室の前に立つと、ドアの鍵かぎを開けた。部屋はキッチンリビングと寝室があるものの、間取りは決して広くない。リビングの窓にはカーテンがかかっていて、室内はまだ薄暗かった。寝室のベッドをルノアが占領しているせいで、シグはいつもリビングのソファで寝るハメになっているわけだが、それだけならまだしも――リビングの大半はもう一人の押しかけ居候が持ち込んでくれた大きなベッドに占拠されていた。

「起きろ！」

　腰の長剣を机に立てかけて、シグは呑のん気きに眠っている居候二号のシーツを容赦なく剥はぎ取った。その下でぬくぬくとしていたのは、すらりとしたモデル体型の少女だった。どこから引っ張り出してきたのか、シグの黒いシャツを着ている。下は自前の黒い下着が丸見えというあられもない姿で、見事にくびれた腰と細い脚を露あらわにしていた。

　シグはそんな姿を極力見ないようにして、窓にかかっているカーテンを開け放った。朝の光が差し込み、一気に室内が明るくなる。

「む～……」

　居候二号はその光に顔をしかめて、数秒後にむくりと上半身を起こした。完全に寝ぼけ眼で、こちらをぼんやりと見てくる。ぱっつん前髪にして腰まで伸ばしている黒髪は、寝癖で大変なことになっていた。

「なによー、もう……」

　恨うらみがましい声をもらし、その少女――リラ・フィオーレは大きく伸びをした。目め尻じりに溢あふれる涙を指で拭ぬぐい、欠伸あくびをする。少し吊つり上がり気味の黄金色の双そう眸ぼうに、ほっそりした顎あごの線。血統書がついている猫のような大人おとなびた雰囲気を持った少女だった。

「毎日毎日ごろごろしやがって。働かざる者食うべからずという言葉を知らんのか」

「はあ？」

　明らかに不満気な表情を浮かべ、彼女は機関銃みたいに言ってきた。

「バッカじゃないの。仕事がないんだもん。仕方ないじゃない。第一、仕事を取ってくるのはあんたの仕事でしょ。このバカ！」

　リラはベッドの上であぐらをかいて、シグをびしりと指差すと、

「このヘボマネージャーが！」

「誰だれがマネージャーだ、誰が」

「あんたよ、あんた」

「俺おれは認めてない……」

「あたしがそう決めたんだから、そうなのよ」

　彼女は有無を言わさぬ調子だった。

「それに、あんたは感謝の気持ちが足りないのよ。あたしのマネージャーができるなんて、幸せだと思いなさいよね」

　リラ・フィオーレは、抜群の歌唱力と清潔感のあるルックスが評判になっている売り出し中のアイドル歌手だった。その容姿と黒い舞台衣装から名づけられた〈黒い歌姫〉のキャッチフレーズも浸透している。

　そのアイドル様がルノアと同じ七人に分割されたリンドブルムであると知ったのも、ルノアと出会った事件でのことだ。色々あってリラは所属事務所の社長兼マネージャーでもあった舞踏会のパートナーを失い、シグのところに転がり込んできていた。現在は芸能活動休止中であり、世間を少なからず騒がせている。

「あたしと一つ屋根の下で暮らせるなんて、役得でしょ。役得」

「そもそもここは俺おれの部屋だろうが。お前といいルノアといい、居候らしい態度を取れ！」

　シグは詰め寄るようにして指をさし返した。だが、リラはまったく怯ひるむことなく、彼をを睨にらみ返した。そして、不意に蔑さげすむような表情になり、

「やーねー、心の狭い男は」

「俺の心のどこが狭いと……？」

　まったく腑ふに落ちない思いで、シグはつぶやいた。態度の大きい居候を二人も抱え、文句も言わずに炊すい事じ洗せん濯たくをしている男の心のどこが狭いというのか。

　シグは無言のまま抗議の視線を向けるが、リラは涼しげに受け流した。だが、ようやっと自分が胸元のボタンが開いたシャツを着て――胸そのものはかなり控えめな大きさだったが――、下着が丸見えになっている格好だということに気づいたらしく、

「――――っ!?」

　声にならない悲鳴を上げて剥はがされたシーツを引き寄せた。頬ほおをわずかに赤くして、それを隠すように鋭い眼光でシグを睨みつける。

「こんの……！」

　リラは手近にあった枕まくらをシグに思い切り投げつけた。至近距離からの攻撃になす術すべなく、顔面に枕が直撃する。よろけるシグに、彼女は続けた。

「なに堂々と見てんのよ、このバカ！　興味ないみたいな顔して、ホントに質たち悪いわね！」

「まて――」

　シグの言葉は、だが今まで二人のやり取りを眺めていたルノアによって遮さえぎられた。

「うむ。わたしもそう思う」

「でしょ。あんたも不幸よね、こんな奴やつがパートナーなんて」

「ルールだから仕方ないが、今でもひどく不本意だ。今朝も善意で稽けい古こをつけてやったわたしに、躾しつけの言葉でお座りをさせて楽しんでいた。変態に違いない」

「あたしもこの前お風ふ呂ろ上がりに脱衣所に入ってこられたのよ。絶対わざとだと思うの」

「わたしなど、出会った飛行船の中では下着をつけないまますごさせられたぞ」

「そもそも下着を洗濯しているときの顔がいやらしいと思うのよね」

「おい……」

「よくよく考えると若い男と一緒に住んでるって身の危険を感じないわけじゃないのよね。もう魔術も使えないから、強引にこられたら抵抗できないし」

「うむ。そうなったらわたしの〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉で容赦なく去勢しようと思う」

「おい……！」

　本能的な恐怖で無意識に一歩後ずさりながら、シグは額ひたいにじっとりと汗を浮かべた。

「怯おびえることはない。お前が紳士であれば問題ない」

「そうそう。自信がないなら出ていけばいいのよ」

「お前ら……」

　居候の立場というものについて小一時間問い詰めたい気持ちになったが、シグはぐっと堪こらえた。足元に落ちた枕まくらを拾い上げてベッドの上に放ほうり投げる。小さく嘆たん息そくする彼に、二人の居候は声を揃そろえて言った。

「では、さっさと朝食を作るのだ」

「じゃあ、さっさと朝ごはん作って」

「…………」

　嘆息は大きなものに変わった。これもまた彼の日課だった。ルノアは料理をやらせればどういうわけかフライパンを爆発させるし、リラにいたっては包丁を握ったことすらないときた。分担なんかしようものなら大惨事が目に見えている。

　渋々とキッチンへ向かおうとしたおり、激しく玄関のドアが叩たたかれる音にシグはびくりとした。続けざまにか細い少女の声がもれ聞こえてくる。

「シーくぅーん。開けてくださーい。わたしを捨てないで～」

　シグは猛然とドアまで走ると、勢いよく開け放った。外側に開くため、ドアを叩いていた少女の顔面に直撃する。

「あぅ！」

　鈍にぶい音とともに小さな悲鳴が上がる。

　シグはそんなことなどお構いなしに、額を押さえてうずくまる少女に叫んだ。

「人聞きの悪いことを言うな！　お前はそんなにご近所での俺おれの評判を下げたいのか！」

「うぅ……ひどいです。学校に誘いにきただけの幼なじみになんてことをするんですか」

　その言葉のとおり、幼なじみであり、〈竜の箱庭〉では同じ教室に所属しているシャルロッテ・ファーバーカステルはよたよたと立ち上がった。

　シグよりも頭一つ分低い小柄な少女で、少し癖のある緑がかった黒髪をショートカットにしている。爽さわやかな白いミニのワンピースと黒いタイツは学校の制服だ。腰のベルトには柄つかまで金属製で凝こった意匠が施された金かな槌づちがアクセサリーのようにして下げられており、足元は似つかわしくないごついブーツだった。

　一見するなら生き真面目まじめで優等生然としている少女である。オシャレといえば赤いフレームの眼鏡めがねくらいのものだ。だが、

「早朝からとんでもないです。シーくんはわたしをどれだけＭ奴隷にしたいんですか。ちゃんと段階を踏んでもらわないと困ります」

　彼女は喋しやべると全すべてが台無しだった。

「…………」

「あぁ、無言でドアを閉めないでください！」

　驚くほどの反射神経で、シャルロッテはドアの隙すき間まにブーツの爪つま先さきを挟み込んだ。

　シグは仕方なくドアをもう一度開けた。

「で、なんなんだ。今日はいつもより早くないか？」

「忘れたんですか、今日は――」

「ああ、そうか」

　シャルロッテの言葉を最後まで聞くことなく、シグは今日がなんの日だったかを思い出した。なにも忘れていたわけではないのだ。単に意識しないようにしていただけだ。後味があまりにも悪いから。

「その前にレニ先生が僕らをお呼びだ」

　そう言ったのは、シャルロッテの後ろで呆あきれたような笑みを浮かべている長身痩そう躯くの青年だった。〈竜の箱庭〉の制服姿。さらさらの金髪をうなじの辺りで括くくり、宝石のような碧へき眼がんと整った顔立ちは二枚目俳優のようだ。今も壁に背を預けているだけだというのに、映画の一場面にすら見える。

　年齢も学年もシグより一つ上の同門――ルッツ・シュタイフだった。

「先生が呼んでる？」

「ああ、旧ザウエル教室の面々をお呼びだよ」

　レニ・ルクセンブルク講師はワルサー・ザウエル講師に代わってシグたちを担当することになった、〈竜の箱庭〉でも名の知れた魔術士だった。

　ルッツは芝居かがった仕草で肩をすくめてみせた。

「あまりいい予感はしないけどね」

「まったくだ」

　胡う乱ろん気げな視線をルッツに送り、

「ちょっとまってろ。用意してくる」

　シグはその場にシャルロッテを残してリビングに戻った。普段は着ない学校の制服を引っ張り出しながら、こちらを見ている二人の居候に告げる。

「今日は朝めしは作ってやれないから、なんとかしろ」

　それを聞いた二人は異口同音に不満気な声を上げた。

「ぶーぶー言うな。子供かお前らは」

　この部屋の中で今や唯一といっていい自分の領地――ソファの上にハンガーにかかったままの制服を放ほうり出し、シグは白いシャツを着込んだ。普段は父親にあやかって全身黒ずくめの格好なのだが、制服となるとそうもいかない。無造作にベルトに手をかけ、

「なに堂々と脱いでんのよ、あんたは！」

「おお！」

　リラが再び投げてきた枕まくらをどうにか回避する。枕はそのまま様子を見にきたシャルロッテの顔面に直撃した。一瞬の間を置いて、枕まくらがゆっくりと床に落ちた。

　シグは硬直しているシャルロッテにゆっくりと視線をやった。彼女はわざとらしく咳せき払ばらいすると、ずれた眼鏡めがねを直した。一度だけ嘆たん息そく。握り締めた拳こぶしを後ろに回してさり気なく隠しながら、目の奥が笑っていない恐ろしい笑みを浮かべる。

「まったくがさつな女ですね。アイドルが聞いて呆あきれます。今すぐにここから出ていくというのなら、わたしに枕を投げたことは許してあげますよ？」

「はっ、やーよ。あんたこそ無意味にでかい胸で無意味にエロさを振りまかないでくれるかしら？　シグがムラムラしてあたしに手を出してきたらどうしてくれるのよ」

　リラはベッドの上で挑発的な笑みを浮かべ、シャルロッテの胸元を指差した。制服の上からでもはっきり分かる豊かな膨らみ。

　反射的に胸元を隠しながら、シャルロッテは叫んだ。

「し、シーくんはあなたになんか手を出さないです！　シーくんは胸が大きい方が好きに決まってます！」

「こらあ！　誰だれが貧乳よ！」

「自覚があるようでなによりですね！　下着に必死でパットでも入れてください」

（あああああ……だからまってろと言ったのに）

　シグは頭を抱えて一連のやり取りを無視した。リラとシャルロッテの仲はお世辞にも良好とはいえない。

「とめなくていいのか？」

　罵ののしり合っている二人を横目に、ルノアが肩をすくめた。

「いいんだ。まだ早い」

　今までの傾向だとこのまま取っ組み合いになり、さらにシャルロッテが魔術を使おうとするので、そこでとめればいいだろう。シグはこの隙すきに制服に着替えた。胸元に校章――正方形の箱を抱える竜の紋章――が刺し繍しゆうされているブレザーを羽織り、ネクタイを締める。

「そんな格好は初めてだな」

「まあな。一応はこれが〈竜の箱庭〉の学生の正装だ」

「今日はなにかあるのか？」

　ルノアの言葉に、シグは皮肉げな相そう貌ぼうに微苦笑を浮かべた。

「ああ――葬式だよ」



◆◇◆◇◆



　扉をノックすると暗い声が返ってきた。

「入りなさい」

　シグは扉を押し開いたルッツの背中を追うようにして部屋に足を踏み入れた。その後ろからシャルロッテがついてくる。

　レニ・ルクセンブルクの講師室は、天井まである本棚から分厚い本や資料の束が溢あふれ返っていた。床は色が変わってしまった薄い絨じゆう毯たん。そこにも本が山と積み上げられている。

　そんな中、黒こく檀たんの机が一つ。レニが陰いん鬱うつな表情でそこに座っていた。胸元が開いたタイトなスーツに身を包み、決して胸中を窺うかがい知ることができない暗い鉄面皮。

「ルッツ・シュタイフ以下三名、参りました」

　腰の後ろに手を回し、涼やかな声でルッツが言った。

　レニは三人を一いち瞥べつすると、白い手袋をしている手で机上の箱から葉巻を取り出し、専用のカッターで吸い口を作った。ガスライターで火を灯ともし、味わうようにして紫煙を上げる。

　その顔は化粧気のない上品なもので、年齢は外見ではよく分からない。二〇歳にも三〇歳にも見える。少し太めの眉まゆに、頭の上でシニヨンにしているブラウンの髪。そして、なによりも強烈に印象に残るのは、右の眉の上から頬ほおにかけて走る大きな傷と、右目を覆う眼帯だった。レニは左目だけでこちらを見ていた。

「明後日から開幕する交流戦のことは知っているわね」

「それはもちろん知ってますが」

　質問の意味が分からずに、シグはわずかに首を傾かしげた。〈竜の箱庭〉の生徒であれば知らないはずはない。一年に一度、二日間の日程で催もよおされる大イベントだ。神聖連合皇国を構成する七つの帝国に存在している魔術士養成機関との他流試合。それが交流戦だった。

　その意義はただ一点。連合皇国指導部や各帝国への人材輩はい出しゆつ機関である〈竜の箱庭〉の魔術士が、他ほかの組織の魔術士よりもいかに優秀であるかを見せつけるための舞台である。

　毎年候補者を募って〈竜の箱庭〉の代表を選定し、他の組織の魔術士と一対一で一戦を交える。試合とはいえ相手が降伏するか戦闘不能になるまで戦い続ける過酷なもので、過去には死者も出ているほどだ。

　だが、学生にとっては交流戦の代表になることは名誉なことであるとされ、卒業後の進路にも直結する。例年、腕に覚えのある連中がこぞって立候補するのもそのためだ。

「今年は確か、先生が交流戦実行委員長でしたよね」

　シグの陰に隠れるようにして、シャルロッテがおずおずと言った。彼女はどうにもレニが苦手だった。全すべてを見透かしているような、その暗い目が特に。

「そうよ。茶番とはいえ重責だわ。近ちか頃ごろの交流戦は試合だけしていればいいということでもないわけだしね」

　彼女は陰鬱な笑みを浮かべた。

　かつては殺さつ伐ばつとしたものだった交流戦も、ここ最近で随分とその様相を変えている。当日は学生たちが運営する多数の模擬店が出店し、演劇や展示、ミスコンなどの企画も目白押し。有り体に言って息抜きのイベントと化している。肝心の試合は二日目のメインイベントのような位置づけだった。

「今回の交流戦、色々と噂うわさは聞いてるでしょう」

　レニは無造作に一枚の資料を放ほうり出した。

「目を通しなさい」

　三人はそれを回し読みした。経歴書のようではあったが、顔写真はおろかほとんどの項目が埋まっていない。

「エリーゼ・ヴァレンシュタイン、第三帝国空軍陸戦隊魔術教導機関〈狼おおかみの営巣〉……」

　シグはつぶやくようにして読み上げ、ぎょっとした。

　今年の交流戦の相手として学校中で噂うわさになっている魔術士だ。誰だれが呼んだか〈串くし刺ざし令嬢〉。今までに一〇〇人の魔術士を串刺しにして血祭りに上げてきたとか。その姿を見て生きている者はいないだとか。そういう物騒な噂がある。

「今回の交流戦の相手よ」

「噂は本当だったというわけですか。だとしたら立候補が一人もいないというのも？」

「そういうことよ、ルッツ。あなたの言うとおり、今年は立候補が一人もいない。〈竜の箱庭〉の魔術士が雁がん首くび揃そろえて震えてるなんて情けないことね。まったく、頭が痛いわ」

　交流戦は〈竜の箱庭〉の力を見せつける舞台。負けは許されないが、かつては圧倒的だったその実力も〈竜の箱庭〉出身の魔術士たちが輩はい出しゆつされた先で独自の教育体系を整備し、魔術士の育成を始めたことによって大きく揺らいでいる。

「なぜ私があなたたちを呼んだのか、察しがよければ分かっているでしょう」

　レニはもう一度だけ紫煙を味わうと、灰皿に葉巻を押しつけた。次の言葉を紡ぐことなく、順番に三人に視線を巡らせる。

「この中から、誰かが出ろってことですか」

　シグはそう言って、わずかに口元を引ひき攣つらせた。腕に覚えのある高等部の三年生がこぞって腰が引けているのだ。どうにか格好がつきそうなのはルッツくらいのものだ。

「冗談じゃない。下へ手たしたら死人が出ますよ」

「死人？　結構なことだわ。対戦相手がいないなんてことよりはね。私が出てもらうと言ったからには、あなたたちの中から出てもらう。どんな手段を使ってでも」

　レニが机上に両りよう肘ひじをついて手を合わせた。濁にごったブラウンの瞳ひとみでシグを見み据すえる。

「そのうちに、嫌でも自分からやりたいと言うようになるわ」

　彼女はにんまりと笑い、不意に机上の時計をこちらに向けた。

「もうすぐ一一時ね。葬儀の時間よ」

　それは話は終わりだという合図だった。
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　ワルサー・ザウエル講師の葬儀は〈竜の箱庭〉都市がある浮島から橋でつながっている離れ小島で行われた。〈竜の箱庭〉で鬼籍に入った魔術士たちが埋まい葬そうされている墓地以外にはなにもない島で、生没年と故人の名前が記された石版が整然と並んでいる。

　死亡した経けい緯いを調べ尽くしたあとの葬儀はごく簡素なものだった。シグは物悲しいバグパイプの音色が響く中、ザウエル教室の代表としてルッツが棺ひつぎを運ぶ姿を列の後ろで見ていた。葬儀の参列者はそれなりの数だったが、棺が墓地に埋まい葬そうされる頃ころにはいつの間にか数を減らしていた。

　ザウエルは史上三番目の若さで〈竜の箱庭〉を卒業した天才肌の魔術士であり、神聖連合皇国指導部の宰相官房に上ったエリートだった。羨せん望ぼうと畏い怖ふの眼まな差ざしを向けられ、同時に妬ねたみを受けてもいただろう。心を許せる友人が果たしてどれくらいいたのかシグには知るよしもなかったが、葬儀の参列者を見るにそんなものとは無縁だったのかもしれない。

「シグ」

　名前を呼ばれてはっとする。ルッツがシャベルを片手にこちらに視線を向けていた。

　シグは無言でシャベルを受け取ると、その先で土をすくった。深い穴の底に横たわっている棺に向けてそっと土をかける。空の棺だ。中には埋葬されるべき男は入っていない。

　シグがルノアやリラと出会うことになった飛行客船〈竜王女〉号での一件で、ザウエルは飛行船の爆発炎上に巻き込まれて死亡した。

　シグは苦い味を胸中に感じながらシャベルを次に渡した。ザウエルは父親に憧あこがれるままに入学した〈竜の箱庭〉で、魔術の才能がない自分に目をかけて教室に引き上げてくれた恩師だった。だというのに、シグは純粋に悲しむことができなかった。ザウエルの死の真相を知っているからこそ、複雑な思いが胸中で苦い感情に変わる。

（それに、あの人がそう簡単にくたばるかよ？）

　自問をしておいて、シグは苦笑した。死んでいなかったとして、次に会ったら自分はどんな顔をすればいい？　感動の再会とばかりに胸に飛び込むわけにはいかないだろう。

　シグが埋葬式の様子を少し離れたところでぼんやりと眺めていると、

「レニ先生はこなかったみたいだね」

　声をかけてきたルッツに、シグは無言で相あい槌づちを打った。視線の先ではちょうどシャルロッテがシャベルを受け取っているところだった。

「あの人、確か先生の同門だろう。ルドルフ教室のさ」

「ああ、〈ルドルフ教室の双頭犬〉って呼ばれてたらしい。けど、先生も言ってた――」

　シグは苦いコーヒーを飲んだような顔をしていた。棺に土をかけるシャルロッテの姿を瞳ひとみに映しながら、つぶやくようにして続ける。

「魔術士の世界でのし上がりたいなら、友情なんてものは犬に喰くわせろってな」
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　姿見には文句のつけようのない美少女が映っていた。顔は小さいし、腰のくびれはばっちりあるし、ほっそりした美脚は抜群。きめ細やかな肌は真っ白だ。

「むぅ……」

　リラは鏡の中の自分と睨にらめっこをしながら、写真集でやるようなポーズをしてみた。黒い下着姿の少女が、鏡の中でしなをつくる。悪くない。間違いなく悪くない。

　ただ――彼女は無言で胸を寄せて上げてみた。控えめな谷間がどうにかできる。

　いたたまれない気持ちになり、リラは頭を抱えて地団駄を踏んだ。神様。どうしてあたしには、これだけが足りていないのでしょうか……！

「なんの喜劇だ、それは？」

　鏡の前で自問自答を繰り返していたリラはぴたりと動きをとめ、隣の部屋から大量の本を抱えてきたルノアを見た。色気のない格好だが、出るところは出ているのが分かる。

　リラはじと目になって、けっという吐き捨てるような仕草をした。

「あんたには分かるまい」

「そうなのか」

「そうなのよ。分かられたら、それはそれで腹立つけど」

　慰められても気分が滅め入いるではないか。リラは大きな嘆たん息そくを一度だけもらすと、さばさばとした表情を浮かべた。白いブラウスを着込み、短い丈のプリーツスカートを腰でとめる。そのままベッドに腰かけて膝ひざ丈たけの靴下を履きながら、本を読んでいるルノアを見た。

「にしてもよく続くわね。なんか手がかりありそうなの？」

「いや。残念だが」

　ルノアは分厚い本から顔を上げると、むっつりしたまま首を振った。

　シグの部屋に転がり込んでからこっち、彼女は大図書館から埃ほこりを被かぶっている古い本を大量に借りてきてはマウザーが七人に分割した〈血ち塗まみれの竜王女〉の手がかりを探していた。〈ヴァルハラ舞踏会〉に勝利して、永遠に続くこの悪趣味な遊戯から逃れるために。それがマウザーの魔術によって彼女に課せられた使命でもある。

「やっぱりさあ、そんじょそこらの文献じゃ無理よ。そんな簡単に分かったらとっくの昔に誰だれかが六人殺してる」

「そうかもしれないな」

　リラの言葉のとおり、芳かんばしい結果は出ていなかった。マウザーが創設した〈竜の箱庭〉は知の宝庫でもある。大図書館に保管されている資料の中には、マウザーが生きていた時代のものすら存在しているのだ。だが、どんなに古い文献でも〈血塗れの竜王女〉と呼ばれたリンドブルムとのことはおとぎ話程度しか記されていなかった。

「お前のいた組織ならなにか知っていると思うか」

　ルノアは腕を組んだ。こうもなにも分からないとなると焦じれてくる。

「さあ。シーメンスは〈党〉の派は閥ばつの中じゃ主流派にはいたけど、はっきり言って下っ端だったから。あたしも〈党〉の実態はほとんど知らないの」

　姿見の前で棒タイを器用に締めながら、リラはなんの気なしに言った。彼女のパートナーだったシーメンス・ハルスケが身を置いていた〈党〉と呼ばれる組織は、なにかの目的を果たすためにリンドブルムの叡えい智ちを手に入れようとしている秘密結社だった。

「ねえ、あたし思ったんだけど」

　棒タイを締めたリラは、ルノアに身体からだごと振り向いた。ふわりとスカートの裾すそが翻り、瞳ひとみが退屈しのぎを見つけた好奇心で輝いている。

「ワルサー・ザウエルの家ってそのまま残ってるんでしょ？」

「恐らくな」

「そこならなにかあるかも」

　ワルサー・ザウエルもまた〈党〉の人間だった。彼の死の真相はそこにある。

「なるほど」

　ルノアは顎あごに手をやると小さくうなずいた。

「忍び込んでみる価値はあるかもしれない」

「そういうこと」

　リラはにやりと笑って、思案顔のルノアを指差した。
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　葬儀は二時間ほどで終わった。

　シグは墓地のある離島と本島とを結ぶつり橋を複雑な気持ちのまま歩いた。橋は人が擦れ違えるほどの幅しかないものの、本島と離島の岩盤から強固なケーブルを架か設せつし、ハンガーロープと揺れを抑えるための補強ケーブル、鋼製の桁けた、という頑強な代物だ。

　こちらの気分など関係なしに、頭上に広がる紺こん碧ぺきの空は清すが々すがしい。

　空平線へと目を凝こらせば遥はるか彼方かなたに別の浮島の姿がちらほらと確認でき、〈竜の箱庭〉を経由する飛行船が様々な高度でゆっくりとした軌き跡せきを空に描いていた。

「なんともやり切れないね、こいつは」

　前を歩いているルッツのつぶやきに、シグは声に出すことなく同意した。蹴けり飛ばした小石が橋から足元の雲海へと音もなく落下していく。

　葬儀では参列者の誰だれ一人として涙を見せることはなかった。魔術士の関係性など、所しよ詮せんは友情と打算の複合構造。だが、現役の教え子ですら泣くことができないとは。

　制服のネクタイをゆるめながら、シグは皮肉げな相そう貌ぼうをわずかにしかめた。ザウエルは確かに恩師であり、尊敬できる魔術士だった。そして、自分たちを殺そうともした。

　シグはもう変えようのない過去についてぐだぐだと考えるのはやめることにした。

　なぜ、どうして、と思ったところでどうなるものでもない。どんなことであろうと事実は事実として受けとめなければ物事は前に進まないし、これからの人生で認めたくないことなど大小の差こそあれ無数に降りかかってくる。それはカールツァイス・マウザーの再来とまで称たたえられながら無謀にも雲の向こう側へと挑み、姿を消し、世間から嘲あざけりの言葉と汚名を着せられた父親のことで身に染みている。

　その度に自分の殻からに閉じこもったり、誰かに肩を抱いて優しく慰めてもらうのをまっていることもできるだろうが――少なくともシグはそうしようとは思わなかった。

　正面から受けとめなければならないことが、生きていく上では確かにある。

　そういう意味では、彼はタフな男だった。

「ロッテ、大丈夫か？」

　シグが振り返ると、後ろをついてきていたシャルロッテが浮かない表情のまま小さくうなずいた。彼女にとってもザウエルは恩師である。胸中には複雑な感情があるだろう。

「大丈夫です」

　それでもシャルロッテは気丈に言った。

「わたしはそんなにヤワじゃありません」

「知ってるよ」

「あ、ひょっとしなくともわたしのことを心配してますか？」

　早足でシグの横に並ぶと、シャルロッテは頬ほおをわずかに染めて嬉うれしそうにイヤイヤをするような仕草を見せた。

「なんだったら身体からだで慰めてくれてもいいんですよ。ロッテ可愛かわいいよ、ハアハア。寝込みを襲いたくなるよ、ハアハア」

　シグは早足になって彼女を引き離した。

「ああ！　ほ、放置プレイですか……!?」

　慌てて追いかけてくるシャルロッテに言い放つ。

「ったく、なんか色々と台無しになっただろうが」

「そんなことないです。わたしの心はすごく傷ついているので、人肌で慰めてほしいという至し極ごく当然のことを提案しただけです」

「自分で言う奴やつが傷ついてるわけあるか！」

「ええ……なぜです？」

　いつもと変わらないそんな二人のやり取りを聞きながら、ルッツは微苦笑を浮かべた。

「なんとも平和だねえ」
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「さすがに〈竜の箱庭〉の講師ともなると違うわね。生徒はあんなに狭い部屋なのに」

「あの部屋が狭いのは三人も生活しているからだと思うが」

「そうなのよ。だからシグが出ていけばいいのよ」

「そうなると誰だれが食事を用意するのだ？」

「そうね……その問題があったわね」

　整然と区画割りされた住宅街を歩きながら、リラは腕組みをして唸うなった。

　ルノアはわずかな期待を込めて言ってみた。

「わたしが作るという手があるが」

「それは却下」

「む……」

　即座に否定されて眉み間けんに皺しわを寄せる。

「あたしが言うのもなんだけど、あんたは料理の才能ゼロよ、ゼロ」

「そんなことはない。こう見えて意外に器用だぞ」

「あんたの器用さは刃物を使う器用さだっつーの。この前も鍋なべを爆発させて部屋が炎上するところだったじゃないのよ。殺す気？」

　ルノアは腑ふに落ちない様子で首を傾かしげた。どうしてうまく作れないのかさっぱり分からない。ただ一言、唇を尖とがらせてうめく。

「不本意だ」

　目に入ってくる景色は、学生が多く住む旧市街の街並みとは雲うん泥でいの差だった。庭つき二階建て以上の瀟しよう洒しやな邸宅がずらずらと並んでいる。道幅は地形を活かしつつも広く整備されており、荘厳で閑静なお屋敷街だった。昼過ぎということもあり人影は少ない。

　これらの邸宅は全すべて、いわゆる教室持ちと呼ばれる魔術士に与えられたものだ。

〈竜の箱庭〉は基本的には六年制で、入学後三年は初等部として四〇人前後の学級で基礎訓練を受ける。その後、高等部に進学すると魔術士個人の名前を冠した教室に所属して、より実践的な経験を積んでいくことになる。

　高等部での教育の方法は各教室に一任されているため、この一種の徒弟制度のような教室制度が教室持ちの魔術士の地位を学校内で高いものにしているのである。

　居並ぶ邸宅の中からようやっと目的のものが見えてきた。学校からザウエルに与えられていた邸宅は、今は〈竜の箱庭〉都市の警察機構である公共安全委員会の手によって閉鎖されていた。警察組織に限らず、この都市の自治は委員会と呼ばれる組織によって機能しており、組織の長たる委員長は〈竜の箱庭〉の執行部でもあるので、学校が都市を支配しているといっていい。あらゆる意味で、ここは〈竜の箱庭〉都市なのだ。

　ザウエル邸の正門は赤い文字で『立ち入り禁止』と書かれている黄色のテープが貼はられていた。鉄格子の門の向こうには広い庭が広がっている。ただ、家主だった男の無関心を表すかのように噴水は水が涸かれており、花壇も植木もなにもない。芝生が植えられた庭に、玄関まで一直線に石畳の道が延びているだけである。

「当然ながら鍵かぎかかってるわね」

　正門に手をかけたリラは、厳いかめしい造りの門もん扉ぴに軽く蹴けりを入れた。

「ルノア、やっちゃって」

「分かった。どいていろ」

　ルノアは軽く思案すると、〈タペストリー〉を幻視した。世界の設計図が編み変えられ、世界が変わる。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　瞬間、ルノアの右手に魔術の刃やいばが現れた。

　鮮やかに一いつ閃せん。門を撫なで斬きるようにして魔術の刃が走り、金属が擦れる耳障りな音が響く。立ち入り禁止のテープが舞い落ち、それから遅れること数瞬、真っ二つに切断された門もん扉ぴが重々しい音を立てて崩れ落ちた。同時に魔術の刃やいばが消滅する。

　ルノアは鋭利な切断面を晒さらしている鉄の扉を満足そうに見やった。

　自分でけしかけたにもかかわらず、リラはその切れ味に感心したように口笛を吹いた。

「なんかあんたの魔術、切れ味増してんじゃないの？」

「そうか？」

　小首を傾かしげつつ、ルノアは崩れ落ちた門を跨またいで邸内へと足を踏み入れた。石畳をずんずんと歩きながら、彼女は続けた。

「ひょっとしたら毎日シグの稽けい古こをつけているせいかもしれない。わたしもどれくらい棺ひつぎの中で眠っていたのか分からないからな。勘が鈍にぶっていたのかも……」

「あれも毎朝よく続くわよね。ぶっちゃけどうなの、あいつ」

「どうと言われても困るが――まあまあだと思う」

　それは素直な感想だった。本人の前では絶対に言いはしないが、シグの腕はそれなりのものだった。それに毎朝さぼることなく続けている努力は、一応認めてやらなければ。

「へー、意外」

　リラは屈託なく笑った。シグが褒ほめられたことが、なぜだか嬉うれしく感じた。自慢の飼い犬を褒められたような妙な感じだった。

「褒めると調子に乗るので本人には言わないことにしている。わたしはビシバシと叩たたいて伸ばすタイプなのだ」

「あー……あんたってＳっぽいもんね」

「なんだそれは？」

　石畳を進むとやがて玄関が見えてきた。軽い足取りのリラに、ルノアは言った。

「随分と楽しそうだな」

「だってさー、ここのところ退屈でしょうがないんだもん」

　シグの部屋に転がり込んでからこっち、リラは日がな一日ごろごろしているだけだった。怠惰な生活である。アイドルとして世界中を飛び回っていた忙しさから解放された当初はそれなりに楽しんでいたようだが、最近は欲求不満気味のようだった。

「じゃあいきますか」

　玄関の重厚な木製の扉にも立ち入り禁止のテープが貼はりつけられていたが、リラは堂々と正面玄関から入るつもりらしい。もっとも、邸宅の門扉を派手に壊しているので、今さら裏口から入るのも意味はないが。

　扉の前に並び立ち、二人は声を揃そろえて扉を思い切り蹴けり飛ばした。

　どばん、と勢いよく扉が開く。

　高い天井の玄関ホール。ルノアは中に踏み込むよりも先にぎょっとした。

　屋敷の豪華さにではなく、こちらをまっていたかのようにそこにいた女にである。胸元が開いたタイトなスーツと高いヒールの靴に身を包み、二階へと続く階段にどかっと腰を落としている。豪快に葉巻を燻くゆらせ、

「随分と、ご精が出ますわね」

　女は紫煙を吐き出しながら、陰いん鬱うつで暗い笑みを浮かべた。右目を眼帯で覆い、左目だけでこちらを睥へい睨げいしてくる。白い手袋をしている手には自動拳けん銃じゆうが構えられており、銃口はこちらに向けられていた。

「立ち入り禁止のテープが見えなかったのかしら。ルノア・ローゼンタール、それから、リラ・フィオーレ」

　名前を呼ばれてルノアは咄とつ嗟さに身構えた。腰を落とし、わずかに半身になる。

「あんたは誰だれよ！」

　まったく物もの怖おじすることなく、リラはその女を指差した。

「そもそもここは無人でしょ！」

「つけていたな、わたしたちのことを」

　ルノアの声は警戒感に満ちていた。

「なにが目的だ」

「それはこちらの台詞せりふ。ワルサー・ザウエルの屋敷でなにをするつもりだったのかしら」

　女は暗い表情は変えないままに立ち上がった。値踏みするように、目をすっと細める。冷え冷えとして重々しい、鉛なまりのような眼光だった。

「住居不法侵入」



    

  
    
      



    

  
    
      　一歩一歩。

「器物破損」

　階段を下りてくる。

「講師補以上の魔術士に対する罪」

　女は葉巻を床に投げ捨てると、靴底で踏み躙にじった。

「場合によっては公務執行妨害」

「やれるものならやってみろ」

「粋いきがるのは、ほどほどにしておきなさいね」

　女は口元だけ、にんまりと笑った。

　ルノアが仕掛ける機会を探って大きく息を吐いた。

　空気が張り詰める。

　女はそんなことなど無視するようにして自動拳けん銃じゆうの引き金を――

　ルノアが仕掛けた。世界の設計図――〈タペストリー〉を幻視する。紡がれている糸の一部を紐ひも解き、編み変える。現実が、仮想現実へと変わる。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　腰こし溜だめに構えていたルノアの手に魔術の刃やいばが現れる。刀身は約一〇メートル。彼女の魔術は尺の長さが変幻自在の刃を生み出す。

　一歩の踏み込みで、一いつ閃せん。およそ撃剣の間合いを無視して、魔術の刃が女を襲った。

　女がぎょっとしたようにして身体からだを引く。澄んだ音を立てて、自動拳銃の銃身が両断された。真っ二つになって、女の足元へと落下する。

　女は使い物にならなくなった自動拳銃を投げ捨て、すっと右手を掲げた。〈タペストリー〉を幻視して編み変えているのがルノアにも分かった。

　女が指を鳴らす。単なる手袋ではなかったらしく、摩擦で小さな火花が走った。

　次の瞬間。

「〈灼しやく熱ねつの教きよう鞭べん〉」

　火花を媒介にして出現したのは、炎の鞭むちだった。女の目に嗜し虐ぎやく的てきな光が宿る。巧みに振るわれた炎の鞭は、〈幻刀虎鉄〉の刀身に絡みついた。そのまま一気に絡め取られる。

　ルノアは小さく舌打ちした。手放した魔術の刃がガラスが砕けるような音を残して消滅する。もう一度魔術を発動させようとするが、女はそんな暇を与えてはくれなかった。

　炎の鞭が中空をしなる。

　足元に打ち据すえられた一撃を、ルノアは転がるようにしてかわした。玄関の床に焼け焦げた跡が残る。それだけでは終わらない。女はその場を一歩も動くことなく炎の鞭を操り、次々と打ち込んできた。

　堪たまらず殺風景な庭に飛び出し距離を取る。

「安心なさいな。私の魔術は命中しても致命傷にはならないわ」

「ちょっ……とお！　安心できるわけないでしょ!?」

　必死の形相で炎の鞭むちをかわしながらリラが叫んだ。

　女はますます暗い笑みを浮かべた。

「そうねえ。可愛かわいい顔が火傷やけどくらいするかもしれないわね」

「火傷ですむか！　なに考えてんのよ！」

　本当にリラの顔を掠かすめるようにして炎の鞭がしなった。

「ルノア！　なんとかしなさいよ！」

「お前こそ少しは援護したらどうなのだ」

「できるわけないでしょ！　あたしはもう魔術が使えないんだから！」

「む。そうだった」

　ルノアはこちらを睥へい睨げいしてくる女をむっつりと睨にらみ据すえた。完全に相手の間合いになってしまった。彼女の手にある炎の鞭は絶大な威力があるわけではなかったが、こうして一定の距離を保たれると近づくことさえできない。

（わたしがあの女の相手をする。その隙すきに裏口に回って忍び込めるか？）

（うー……やってはみる。ホントに大丈夫なんでしょうね？）

（無論だ）

　ルノアは大きく息を吐くと、両手を頭の上に掲げるようにした。左足を引くと同時に〈タペストリー〉を幻視する。世界の設計図を編み変え――頭上の手に魔術の刃やいばが握られた。

　今度は通常の長さである。切っ先を右に傾け、刃を斜めに構える。切っ先を一定のリズムで揺らし、仕掛ける機会を探る。

「クルツ派一刀流……随分と古風な流派ねえ」

　女が珍しそうに言った。丸く纏まとめた炎の鞭を弄もてあそぶようにしながら、

「遊びはこのくらいにして、とりあえず跪ひざまずきなさいな」

「残念だな。わたしを跪かせることができるのは、世界に一人だけだ」

　ルノアは挑発するようにして言ってやった。不本意だが、本当のことだ。躾しつけの言葉を使うシグだけが、彼女を跪かせることができる。

　だが、女は暗く冷たい声で同じ言葉を言った。

「跪け」

「!?」

　太ふと腿ももの辺りをなにかが掠め、ルノアはがくりと膝ひざを落とした。女の言葉のとおりに跪く。編み変えた〈タペストリー〉を維持できなくなって、魔術の刃が砕け散った。

　数瞬の間を置いて、痺しびれるような痛みと熱い感覚が襲ってきた。ズボンが破れ、血が流れている。どうやら狙そ撃げきされたらしい、と彼女は理解した。かなりの腕前らしく、本当に掠めただけだ。周囲を見渡すと、ここから遥はるかに離れた新市街の高層建築が目に入った。

「殺しはしないけれど、手足をぶち抜くこともできるのよ。どの角度からでもこの庭を狙ねらえるように配置してあるわ。大人おとなしくすることね」

「う……」

　釘くぎを刺されたリラはぴたりと動きをとめた。

　いつの間にかぞろぞろと女の仲間がザウエル邸の庭に姿を現していた。街に溶け込むかのように、誰だれもが一様に地味で個性がない。

「確保」

　女の言葉に従って、部下らしき男がルノアとリラを後ろ手に手錠をかけた。

「ちょっと！　バッカじゃない！　なんてことすんのよ！　って、痛い痛い痛い」

　じたばたと暴れたところを無理矢理に押さえつけられ、リラは綺き麗れいな顔を歪ゆがめた。

「なんなのよ、一体!?」

「〈竜の箱庭〉都市で暮らすなら覚えておきなさいね」

　女は跪ひざまずいているルノアを暗い笑顔で見下ろし、続けてリラの顔を覗のぞき込んだ。

「我々は公共安全委員会だ」
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　およそ一〇メートルの城壁に囲まれた学校の広大な敷地には、四〇人編成の教室をいくつも抱える初等部の校舎が一棟と、一〇〇以上の魔術士の名前を冠した教室が入る高等部の校舎が一棟。あとは訓練用の施設や職員室などが入っている校舎が一棟。それらがコの字型に配置され、他ほかにも格技場やらプールやら、とにかくもここで鍛きたえられた魔術士にはいやな思い出しかないものが並んでいる。

「未いまだにプールを見ると吐き気がするのは俺おれだけか？」

　ぞろぞろと三人で連れ立って学校にまでやってきたシグは、プールの横をとおりすぎながらうめいた。今はどこも使用していないようで、水面は静かなものだった。

「君はあの訓練は苦手だったものな」

　ルッツが懐かしい思い出を語るような朗ほがらかな口調でこちらの肩を叩たたいてくる。

「いい思い出みたいに言うな。手足を手錠で拘こう束そくして、鉛なまりの重りつきでプールに放ほうり込まれるんだぞ？」

「僕は割と得意だったから、まだ好きな方だったけどね」

「『水に濡ぬれた女子のツルペタな胸が見れるし』」

　ぼそぼそとシャルロッテがつけ加える。

「こらあ！　なんてことを言うんだよ」

「いえ。ルッツの心の中を代弁しただけですが」

「そりゃ楽しかろう。生きつ粋すいのロリコンのお前には」

「ええ、そうです。夜な夜な妹の写真だけでは飽き足らず……変態ですよ。変態」

　シグとシャルロッテは揃そろって半眼になり、侮ぶ蔑べつする視線を投げかけた。

「くそ！　問い詰めたい。こいつらを小一時間問い詰めたい！」

　端整な顔を引ひき攣つらせてルッツは地団駄を踏んだ。

「はっ、まさかこの学校に入れられたのも妹に手を出そうとしたからでは……!?　それをご両親に見つかって隔離するために――かわいそうな妹さん」

　シャルロッテが驚きよう愕がくの事実を発見したかのように手で顔を覆った。

「くっ……なんてことだ」

　恐ろしく真剣な声でつぶやき、シグは沈痛な面持ちで頭を振った。

「まて。冷静に話し合おうじゃないか」

　こめかみに手をやり、ルッツは言った。

　妹を溺でき愛あいしていることは確かだが。今でも毎日一時間は写真を眺めているが。こんなレッテルが広まったら大変なことになる。容姿端たん麗れい、成績優秀、講師からも女子生徒からの受けも抜群。その全すべてが崩れ去ってしまう。

「君たちは僕をどうしたいんだ」

「さて、ルッツを弄いじるのにも飽きたのでいくとしましょう」

「そうだな」

「おい！」

　ルッツを無視して、シグは歩き出した。

　学校は今、交流戦に向けての準備が着々と進んでいた。いつもは初等部の生徒がどんよりとした顔で何十周も走らされている運動場は混こん沌とんの極みであり、さながら工事現場か発掘現場といったような有様だった。

　簡易テントがぼこぼこと張られ、校舎内ではできない大がかりな作業を抱えるサークルの各種巨大ハリボテや入場歓迎ゲートが製作途上の姿を晒さらしている。

　運動場の中央に目を転じれば、後夜祭で使用される巨大な櫓やぐらが途中まで組み上げられていた。交流戦の全日程が消化されてこの櫓に火が灯ともると、生徒たちはその周囲で手を取り合って「好きな子と一緒に踊ると恋が実る」というベタな伝説まで用意されているダンスを踊るのだ。なんともありがちではあるが、この有終に文句を言う生徒はいない。〈竜の箱庭〉も、一年に一度の交流戦のときだけは普通の学校と大差なかった。

「しかしまあ、〈狼おおかみの営巣〉の〈串くし刺ざし令嬢〉か。よく出てきたもんだよなあ。ルッツが出ればいいじゃないか。レニ先生も困ってたし」

　心なしか落ち込んでいる様子のルッツに、シグは言った。

「おいおい、滅めつ多たなことを言うもんじゃないよ。僕はこれ以上、評価を上げる必要はないんだよ。むしろここいらで一発派手に評価を上げておいた方が君のためじゃないか？」

「そっちこそ滅多なことを言うな。俺おれが出たらホントに殺されるわ」

　二人は引ひき攣つった笑顔で牽けん制せいし合った。

「やっぱりここはザウエル教室の元筆頭生の出番ということで」

「バカを言っちゃいけない。僕はガンガンいこうぜより、命を大事にがモットーだ」

「それが本音か……」

「それにだ。残念ながら僕は実行委員会の一員としてやらないといけない仕事がある」

　ルッツは交流戦の出し物を告知するポスターが無秩序に貼はられた掲示板を指差した。

「『一二歳の初等部の生徒だよ★　援助希望。五万マルスから』……？」

　シャルロッテが掲示板の端に貼りつけてある小さいメモを読み上げた。

「違う！」

「まあまあ。ほんの冗談です。真面目まじめですか？」

「くっ……！」

「ロッテ、それくらいにしておいてやれ」

「君も気の毒そうに言うんじゃない！」

　ぎりぎりと歯は噛がみして、ルッツは改めてポスターを指差した。それは毎度の交流戦の定番となっているミスコンのお知らせポスターだった。

「僕はこいつの出場者を勧誘するという、それはそれは大層な仕事をしなきゃならない」

「完全に下っ端じゃないか」

「うるさい。そもそも君たちが僕に押しつけたんじゃないか！　各教室から一人、実行委員を出さないといけなかった時に！」

「そういえばそうだった」

　ルッツがいつも文庫本に挟んでいる妹の写真――くりくりとした大きな碧へき眼がんにさらさらの金髪で実に愛らしい――を人質にして押しつけたのだ。

「ちくしょう！　地獄に落ちろ！」

　ルッツは涙ながらにシグの胸元を掴つかみ上げ、がくがくと前後に揺すった。

「やめ……！　落ち着け！」

　そんな二人のやり取りを尻しり目めに、シャルロッテは告知ポスターをしげしげと眺め、

「優勝者は二人一組の温泉旅行……？」

　小さく記されている優勝商品に目をとめた。

　シグを呼び出す校内放送が鳴ったのは、それとほぼ同時だった。放送はレニ・ルクセンブルクの講師室へくるように言っていた。

　シグはぴたりと動きをとめたルッツと顔を見合わせた。

　続けてシャルロッテと視線を合わせる。

「シーくん、いってはいけません。悪の罠わなです」

「俺おれだっていきたかないよ」

　そんなシグに向けてルッツは手を合わせた。

「ご愁しゆう傷しようさま」

　シグはルッツを張り倒した。
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　いやな予感の斜め上をいく光景に、シグは小さくうめいた。眉み間けんに寄せた皺しわを揉もみほぐし、大きく息を吐く。気を取りなおし、とりあえずは怒鳴った。

「なんでだ!?」

「うるっさいわねえ。怒鳴らないでよ。バッカじゃないの」

「これが怒鳴らずにいられるか！　なにをした、お前らはなにをした！」

　黒こく檀たんの机には、レニがいつもの陰いん鬱うつな表情で座っている。

　そして、机の前には硬い椅い子すに手足を手錠で拘こう束そくされたルノアとリラが座ってた。ルノアはむっつりと押し黙り、リラはいかにも不機嫌なオーラを出している。

「閉鎖していたワルサー・ザウエル講師の邸宅へ不法侵入したから身柄を確保したのよ」

　レニが音もなく立ち上がった。

（ったく、なんでそんなことを……）

　ルノアとリラに向け、シグは胸中でつぶやいた。答えは聞くまでもない。〈血ち塗まみれの竜王女〉の手がかりが掴つかめずに焦じれているのだ。ザウエルの屋敷にならなにかあるかもしれないと思ったのか。

「単刀直入にいこうかしら、シグ。物事はシンプルが一番だものね」

「ザウエル先生も同じことを言ってましたよ」

「それはそうよ。彼と私は同門だもの」

　レニはどこか寂しげに笑った。〈竜の箱庭〉の名門ルドルフ教室を次席で卒業してから一度も学校外の組織には出ずに、公共安全委員会にあって対敵諜ちよう報ほう工作と防諜活動に従事する非常連絡局畑を歩んだ生きつ粋すいの公安魔術士。

　噂うわさでは右目は駆け出しの頃ころに潜入工作に失敗し、拷ごう問もんにかけられた末に抉えぐり取られたという。白い手袋を外さないのも、魔術の媒介である火をおこすことよりも、爪つめを剥はがれ、指を折られ、釘くぎを打たれた――そんな無数の消えない痕あとを隠すためだと言われている。それでも彼女は情報を一言ももらさず自力で生還した。それ以来、彼女は陰でこう呼ばれている。喰くいついても喰いつかれても鳴き声ひとつ上げない、公共安全委員会の忠実な猟犬――〈鳴かない雌めす犬いぬ〉。

　彼女はなにかの書類をパラパラとめくりながら言った。

「ルノア・ローゼンタールはモグリでしょう。これはよろしくないわね」

「知ってて身柄を押さえましたね、先生」

　シグの質問に、彼女は肯定も否定もしなかった。恐らくは執行部からの命令で視察作業をしていたに違いない。ザウエル教室の面々がルクセンブルク教室に編入されたのもその一環だろう。執行部の一部は完全に自分に目をつけている。〈ヴァルハラ舞踏会〉のことを知って、他ほかの棺ひつぎを集めようとするのではないかと。

「シグ、私と取り引きをしましょうか」

　レニは足音もなく歩み寄ってきた。甘い声音で囁ささやくように、耳元で言葉を紡ぐ。

「モグリは都市を強制退去。それは色々と困るわよねえ。それに学校の寮に女の子を二人も置いておくのはまずいわ。下へ手たすれば退学処分になるかも。けれど、私のお願いを聞いてくれたら悪いようにはしない。ことを荒立てることなく今までどおりにしておくわ。なんなら色々と裏で手を回してあげてもいいのよ？」

　まさしく魔女の囁ささやきだ、とシグは思った。

「俺おれに交流戦に立候補しろと？」

「言わなかったかしら。嫌でも自分からやりたいと言うようになると」

　レニからは悪びれた様子など微み塵じんも感じられなかった。交流戦実行委員長という大役は、彼女にしてみれば絶対に失敗できない。今後〈竜の箱庭〉でのし上がっていくためには、経歴に汚点を残すわけにはいかない。

「あなたの父親――ルガー・ヘンケルスも交流戦には出場したのよ？　開始から三六秒で相手を再起不能にした。大したものね」

「なにが言いたいんです」

「少し興味があるだけよ。ワルサー・ザウエルが目をつけた、ルガー・ヘンケルスの血統が、本当に落ちこぼれで終わるのか、そうでないのか」

　父親の話を持ち出してくるあたり、いやな駆け引きをしてきやがる。こちらが父親のことを引き合いに出されるとむきになることを分かっているのだ。

「……俺に〈串くし刺ざし令嬢〉の相手が務まると思いますか？」

　交流戦は勝たなければ意味がない。だが、

「実を言うと、今回に限っては負けても構わないの。あなたの役割は、せいぜい善戦して恥を晒さらさないことよ」

　根回しは終わっているらしい。負けてもいいので、とにかくも対戦相手がいないという恥だけはさらすわけにはいかないということか。シグは斜はすに構えている相そう貌ぼうをさらに皮肉げにした。この学校の大人おとなには、まともな連中はいないに違いない。誰だれも彼もが腹に一物を抱えている。

「で、やる？　やらない？」

　やらないという選択肢はない。

　暗い笑みを浮かべて、レニは言った。

「生き残れたら、どこへ出しても恥ずかしくない成績をつけてあげるわ」
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　飛行船の二等客室から見える風景は、第三帝国を発たったときと変わりがなかった。どこまでも続く蒼あおい空と白い雲。彼方かなたで交わる空平線。空には無数に浮かぶ大小の島々。

『ファーレンハイト航空一〇一便にご乗船いただき、まことにありがとうございます。本船は間もなく〈竜の箱庭〉都市に到着いたします。乗客の皆様は座席にお座りの上、シートベルトをお締めください。なお、係けい留りゆう塔とうへの固定時に多少の揺れがございます。ご了承くださいませ』

　二等客室は個室とはいえそう広いものではなかった。身体からだを横にできる程度の長なが椅い子すが、向かい合って座れるように設置されている。そんな程度のものだ。

「そろそろだとよ」

　腕を組んで流れる風景を眺めていた男は、放送が終わるなりそう言った。年は三〇歳といったところか。煙草たばこのようにして咥くわえている飴あめの棒が、口の動きに合わせて揺れている。

　故郷に帰ってきたような感慨があることに、彼自身が少しばかり驚いた。〈竜の箱庭〉には、いい思い出なんてものはなにもないってのに。難儀なことだ。

　くぐもった笑いが自然ともれ、男はそれを隠すようにして口元に手をやった。

　男は座っているだけでも長身と知れた。広い肩幅にがっちりとした筋肉質の体たい躯く。真っ青な瞳ひとみに灯ともる眼光は、餓うえた獣のようにギラギラしていた。灰色の髪を短く刈り込んだ頭には、黒い帽子を被かぶっている。

　その帽子は軍帽で、それに合わせるようにして男の服装も軍人然としていた。茶色の開襟シャツに折り目のついた黒の上下。胸元にはいくつかの略りやく綬じゆがある。

「聞いてるか、エリーゼ」

　男は向かいに座っている少女の名前を呼んだ。

「聞こえています」

　少女はツンとした声を返した。

　華がある少女だった。ピンクがかった鮮やかな金髪を、それこそ貴族の令嬢がするように巻き髪にして、磁器のように白い頬ほおに垂らしている。顔のつくりは絵画の女神のように整っており、金色の双そう眸ぼうがとっつきにくそうなきつめの眼光を湛たたえていた。冷ややかな氷の彫像を思わせる、そんな少女だ。

　すらりとした長い脚を組み替えて、彼女――エリーゼ・ヴァレンシュタインは言った。

「あの男の頼みとはいえ、面倒な役回りだこと」

　その格好もまた、男のものとは少し違うが似たようなものだった。帽子こそないが、茶色の開襟シャツに膝ひざ丈たけの黒いズボンと編み上げのブーツ。左腕の袖そでには機関の紋章――絡み合う二頭の狼おおかみ――が入った腕章をつけていた。

「そう言うな。今となっちゃあ〈竜の箱庭〉の看板もカビくせえがな。油断するなよ」

「ヒューゴ……わたくしを誰だれだと思っているのかしら？」

　エリーゼは高圧的な視線で男を睨にらんだ。

「おおっと。そいつは失敬」

　ヒューゴと呼ばれた男はやぶ蛇とばかりに両手を上げ、降参の意を示した。

　飛行船が〈竜の箱庭〉都市の港に入ったのが窓からの景色で分かる。浮島の外側に広がる新市街と呼ばれる区画は、彼が学んだ頃ころにはなかったものだった。天を突く高層建築は魔術士の総本山には似合わない。

　整備された長大な滑走路には何本ものレールが敷かれ、格納庫から係けい留りゆう塔とうを牽けん引いんする機関車が走っている。飛行船の前後を固定する係留塔が所定の位置につき、折りたたまれていた鉄骨の塔が上昇を始めた。

　飛行船は上空を何度か旋回してから徐々に高度を落としていった。やがて――船首が係けい留りゆう塔とうにつながれる衝撃が船体を揺らした。続けて船尾がつながれる衝撃。

「降りたら〈竜の箱庭〉の連中が待ち構えてるぜ。一発かましといてやれ」

「下品な物言いはやめていただけるかしら。〈竜の箱庭〉なんて相手になるものですか」

「そいつは結構なこった」

　ヒューゴはゆっくりと立ち上がり、にやりと笑った。野性味のある笑みだった。足元の荷物を手に取り、空いている手でエリーゼの頭をわしわしと撫なでてやる。

「ちょっと……！」

　彼女は軽い抵抗を見せたが、本気でいやがっているわけでもないようだった。首をすくめるようにして、されるがままに任せている。

「それじゃあ一仕事といこうかい」

　ヒューゴは飴あめの棒を揺らしながら言った。

「交流戦なんざ、所しよ詮せんはガキの遊びだ」

　不敵で、自信に満ちた声だった。



    

  
    
      



    

  
    
      
第二章



「ったく、なんなのよあの女は。痣あざになっちゃうじゃない」

　レニの講師室から解放されたリラは手首をさすりながら言った。長い廊下に講師の名札がついている部屋が並んでいる。窓からは陽光が差し、彼女の黒髪を照らしていた。

「ちょっと！　聞いてる？　あたしが傷物にさーれーかーけーたー」

　ぶつぶつと不平をもらすリラに、シグは背中を小突かれた。足をとめて振り返る。ただでさえ三白眼なのに、シグの目はさらに据すわっていた。

　その形相に、リラも少しばかり怯ひるんだ。

「な、なによ!?」

「怒っているように見えるが？」

　ルノアが小首を傾かしげるようにして言った。

「不思議そうに言うんじゃねえ！」

　リラとルノアに叫び、シグは自分を落ち着けるために深呼吸した。

「まったく、お前らは、俺おれになにも言わずに、無茶なことを、しやがって」

　一言一句に力を込める。

「仕方ないではないか。棺ひつぎの手がかりがありそうなのはもうあそこくらいのものだ」

「ああ、分かってる。だから、なんで俺に一言言わないんだ。堂々と正面から乗り込みやがって。もっとやり方ってものがあるだろうが。おかげで俺は、〈串くし刺ざし令嬢〉とやり合うハメになっちまったんだぞ!?」

　深呼吸の効果もなく、シグは身振り手振りを交えて叫んだ。

　だが、そもそもそんな魔術士のことなど知らない二人にはピンとこなかったらしく、

「なによその態度は。シグのくせに生意気よ。謝りなさいよ」

「うむ。何様のつもりだ」

「なんでそうなる!?」

「立場を弁わきまえなさい。立場を」

　リラがびしりと蹴けりを入れてくる。

「なんだこの展開……!?」

「大体、あの女はホントになんなのよ！　気に喰くわない！　気に喰わない！」

「わたしにいたっては狙そ撃げきされたんだぞ！　物もの凄すごく痛かったんだからな！」

「な！　ちょ……まて……！　俺は関係ない……」

　ルノアもげしげしと蹴り始め、シグはさながら二人の女にボコボコにされているようにしか見えなくなった。ほとんど私刑である。と、

「な、なんてことするんですか！」

　悲鳴じみた声が上がる。シャルロッテだった。心配になって様子を見にきたのだろうが、こんな光景を目撃するとは思ってもなかっただろう。慌ててこちらに駆け寄ってくると、二人の少女の足あし蹴げから助け起こしてくれる。今度ばかりは、彼女が救世主に思えた。

「シーくん、大丈夫ですか」

「大丈夫なわけあるか……」

　シャルロッテはきっ、と二人の少女を睨にらみ据すえた。怒りに拳こぶしを戦慄わななかせている。

「わたしのシーくんになんてことを」

「やーね。これも一種のコミュニケーションってやつ？」

「そう怒るな。なにも本気で蹴っているわけではない」

「嘘うそをつけ！」

　シグは蹴られたところを擦さすりながら、心底から叫んだ。

　うーうーと唸うなりながら、シャルロッテはそんな二人に言い放つ。

「シーくんは女子に蹴られて喜ぶようなドＭじゃありません！　どちらかというと、わたしを虐いじめたいＳですから！」

「そういうことじゃねえ！」

「ええ!?　シーくんって、どちらもいけるクチですか！」

「なぜ嬉うれしそうに言う!?」

「ドキドキしてきました。わたしの足を舐なめたり？」

「しない！」

　シグはぜえぜえと肩で息をした。シャルロッテは救世主などではなかった。ただ単に話をややこしくしにきただけの女だった。ぎゃあぎゃあと言い合う三人を無視して、シグは肩を落として歩き出した。頭をがりがりとやり、ポケットに両手を突っ込む。

「俺おれって、幸が薄いのかも」
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「まっずい」

　校内で販売されているコーヒーに口をつけ、リラは顔をしかめた。紙のコップになみなみと注がれた黒い液体に目を凝こらし、無言でシグに渡してくる。

「お前なあ……」

「だってまずいんだもん」

　シグは学生食堂の長いテーブルに肘ひじをついた。だだっ広いカフェテリア方式の食堂で、安くて味はそこそこ、学生の強い味方だ。時刻は午後の二時を回ったところだった。昼食時からは少し遅いということもあり、人影はまばらだ。

「ちっとはルノアを見習え」

「これはただの味音痴なだけ」

「む。なにか今、ひどく不本意なことを言われた気がするが」

　リラの隣に座って、恐ろしいほどに砂糖とミルクを入れたコーヒーを飲んでいるルノアが怪け訝げんな顔をした。講師室が並ぶ廊下で騒ぎ続けるわけにもいかず、こうして学食に腰を落ち着けてみたものの、なにが解決したわけでもなかった。

　シグが交流戦の代表になってしまったことは変わりがないし、この胃が痛くなるような空気をなんとかしてほしい。

（あああああ……ルッツの奴やつ、どこにいきやがった）

　胸中で頭を抱え、彼は隣に座るシャルロッテに視線だけをやる。彼女は縄張りに入ってきた敵を追い返す肉食獣よろしく、妙な威圧感を放ち続けていた。そんな刺すような視線を敢かん然ぜんと無視して、リラはなんの気なしに言った。

「にしても、なんなの交流戦って。お祭り気分じゃない。どいつもこいつも浮かれてる」

　それはまさにそのとおりだった。実際に代表として戦う当事者以外は。

「みんなの代表でシグがこれから殺し合うってのに、気楽ねえ」

「殺し合うか！」

「え？　相手が死ぬまで戦うんじゃないの？」

「単に真剣勝負するだけだ。降伏もある。一応は」

「なにそれ。刺激的じゃなーい」

　シグはからかうようにして言ってくるリラを睨にらんだ。

「や、やーね。冗談よ。あたしが本気でそんなこと思ってるわけないじゃない」

「…………」

「シグがいなくなったら、誰だれがご飯作るのよ」

「そこかよ!?」

　彼女は味にうるさいくせに、シグが作った料理は文句を言わずに食べるのだった。そんなに料理の腕がいいと思ったことはないのだが。

　シグは無意識にリラがよこしたコーヒーに口をつけた。

　それを見ていたシャルロッテがぎょっとした表情でなにかを言おうとしたが、

「ほーれ、シグ。号外もらってきてやったぞ」

　ルッツのそんな声に遮さえぎられた。

　シグがコーヒーを手にしたままルッツを見やると、学内の有志が発行している校内新聞の号外を渡してくる。

「君の対戦相手がコメントしてるぞ」

　受け取るままに紙面に視線を落とす。そこには――

『誰だろうと一分も経たたずに串くし刺ざしにして差し上げます』

　そんな言葉が派手に躍っていた。ご丁寧に飛行船のタラップから付き添いと思わしき男と降りてくる写真つきで。キャプションにはこうある。〈狼おおかみの営巣〉のエリーゼ・ヴァレンシュタイン（右）。

　シグは思わずコーヒーを噴き出しそうになった。

「シーくん……！」

　なぜだか震えるシャルロッテの声も耳に届くことなく、

「こ、殺される……！」

　シグは号外を持つ手を戦慄わななかせた。新聞には交流戦の勝敗予想が掲載されており、圧倒的多数でエリーゼが支持されていた。というか、シグの勝率はほぼ皆無だった。

「なんだこの敵地感は……身内をちっとはフォローしろ」

「この女がお前の対戦相手か？」

　背後に回りこみ、ルノアが新聞を覗のぞき込んできた。

「俺おれだって実際に見たのは初めてだけどな。〈串くし刺ざし令嬢〉といえば〈狼おおかみの営巣〉の秘蔵っ子だ。名前はどんな魔術士の見習いだって知ってるさ」

「なるほど……だが、安心しろ。相手の魔術が分かればわたしが戦い方を教育してやる」

「分かるか。〈串刺し令嬢〉がどんな魔術士なのか知ってる奴やつはいない」

「…………」

「なんで目をそらす」

「短いつき合いだったな」

「おい！」

　シグは号外を放ほうり出してルノアの肩を掴つかんだ。

「冗談だ。お前が殺されたら舞踏会で新しいパートナーを見つけられるなどとは思っていないぞ」

「思ったな？　思ったよな？」

　シグは自分を落ち着かせるようにして、コーヒーを一気に飲み干した。苦々しい味に顔をしかめ、

「シーくん！」

　どばん！

　と、長テーブルを殴るようにして立ち上がったシャルロッテにびくりと肩を震わせる。

　シグが恐る恐る見やると、シャルロッテがこめかみの辺りをひくひくさせていた。

「シーくん、いいですか。ここに座りなさい」

「いや、座ってます」

　思わず敬語になる。

「今、なにをしたのか、自分の胸に手を当てて考えてみてください」

「なに？」

「今、シーくんは、間接キスをしました」

「は？」

　シャルロッテはシグが飲み干したコーヒーの紙コップを手にした。リラのリップがうっすらとついているところを指差し、

「ここです」

「はあ……」

「わたしはここ一ヶ月の間、耐え難きを耐え、忍び難きを忍び――」

　シャルロッテは握り拳こぶしを震わせた。もう我慢ならない。わたしは、シーくんのことが好きなのだ。子供の頃ころは将来の夢を聞かれたら、シーくんのお嫁さんだと答えていた。だというのに、今のこの状況はどうだ。よく分からない女が二人も同どう棲せいしているなんて。

（ど、同棲……！）

　胸中のつぶやきに、彼女は思わず自分で反応してしまった。これはよくない。非常によくない。いくらわたしが目を光らせても、いつ間違いが起きてもおかしくない。なにせシーくんも年とし頃ごろの男の子なのだ。

（ああ……！　それはダメです）

　ぐるぐると思考が回る。最も早はや、幼なじみという地位に甘んじている場合ではないのだ。なにかこう、二人の関係を劇的に進展させるイベントが必要なのだ。日常から離れた、特別な、家族同然の幼なじみを女の子だと再認識するような、そういうあれこれだ。

　例えば――二人でいく温泉旅行のような！

　様々な思考の奔ほん流りゆうを経た結果、シャルロッテは側そばにいたルッツの胸倉を掴つかみ上げた。

「ぐぇっ！」

　という悲鳴を無視して、

「わたし――」

　彼女は鬼気迫る表情で宣言した。

「――ミスコンに出ます！」



◆◇◆◇◆



　用意された部屋は〈竜の箱庭〉都市の新市街で一番有名なホテルの最上階だった。第一帝国と第三帝国を結ぶ交通の要よう衝しようとして発展を続ける新市街の様子も、石畳とレンガ造りの旧市街の街並みも、かつては自分も学んだ〈竜の箱庭〉の学び舎やすら一望できる。

「すっかり――知らねえ街になっちまったなあ」

　ヒューゴは窓ガラス越しの景色を眺めながら独りごちた。口の中で転がしていた飴あめを噛かみ砕き、残った棒をゴミ箱へ投げ捨てる。室内でも帽子は被かぶったままだった。

「まさかあなたが直々にこられるとは思いませんでした。〈狼おおかみの営巣〉機関長――ヒューゴ・ザス大尉殿。〈竜の箱庭〉はお二人を歓迎いたします」

　レニは静かに敬礼をした。普段は着ることのない、公共安全委員会の深緑の制服姿だった。胸中を窺うかがい知ることのできない暗い鉄面皮は、だが緊張しているようにも見える。

「そりゃあ変わりもするか。先生のとこのお譲ちゃんが、もう三十路みそじときた」

　ヒューゴは豪快に笑い、ゆっくりと振り返った。

「先生は元気かよ」

「はい。今は執行部に。教室は私が引き継ぎました」

「そうビクビクしなさんな。取って喰くおうってわけじゃねえんだから」

「いいえ。そういうわけでは」

　レニは努めて平静に言った。その実、背中にはじっとりとしたいやな汗が流れている。噂うわさどおりの化物だ、と彼女は思った。

　ヒューゴ・ザス。この男が〈竜の箱庭〉のエルンスト・ルクセンブルク教室を卒業したのは、もう三〇年も前の話だ。記録では一九歳で卒業したとある。それがどうだ。目の前の男はどう見ても自分と同い年か、少しばかり年上にしか見えない。幼い頃ころのレニが記憶している、講師補として父親の下で働いていた頃とほとんど変わっていない。

　あのときから二〇年近く経たつというのに……！

　まるで自分だけが年を取ってしまったような錯覚を覚え、レニは頭を振った。

「交流戦なんてものにエリーゼまで連れて、なんでわざわざきたのかって顔だな」

　ヒューゴは一八〇センチを軽く超えている体たい躯くを屈かがめるようにして、レニの表情を値踏みした。凶暴な笑みを浮かべて言い放つ。

「今さら先生を殺してなんになる」

「しかし、あなたは父を恨うらんでいらっしゃるでしょうから」

「殺やるんならとっくの昔にやってるさ」

　その気になればいつでもやれる。そう言っているようにも聞こえた。

　レニが誰だれからも分からないくらいに口元を引ひき攣つらせる。

「ただの表敬訪問だよ、お譲ちゃん。俺おれを育ててくれた思い出の〈竜の箱庭〉だ。半端な魔術士を連れてくるわけにもいかねえだろうさ」

「心遣い、痛み入ります」

　静かに頭を下げる。彼女は我ながら白々しい演技だと思った。

「交流戦の準備もありますので、私はこれで失礼いたします。二人ほど実行委員会の者を残していきますので、ご不便があればお申しつけください」

「用心深い女だねえ」

　そう言われて、レニはにっこりと笑った。鋼鉄の笑みだった。音もなく踵きびすを返す。この男は信用できない。自分は確かに用心深く慎重な女だが、それを差し引いてもまったく信用できない。

　部屋を出るなり、控えていた部下がメモを渡してきた。続けて彼女にしか聞こえないように言ってくる。

「室長、例の件で局長がお呼びです」

「どの例の件？」

「撃げき墜ついした機体の件です。それから先日押収したコンテナですが、中身は全すべてポルノ雑誌でした」

「ポルノ雑誌？」

「はい。ただ、帳簿と数が一つ合いません。行方不明になっているコンテナがあります」

　レニは口元を歪ゆがめた。まったく、次から次に剣けん呑のんなことだ。肩で風を切るように颯さつ爽そうと歩き出すと、彼女はつき従う部下に言った。

「コンテナの事案は私が引き取る。作業班を編成してヒューゴ・ザスとエリーゼ・ヴァレンシュタインの視察作業に入れ」

　相手はルクセンブルク教室の講師補だった男だ。さらには公共安全委員会非常連絡局に身を置いていた先輩でもある。こちらの手口など知り尽くしているだろう。

（バカバカしい……）

　不安を払うように、レニは胸中でそれだけをつぶやいた。



　レニの背中が扉の向こう側へと消えていく。まったくもってそっくりだ。慎重で、用心深く、誰だれも信用しない。彼女の父親にそっくりだ。

「お知り合い？」

「まあな」

　レニがいる間は一言も話さなかったエリーゼに向けて、ヒューゴはくつくつと笑った。

「ルクセンブルクの娘だよ。俺おれがまだ〈竜の箱庭〉で講師補をやってた頃ころに何度か会った。その頃はほんのガキだったんだが、おっかない女になっちまって」

「ルクセンブルク……あなたを砂漠に送り込んだ男」

　そのとおりだった。ざらざらとした砂の感触と鉄の味が口の中に広がった気がして、ヒューゴは新しい飴あめを咥くわえた。

　当時の第三帝国は神聖連合皇国指導部の方針に従って、第七帝国とスバールスバール帝国との紛争に直接介入をしない外交戦略を取っていたが、その実は義勇軍名義で軍を送り込んでいた。そのための強力な魔術士を、あの国は欲しがっていた。

　そして、エルンスト・ルクセンブルクに選ばれたのが自分だった。一番自信をもって送り出せるのは、一〇年間講師補を務めた教え子だったというわけだ。自分が同じ立場でもそうしただろう。二〇年も前の話だ。

（そして俺は、地獄の一丁目一番地を見た）

　その結果がこれだ。第三帝国の化物――〈砂漠帰り〉のヒューゴ・ザス。飴を噛かみ砕き、彼は凶暴な笑みを浮かべた。未いまだになぜ俺だったのかと問うてみたいと思うこともある。

「ヒューゴ」

　エリーゼがそっと頬ほおに手を添えてくる。ひんやりとした感触に頭が冷えた気がした。金色に輝く双そう眸ぼうが真まっ直すぐにこちらを見つめている。囁ささやくようにして彼女は言った。

「あなたが望むなら、誰も彼も殺して差し上げます。わたくしはあなたの槍やりであり、盾ですもの。手に手を取り合って舞踏会を踊りましょう。死が二人を別わかつまで」

「ああ、二人で踊り狂うとするか。ぶっ倒れるまでな」

　ヒューゴは破顔すると、彼女の頭をぽんぽんと叩たたいた。

「わたくしは真剣に言っているのよ、ヒューゴ。あなたの願いを、わたくしが必ず叶かなえて差し上げます」

「ああ、分かってるさ」

　帽子を整え、ヒューゴは窓の向こうに見える〈竜の箱庭〉の学び舎やを一いち瞥べつした。レニが持ってきた資料をエリーゼに渡してやる。

「なにかしら？」

「こいつが対戦相手だとよ。どんな魔術士なのかは分からねえけどな」

　目つきの悪い黒ずくめの少年の顔写真が貼はりつけてある資料を見やり、

「ふーん。なんとも弱そうなこと」

　エリーゼはそう言って鼻で笑った。



◆◇◆◇◆



「なにを考えてんだよ……」

「あーあー！　なにも聞こえません。聞こえません」

　耳を両手で押さえて首を振るシャルロッテを、シグはため息混じりに見つめた。

「お前がミスコンって柄か」

「わたしはもう断固たる決意をしました。もうなにを言っても無駄です」

「……聞こえてるじゃねえか」

　こぢんまりとした教室である。廊下に出れば『ルクセンブルク教室』というプレートが掲げられている。講師が立つ教壇には教卓と黒板があり、向かい合うようにして机が一〇個ほど置かれていた。ただし、今はレニに呼び出されたシグとシャルロッテしかいない。

　高等部の授業は〈竜の箱庭〉への依頼を執行部経由でこなしていく実地が大半を占める。よって教室は事前の状況説明や反省会に使われる程度で、人がいないことも多かった。

　もっとも、ルクセンブルク教室の場合は特殊で、生徒は例外なく公共安全委員会非常連絡局に上がる。そのため学生時代からその仕事に従事し、所属している生徒の顔や名前は担当講師しか知らないというのが常だった。他ほかの教室から移籍してきたシグやシャルロッテは、そのカリキュラムからは除外されているのだ。

　教室の時計は一五時を回っていた。窓の向こうからは交流戦に向けて放課後も返上して準備に精を出す生徒たちの喧けん騒そうが聞こえてきていた。

「しっかし、なんでまた」

　シグはシャルロッテに胡う乱ろん気げな視線を送った。彼女は元々は大人おとなしくて引っ込み思案で、人前で自分をアピールするような性格ではない。ミスコンなんて一番縁遠い催もよおしだ。

「う。それは……」

　シーくんと二人で温泉旅行にいくためです。それでもって、色々と、女の子として一生に一度の思い出を。大丈夫です。わたしシーくんが相手なら痛くても我慢します。あれやこれや――などということはもちろん言えるわけもなく、シャルロッテは自分の妄想に顔を赤くしてくふくふと笑った。

「なんかよからぬことを考えてるだろ？」

「か、考えてません。胸でしてあげる練習をしようなんて考えてません」

「なにを考えてんだお前は！」

「ええ……!?　お口ですか……！」

「そうじゃなくて！」

「とにかく！」

　シグの叫びを遮さえぎって、シャルロッテは敢かん然ぜんと立ち上がった。こちらの机に両手を勢いよくついて、ずいっと身を乗り出してくる。制服を着ていてもはっきり分かる大きな胸が、シグの目の前で揺れた。

「わたしはミスコンで優勝したいのです。なので、シーくんにはそのために色々と協力してもらわないとダメなのです」

「……協力？」

「はい。わたしは地味ですし、小柄ですし、モデル体型でもないですし、眼鏡めがねっ娘こですし」

　彼女は不意に自分を卑下するような表情をつくり、

「つまりはニッチ属性です」

「なんだそれは……？」

　シグの言葉は無視されたようだった。

「ミスコンに勝つには、より多くの男心を掴つかまないといけないのです」

「それはまあ、そうだろうけどな」

「なので、まずはシーくんで男の子の反応を試します」

「なんでだ!?」

「なんででもです！」

　シャルロッテはただでさえ大きな胸を、両腕で挟んで寄せるようにした。生地がはちきれそうだ。制服の下に着ているシャツ越しにでも、はっきりと谷間ができている。

　シグは心なしか身を引きながら息を呑のんだ。今まで極力意識しないできたものの、立派に育ったものだ。物心ついた頃ころから知っているだけに、なんとなく感慨深いものさえある。

「わたしの武器は、これしかないと思うのです」

　シグが思考の迷路に陥おちいっていると、シャルロッテはこちらに詰め寄るようにしてさらに身を乗り出してきた。そして、つんのめるようになって爪つま先さきが宙に浮き――

「あれ？」

　彼女は間の抜けた声を上げた。机ごとシグに向かって倒れていく。

　シグは身をかわそうにも椅い子すに座っているために、机ごと倒れ込んでくるシャルロッテを受けとめることしかできなかった。彼女の顔が、ほとんどすぐそこに迫っていた。

「おおい！」

　シグの悲鳴じみた声は、机と椅い子すが派手に倒れる音にかき消された。なにがどうなったのか分からないまま、彼は教室の床に身体からだを強したたかに打ちつけ、

「ロッテ、お前なあ……！」

　状況を確認することなく悪態をついた。鈍痛に顔をしかめながら、身体に覆い被かぶさってきている机をどけようと手を伸ばし――むにっ、という柔らかな感触。

「あ……」

　消え入りそうなシャルロッテの声。

　シグは今になって、冷静に状況を確認しようと思った。これは、なにかとてもよくないことが起きているのではないか。見ろ。案の定、自分の身体に乗っていると思っていた机は横に転がっている。

　そして、シグを押し倒すようにして馬乗りになっているのは――シャルロッテだった。シグの右手が思い切り彼女の胸を掴つかんでいた。

「ぎゃああああ！」

　悲鳴を上げたのはシグだった。これは完全に、どう考えても犯罪ではないだろうか。制服越しとはいえ、女の子の胸を鷲わし掴づかみにして罪に問われない法律があるのならば教えてくれ。慌てて手を離そうとして、だがシャルロッテが胸を触ったままの手を掴んできた。

「これは不可抗力！　すまん！　ごめん！　だから許して！」

　振り解こうとして力を込めるとふにふにした感触が伝わってきて、ますますもって困った状況になった。シグはじっとりとした汗が全身から滲にじみ出てくるのが分かった。なにを考えているのだ。彼女は妹のようなもので、家族同然なのだ。ＯＫ。ムラムラはなし。まったく正常……

「シーくん……あの……」

　シャルロッテは耳まで真っ赤になって、馬乗りになったまま下半身をもじもじさせた。

　普段はシグが軽く受け流してくれることが分かっているから、ちょっとエッチなことも、大胆なことも言える。けれど、こうして、ひょっとしたら、このままの流れでどうにかなってしまうかもしれない状況になると、彼女は情けないことになにも言えなかった。

（でもでも……）

　シャルロッテは不意に思った。このままキスくらいしてもいいんじゃないだろうか。

「おい……！　ロッテ……」

　シグの声は、興奮で目を回しているシャルロッテには届かないようだった。彼女が顔を近づけてくる。白いキャスケットが頭から滑り落ち、その距離が吐息がかかるほどになる。柔らかそうな唇がほとんど目の前に迫り、とろんとしたシャルロッテの双そう眸ぼうがこちらを見つめていた。

「シーくん……」

　恐ろしく甘い声。幼なじみの少女のこんな声を、シグは聞いたことがなかった。このまま流れに身を任せるのはよくない。今までの関係ではいられなくなってしまう。そんな気がする。だが、シグの身体からだは硬直したように動かなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　ロッテの濡ぬれた唇がもうほとんどそこに――

「随分とお盛んなようだけど」

　教室の入り口から聞こえた声に、二人は固まった。深緑の制服を着たレニが、クリップボードを片手に立っていた。表情は、どこか呆あきれているようにも見える。

　彼女は小さく嘆たん息そくした。

「私の教室以外でしてもらえるかしら」



◆◇◆◇◆



「先ほどからどうも視線を感じて仕方ないのだが」

　交流戦の準備で慌ただしい校内をぶらぶらと歩きながら、ルノアは怪け訝げんな表情でつぶやいた。学校の生徒と擦れ違う度に、ちらちらと見られている気がする。

「そりゃそうよ」

　肩を並べて歩いているリラが得意げに胸を張った。

「あたしが抜群に美人だからに決まってるでしょ」

「そういうことなのか」

「そういうことなのよ。あたしを誰だれだと思ってるわけ？」

　シグには大人おとなしく帰るように釘くぎを刺されたのだが、彼女がそんなことを聞くわけもなかった。なにせ帰っても一日ごろごろしているだけなのだ。さすがに最近は飽きてきた。そもそもシグの奴やつがあまり構ってくれないのが悪い。こんな美人が一緒にいるというのに、もう少し意識してくれてもいいではないか。

　不意にそんなことを思って、彼女はぶんぶんと首を振った。誰だれがあんな目つきが悪い、だっさい黒ずくめの三流魔術士にそんな気を起こすものか。

（それにしたって毎朝毎朝、ルノアとは飽きもせず）

　リラは横目でぴょこぴょこと揺れる白銀のポニーテールを見やった。

　と、擦れ違った男子生徒が、

『あの二人すげえ可愛かわいい』

『黒髪の方、ちょっとリラ・フィオーレに似てない？』

　だのと言っているのが聞こえてくる。

（にしても、意外と気づかれないもんなのね）

　それはそれで少し不満ではある。確かに世間が知っているリラの姿は完全に営業用だったが、もう少し気づかれてもいいようなものだろう。似ている扱いされた挙句、なんなら可愛い二人組扱いとは。

　リラはジト目になって、

「まあ、あんたもそれなりにいいとは思うけどさ」

「そう言われてもな」

　ルノアは眉み間けんに皺しわを寄せた。どう反応していいのか、いまいち分からない様子だった。

「まったく男という奴はすぐにそういう目で――嘆かわしい。この世界には礼節を弁わきまえ、教養高く、勇ゆう猛もう果か敢かんな騎士と呼べる男はいないのか」

「バッカねえ。いるわけないでしょ、そんな奴。あんたって意外と乙女なのね。現実を見なさい。現実を」

「そんなことはない。いるに決まっている。そうでないとわたしはシグみたいな奴と舞踏会を踊ることになってしまうではないか」

「いいじゃない別に。毎朝つき合ってやってるくせに」

「あれはあいつがどうしてもと言うから仕方なくやっているだけだ」

　ルノアは拳こぶしを握り締めて、ここぞとばかりに力強く言い放った。

「別にあいつを舞踏会のパートナーと認めたわけではない」

「ふーん。じゃあ別にあたしが借りちゃってもいいわけだ」

　リラはつぶやくと、そのまま上機嫌に鼻歌を歌いながらルノアの前を歩き出す。と、まったく同じ旋律が歌声つきで聞こえてきた。

「あたしの歌だ」

　それは初等部の教室が入っている校舎の一階からもれてきているようで、リラは興味本位に教室を外から覗のぞいてみた。今度の交流戦とやらで出し物をするのか、お世辞にもうまいとは言えない演奏をバックに初等部の女の子がリラの曲を歌っていた。こちらも、お世辞にもうまいとは言えない。

「ダメだ。下へ手たすぎて聴いてらんない」

　サビの部分を熱唱している少女を、リラはばっさりと斬きって捨てた。

「それはそうだろう。素人なのだから」

　至し極ごくまっとうな意見を言うルノアを無視して、リラはにこやかに窓を叩たたいた。練習に夢中で気づかない。さらに叩く。気づかない。

　ぴたりと叩く動作をやめ、彼女は大きく息を吸い込んだ。

「気づけ！」

　同時に思い切り窓に蹴けりを放つ。鈍にぶい音とともに窓ガラスに蜘く蛛もの巣状のひびが走り、教室の中にいた学生たちが目を丸くして一斉に窓の外を見た。

　リラは腰に両手を当てると、満足そうにうなずいた。

「ちょっとおねーさんに貸してみなさい」



◆◇◆◇◆



「授業もないのに呼び出して悪かったわね」

　レニはそう言って脇わきに抱えていたクリップボードを差し出してきた。講師室で会ったときとは違い、公共安全委員会の深緑の制服姿だった。

　固まったあとで物もの凄すごい勢いで離れたシャルロッテは、シグと距離を取るようにしてちょこんと座っていた。なんとも気まずい雰囲気に、シグはがりがりと頭をかいた。

「どうして俺おれとロッテだけ呼んだんです」

「ルッツには別件もあってね。この女に見覚えはあるかしら」

　仕方なくクリップボードに目を落とす。そこには黒塗りが目立つ数枚の資料と、一枚の写真が挟まれていた。シグはぎょっとした。その写真に写っている女は、確かに見覚えがある女だったからだ。

「尋問記録によれば一ヶ月前、あなたはファーレンハイト航空九〇三便において、ウーフーと名乗る女に会っているわね。写真の女に間違いはない？」

「ウーフー……」

　間違いなかった。写真は白黒だったが、短く整えられた黄き褐かつ色しよくの髪や、煌こう々こうと輝く橙だいだい色いろの瞳ひとみがすぐに思い出された。金次第でどんな仕事も請け負う商売人。思想信条くそ喰くらえのビジネスの傭よう兵へい。

　シグが黙ってうなずくと、レニはクリップボードを取り上げた。

「〈竜の箱庭〉の魔術士四人を殺害し、大図書館からマウザーの遺物を強奪した実行犯」

「ええ……間違いありません」

　その遺物とはルノアが封印されていた棺ひつぎであり、その奪還のために送り込まれたのがザウエル教室の面々だった。そういう意味では、全すべての発端といっていい事件だった。

「なるほど、なるほど」

　レニは隻せき眼がんでさえなければ上品な淑女でとおりそうな顔に、暗い笑みを浮かべた。

「それ、うちの新市街ですよね？」

「ええ、そのとおり。これはつい先ほど新市街の工場地帯で撮影されたものよ。まだ公になっていない情報だけれど――本日早朝、領空を侵犯した複葉機を公安委員会の機体が撃げき墜ついしたわ。操縦士は脱出して〈竜の箱庭〉都市に侵入したと思われる」

「それがウーフーだと？」

　シグはルノアと稽けい古こをしていた最中の爆発を思い出した。

「まったく、こうも人手が足りないときに、今度はなにをやらかすつもりなのかしらね。頭が痛いわ。この女に関して他ほかに知っていることは？」

「先生より知っていることなんてあるとは思えませんけどね。一ヶ月前の事件でも、送り込まれたのは俺おれたちでしたけど、尻尾しつぽを掴つかんだのは先生でしょう」

「ルクセンブルク・ネットワーク――」

　それは〈竜の箱庭〉創設時より何世代にも亘わたって公共安全委員会を牛ぎゆう耳じるルクセンブルク家が、世界中に張り巡らせた情報網。

「――そんなものが本当にあるとでも思っているのかしら？」

「あんたがないと言えば、それはあるんでしょうよ」

「あると言えば、ないか。けれどね、私だって本当のことを言うかもしれないわよ」

　澄ました顔で、レニは言った。

　シグは苦笑した。とどのつまり、この女は信用できないということだ。

「交流戦の覚悟は決まったかしら」

　それを受け取りながら、彼女は平然とそう言ってきた。

「こうも慌ただしいんじゃ、気持ちの整理もなにもあったもんじゃないでしょう」

「それもそうかもしれないわね」

　レニが耳元で囁ささやいてくる。

「せめて五分は持ち堪こたえなさい。あなたはザウエルも買っていた。期待してるわよ」

「嬉うれしくて涙が出そうですよ」

「あらそう？　それはなによりだわ」

　シグは皮肉も通じない女の鉄面皮に苦笑した。不意に窓の向こう側から妙に騒がしい歓声が聞こえてきて外を見やる。

「なんだってんだ」

　人だかりができていた。窓を開けると覚えのある歌声が聞こえてくる。

「あの、シーくん……」

　シャルロッテがおずおずと呼びかけるのと、

「あのバカ！」

　血相を変えてシグが教室を飛び出したのはほとんど同時だった。

　その背中をどうすることもできずに見送り、シャルロッテは拗すねたようにつぶやいた。

「…………シーくんのバカ」
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「もう一曲いくわよーっ！」

　リラは集まった観衆に向けて拳こぶしを突き上げた。今や開け放たれた窓の向こうには十と重え二十重はたえに人だかりができている。リラの歌声は完かん璧ぺきだった。下へ手たな演奏などまったく気にならない。

「お、おねーさま、素敵です」

　マイクを取られた女の子が呆ぼう然ぜんとつぶやいている。

　リラの歌声は、全すべての聴衆を完全に虜とりこにしていた。美しく伸びる高音は感動的で、深く響く低音は染み入ってくるようだった。ときに情熱的に、ときにしっとりと、一度聴くだけで魅せられてしまう本物にしかないなにかが確かにある。

　リラが叫んだ。

「〈恋人はスナイパー〉！」

　一際大きな歓声が上がる。

　リラは背筋がぞくぞくした。快感だ。歌を歌うのは快感だ。自分の歌声に浴びせられる、拍手、喝かつ采さい、どれもが快感だ。歌うのは楽しい！

　曲の演奏が始まった。

「あの子、本物のリラ・フィオーレくらい上う手まくない？」

「ってか、顔もちょっと似てる」

「えー、本物のリラはもっと清せい楚そだって」

「お前、なに呼び捨てにしてんだよ」

　いたるところで交わされているそんな会話を耳にして、シグは胸中で叫んだ。

（なにをやってんだ！）

　本物のリラ・フィオーレだと気づかれたら、とんでもない騒ぎになる。マスコミも大挙して押し寄せるだろう。電撃的な事務所の解散と休養宣言をした〈黒い歌姫〉は、未いまだに美お味いしいネタなのだ。

　シグは抗議の声を無視して人垣をかき分けた。足が引っかかり、最前列に見えた白銀のポニーテールを引っ張るようにして掴つかむ。

「のにゅっ……」

　ルノアが奇妙な悲鳴を上げて睨にらみつけてくる。

「なにをする！」

「すまん。それよりなんの騒ぎだこれは」

「見てのとおりだが……リラが歌い始めると勝手に集まってきたのだ」

「ったく、やめさせるぞ」

　前奏が終わり、リラはいよいよこれから歌い出そうというところだった。

「どうするつもり――って、おい！」

　ルノアがなにかを言い終わるよりも早く、シグは最前列から飛び出した。空いている窓から教室に飛び込む。

　いきなりの乱入者に、演奏がとまった。リラが突然のことにぽかんと口を開けてこちらを見ている。

「なに考えてんだお前は！」

　シグの剣幕に一瞬だけびくりとしながらも、リラはようやく我に返った。眉み間けんに皺しわを寄せて目を吊つり上げると、言葉をまくし立ててくる。

「そっちこそなんなのよ！　バッカじゃないの！　何様？」

「何様じゃねえ」

「ちょっと、痛い！」

　シグは彼女のほっそりとした腕を掴つかんだ。そのまま引きずるようにして教室から連れ出す。集まっていた連中が不満気な声を上げているが無視した。

「離しなさいよ！」

　廊下に出たリラが力任せにこちらの腕を振り払ってくる。射い殺ころすような眼光を放ち、彼女は腰に両手を当てた。その表情は見たこともないくらいにイライラしていた。

「どういうつもり？　なんであたしが歌うのを邪魔したわけ？」

「お前なあ、本物のリラ・フィオーレだって分かったらどうなると思ってんだ。噂うわさなんてすぐに広まる。またマスコミに追い回されることになるんだぞ」

「…………そりゃそうかもしれないけど」

　不満そうに唇を尖とがらせ、リラはいきなりシグの胸倉を掴み上げた。そのままがくがくと激しく前後に揺する。

「そもそも、マネージャーに任命したあんたが仕事を取ってこないからでしょうが！　あたしは歌わないと死ぬの！　うーたーわーせーろーっ！」

「や、やめ……苦し……」

　リラの黄金色の双そう眸ぼうは少しだけ潤んでいた。

「だって……」

　ぴたりと手をとめる。

「だって……あたしは、歌うのが、好きなんだもん」

　胸倉を掴んでいた手が、そっと離れていく。彼女が下唇を噛かみ締めて睨にらみつけてくる。

　シグはぎょっとした。リラは今にも泣き出しそうだった。

「リラ――」

　なにを言っていいのか分からず、シグはただ名前を呼んだ。そうなのだ。リラ・フィオーレは、歌うことを生き甲が斐いにしてきた。六人の自分を殺すか、誰だれかに殺されるまで永遠に続く〈ヴァルハラ舞踏会〉に嫌気が差して、舞踏会の勝者になることよりも、人生を楽しんで生きることにした女なのだ。

　シグの部屋に転がりこんできてからというもの、そんな彼女がなにもせずにごろごろしていたのだから、かなりのストレスが知らず知らずに溜たまっていたのだろう。

　どうにかして歌わせてやりたいと思った。

「泣くなって。なんとかしてやるから」

「な、泣いてないわよ！」

　潤んでいた瞳ひとみを擦こすって、リラがそっぽを向いた。

「あんたなんかに、どうにかできるわけないでしょ。バッカじゃないの」

「お前なあ……」

「別に……あたしだって、前みたいにできないって分かってるわよ。ホントは」

　横を向いたまま、リラがちらりと視線だけを送ってくる。

「ちょっとイライラしてたの。だから、その、あんたに当たっちゃって」

　わざとらしく咳せき払ばらいをし、彼女はもごもごと口ごもった。

「……ごめんね」

　シグは肩をすくめて嘆たん息そくした。

（可愛かわいいとこもあるんだよなあ）

　だが、彼女の表情はすぐに元に戻った。

「なによ！」

「なんでもないって」

　見れば廊下の壁には演劇やら展示やら、各種飲食店やら、交流戦の出し物のポスターがベタベタと貼はりつけられていた。その中のミスコンの告知ポスターに目をとめる。特設会場を設営して開催するとかなんとか――

「これだ……！」

　シグはポスターに喰くいついた。

　怪け訝げんな表情でこちらを見ているリラに告げる。

「一日だけ、お前を〈黒い歌姫〉に戻してやる。〈竜の箱庭〉の外には知られないようにな」

「そんなことできるわけ――って、ちょっと！」

　リラの手を取って歩き出す。

「できるんだよ。今回の交流戦の実行委員長はレニ先生だからな」
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　レニは自分の教室でもなく、講師室でもなく、公共安全委員会が入っている堅けん牢ろうな庁舎にいた。ルクセンブルク通りの旧市街にある中央広場に面している、二本の尖せん塔とうを持つ四階建て。〈竜の箱庭〉創設時からある石造りの建物である。

　その庁舎の四階にある個室。資料が入った段ボール箱に埋もれるようにして、彼女は簡素なデスクでひたすら裸の女の写真が掲載されている本のページをめくっていた。

　その様子にシグは呆あきれた声をもらした。

「……なにやってんですか、先生」

「仕事よ、仕事」

　公共安全委員会非常連絡局の中でも、レニがどんな部署に所属しているのかは誰だれも知らない。とにかくも彼女は下着姿でとどまっている比較的軽いものから、実際に絡みがあるかなりどぎついものまで、多た士し済さい々さいな本のページをめくり続けていた。デスクの周囲にはすでに目をとおされたと思われる本が散乱していた。

　リラがその一冊をちらりと見て、

「な、な、な……！」

　顔を真っ赤にして口をパクパクさせている。こういう方面の免疫はないらしい。

「押収物なのよ。明日までにこの中になにかないか確認しないといけないの。メモだろうが、なんだろうが。人が足りないから私がやってるわけ。まったく」

　レニの表情と声には感情がなかった。完全に死んだ魚の目になっている。

「で、リラ・フィオーレのことだったかしら」

　確認が終わった本を足元に投げ捨てると、彼女は機械的に次の一冊を開いた。

「確かにミスコンは交流戦の二日目だから、一日目ならステージを使うことはできると思うわ。私が手を回せば情報統制と欺ぎ瞞まん情報で、万が一〈竜の箱庭〉の外に出ても真偽を怪しくすることもできる。それこそ、ほとんど完全にね」

　彼女にしてみれば〈黒い歌姫〉がコンサートを開くとなれば願ってもないことだろう。実行委員長の仕事は交流戦をとにかく盛り上げて成功させることにあるのだから。

　リラのことを聞いてもまったく驚かなかったところを見るに、彼女はすでに知っていたようだった。執行部の命令で張りついていたこの一ヶ月で、シグに関かかわったあらゆる人物が程度の差こそあれ調べられている。

（まったく、ぞっとする）

　ひたすら無表情で本をめくっているレニを見て、シグは口元を引ひき攣つらせた。

「やったらいいんじゃない？　段取りはつけるから、曲目を教えておいてくれる？」

　葉巻を箱から取り出しながら、あっさりと彼女は言った。

「あー……夜には会議もあるのよねえ。ウーフーの話なんだけど。それから――」

　そこで初めて、レニはこちらに視線を向けてきた。暗い炎が燻くすぶるブラウンの隻せき眼がん。

「自分のことをもう少し考えておきなさいな。交流戦は負けてもいいけれど、面子めんつが立つ負け方ってものがある。分かるわね？」

　シグは表情を強こわ張ばらせたままなにも言わなかった。どうせ負けるにしても、せいぜい命いのち懸がけで粘れということか。気楽に言ってくれる。

　そんな様子には無関心に、レニは専用のカッターで葉巻の吸い口を作った。ぼやくようにして独りごちる。

「これ――私が百ゆ合り趣味だったとしても頭おかしくなりそう」
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　今日の朝、ルノアと歩いた石畳は沈む夕ゆう陽ひがつくり出した集合住宅の影の色に染まっていた。等間隔で設置されているガス灯に明かりが灯ともり、朱色の空はやがて漆黒に変わる。

　前を歩くリラは上機嫌だった。自分の曲を鼻歌で口ずさみながらこちらを振り返ってくる。玩具おもちやを買ってもらった子供みたいに、無邪気に笑っていた。

（いつもこうだといいんだけどな）

　たまにしか見せないこの笑顔を見る度に、シグは不覚にもどきりとするのだ。

「ねえシグ、なに歌おっか？　なにが聴きたい？」

「なにって――お前が好きなのを歌えばいいだろう」

「なによその態度は。せっかくあたしが聞いてやってるのに」

　リラは足をとめて、腰に両手を当てた。胸を反らすようにしてシグを見み据すえる。

「聴かせてあげるって言ってんのよ」

　彼女に合わせて、シグは足をとめた。人通りのない夕暮れの中、ガス灯の下で見つめ合う。数秒の間沈黙したあと、リラは不意に目をそらした。

「だから、あんたに特等席で聴かせてあげるって。なにが聴きたいのか考えときなさいよね！　あの女に曲目出さないといけないんだから」

　早口でまくし立てると、彼女は踵きびすを返して大おお股またで歩き出した。

　シグはその背中をしばらく見つめていた。こみ上げてきた笑いを噛かみ殺す。

「ちょっと！　なにぼーっとしてんのよ！　早く帰ってごはんを作りなさいよ」

　再び立ちどまり、リラが声を張り上げてくる。

「よくよく考えたら、あんたが朝ごはん作ってくれなかったせいでなんにも食べてないんだからね。いつもよりお金かけて作りなさいよ！」

「へいへい」

　シグは早足で彼女を追いかけた。

「俺おれ、目玉焼きが一生うまく半熟にならない呪のろいにかかってるんだが、それでもいいか？」

「なによそのバカみたいな呪いは」

　半眼になって疑わしげに言ったリラは、そのあとでくすくすと笑った。

　部屋に帰ると放ほうっていかれたルノアがむっつりとした顔でまっており、シグは新たに『魚の鱗うろこが一生うまくとれない』呪いをかけられることになった。



    

  
    
      
第三章



「シーくん……」

　甘えるような囁ささやきが聞こえた気がした。誰だれの声だったろうか、とシグは思った。いや、自分はこの声をよく知っている。家族同然にすごしてきた、幼なじみの少女の声。

　目を開ける。シャルロッテが馬乗りになってこちらを見つめていた。それもなぜか、あられもない白い下着姿で。完かん璧ぺきな谷間をつくっている胸は、今にも下着からこぼれてしまいそうだった。ほっそりとした腰のくびれ、そのくせ肉づきのいいお尻しりや太ふと腿もも。白い肌は薄い桃色に上気していて、彼女の体温が伝わってくるようでどきりとした。

（な、な、な……!?）

　シグはなぜだか声が出なかった。身体からだも動かない。これは一体、どういうことだ。

　シャルロッテがゆっくりとこちらに顔を近づけてくる。緑がかった黒髪が、白いうなじに映えている。眼鏡めがねはかけておらず、黒い瞳ひとみを潤ませて、頬ほおを赤く染めている。

　彼女は舌で自分の唇を湿らせた。濡ぬれた桃色の唇が妙に艶なまめかしい。

「シーくん……」

　彼女の吐息がかかる。

　そっと頬に手が添えられる。

　シャルロッテがゆっくりと目を閉じた。

　柔らかい唇が触れ――

「…………!?」

　シグは跳び起きた。

　目を丸くして周囲を見やる。いつもの自分の部屋。いつものソファ。シャルロッテの姿はどこにもない。夜も明けきらない時間らしく、外はまだ薄暗かった。

「マジかよ……」

　肩で息をしながら、シグは額ひたいにじっとりと滲にじんでいた汗を拭ぬぐった。妙に生々しい感触が残っているのは、昨日、教室であんなことがあったからに違いない。

「なんちゅう夢を見てるんだ、俺おれは」

　額に手を当てたまま頭を振る。彼女は妹のようなものであって、決してそういう対象ではない。今まで努めてそうしてきた。「シーくんわたし好きな人ができました」と言われれば喜んで応援してやろうと思っていた。唯一の家族なのだ。そういう関係を壊したくない。シャルロッテだってそう思っていると、思っていてほしいと、考えていた。

「……だってのに」

　胸中でつぶやいたつもりが、言葉がもれた。

　彼女はそんなつもりはないらしい。それは、本当は前から知っていたはずだった。知らない振りをしていただけだ。ちゃんと向き合ってやろうとしなかっただけだ。

　教室でのシャルロッテの表情を思い出してどきりとする。

「くそ」

　目が冴さえてまったく眠れる気がしない。ルノアが起きてくるまで、シグは思考の迷路をぐるぐると彷徨さまよっていた。
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　シグの手にした長剣が、耳障りな金属の悲鳴を上げた。ルノアの〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉に弾はじかれて、そのまま空高く舞い上がる。体勢を崩したところをすかさず足払いをかけられ――

「――っ!?」

　シグは両足を刈り取られるようにして派手に転倒した。

　眼前に魔術の刃やいばの切っ先を突きつけられ、引ひき攣つった表情でルノアを見やる。怜れい悧りな双そう眸ぼうがこちらを睥へい睨げいしていた。ただ、いつもよりむっつりとしているようにも見えた。

「どういうことだ」

「……なにが？」

　意味が分からずにシグが聞き返すと、彼女は魔術の刃を消して腕組みをした。

「まったく身が入っていないではないか。真剣にやらないのなら、つき合ってやる義理はない。このバカ」

「バカとはなんだ、バカとは。やってるよ、真剣に」

「いいや、やっていない。まったく集中できていないではないか」

　実際にこちらの剣を受けているルノアが言うのだから、そうなのだろう。

「そんなことで交流戦とやらに勝てると思っているのか」

「思ってるわけないだろうが」

　シグは苦々しく吐き捨てた。

「レニ先生には覚悟を決めておけと言われたけどな、〈串くし刺ざし令嬢〉とやり合うなんて実感もなにもあったもんじゃない。せいぜい〈竜の箱庭〉の名前に泥を塗らないようにするさ」

「情けない。勝ちを願わずにして戦に臨むなど。気組みで呑のんでかからねば万に一つの勝機すら失うことになるぞ」

　そう言ったルノアが呆あきれたようにした頭を振る。

（それはそうなんだろうけどな）

　交流戦は明日開幕だ。シグの試合は二日目とはいえ、相手の使う魔術も分からなければ対策の施しようもない。やってみての一発勝負だ。実際に対たい峙じすれば違うのだろうが、シグにはまだエリーゼ・ヴァレンシュタインと一戦交える現実感がなかった。

　それにあんな夢を見たせいでもあるのだろうが、シグはシャルロッテのことで頭を悩ませていた。今までのように軽いノリではなく、真剣に迫られたなら、どんな対応をしたらいいのか分からないのだ。

「今日はもうやめだ」

　ルノアは心なしか怒っているように見えた。

「せっかくつき合ってやっているのに、他ほかのことを考えるなど性根が腐っているのだ」

　怒るのはもっともだ。ルノア自身は舞踏会に勝利するために、残りの〈血ち塗まみれの竜王女〉の手がかりを集めたいと思っているだろうに。自分のために毎朝、こうして時間を割いてくれているのだ。

　シグはゆっくりと立ち上がると、

「悪い」

　素直に謝った。こうやって彼女が撃剣の指導をしてくれるのも、シグの我がままを聞いてくれているようなものだ。そのくせいい加減にされたのでは、気分がいいはずがない。

「ふん。反省しろ」

　ルノアはそれだけを言って背を向けた。弾はじき飛ばされた長剣を拾ってくれる。その刀身をしげしげと眺めながら、

「今度そんな態度を取ってみろ。わたしに二度と“〝お座り”〟をさせないと土下座して誓わせた上に、その頭を踏みつけてぐりぐりしてやるからな」

「お前、さらっと凄すごいこと言うな」

　シグの抗議の声は無視された。

「この剣、もうそろそろ寿命だな」

「あー……まあ、結構使ってるからなあ」

　何度も砥とぎ直してはいるが、飛行船の一件でザウエルとやり合ったせいでかなり傷めてしまったし、ルノアと毎日刃やいばを交えているのだからそろそろ限界かもしれない。

　ルノアから長剣を受け取り、シグもしげしげと刀身を眺めた。すっかり痩やせてしまった白刃には小さな刃は毀こぼれが目立つ。

「そろそろ新調しないといけないかもな」

「なら、わたしが見み繕つくろってやるぞ」

「お前が？」

「うむ。それに私も一振り欲しいと思っていたのだ。魔術はどうしても〈タペストリー〉を幻視して編み変える時間がかかるからな。その刹せつ那なが隙すきになるとも限らない」

「その金は誰だれが出すんだよ」

　静かに納刀しながら、シグは半眼になって聞いてみた。

　ルノアは「なにを言っているのだこの男は？」というような視線を返してきた。

「お前に決まっている。他に誰がいるのだ」

「やっぱりかよ」

　分かりきっていた答えに、シグは肩を落とした。
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　ルノアとは午後から店を見て回ることにした。甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎士がおとぎ話にしか出てこなくなったこのご時世、刀剣の専門店は銃火器の専門店よりも数が少ない。ただ、〈竜の箱庭〉都市には魔術士からの需要もあって、歴史ある店がいくつか残っているのだ。

（ちょっと頭を冷やそう）

　と、シグは思った。シャルロッテのことで、今の自分はどうかしている。冷静に二人の関係を考えれば、今の状態がいいに決まっている。なにも壊す必要なんてないのだ。

「あー……明後日には試合だってのに」

　シグはルノアとは一緒に帰らずに、一人でぶらぶらとすることにした。歩いているうちに頭の中が少しはすっきりするかと思ったが、別段そんなこともなかった。マウザー通りの中央広場まで出ると、泉の前にあるベンチにどかっと腰を下ろす。泉にはカールツァイス・マウザーの柱像が建てられていた。

　交流戦の前日ともなれば初等部の授業は休みになるし、執行部から余程の仕事を頼まれていない限りは高等部の連中も自由行動ができる。そのせいなのか、広場はいつもよりも賑にぎわっているように思えた。

　多くの店が出店し、シグもその中の一つでソーセージを挟んだだけの簡素なパンを購入した。ぼんやりと空を見上げて噛かじりつく。

　いつもの空。遥はるか遠くに、この〈竜の箱庭〉都市がある浮島よりも高い高度にある島や、小岩石群の影がちらほらと見える。いくつもの飛行船が腹を晒さらして優雅に飛び交っているのも見慣れた光景だった。

　その視界を遮さえぎるようにして、二人で操船できる小型の飛行船が上空を飛んでいた。飛行船からはビラが街にばら撒まかれており、紙吹雪が風に乗って上空を乱舞していた。

「手が早いことで」

　足元に舞い落ちてきたビラを拾い、シグは呆あきれたようにしてつぶやいた。それはリラ・フィオーレの一日だけのコンサートを告知するビラだった。どんな段取りをつければ、物事はこうも迅速に進むのだろうか。

　そういえば――リラに歌ってもらう曲を考えておかないといけないのだった。

　シグはそう熱烈なファンではなかったが、〈黒い歌姫〉のことはもちろん人並みには知っている。あんなじゃじゃ馬だと知る前は、少しは憧あこがれていたものだ。

　と、急に視界が真っ暗になった。背後から声が聞こえる。

「だーれだ？」

「誰だれもなにも――」

　それはまさに件くだんの歌姫の弾むような声だった。

「――お前を知らない奴やつなんているのかよ、リラ」

「ちょっと、なに普通に答えてんのよ。つまんない奴ね」

　視界を遮さえぎっていた手を放してくれたので、シグはベンチの背後に上半身を向けた。案の定、そこにはリラが腰に両手を当てて仁に王おう立だちしていた。黒を貴重にした格好で、相変わらずの短いスカート。膝ひざまであるブーツがすらりとした長い脚にしっくりきていた。

　今まさに、ビラを撒まかれている張本人。だが、街ゆく人々は気づいてはいないらしかった。時折、ちらちらと見てくるが、それも『すげー可愛かわいい子』くらいの視線だ。

（ま、ステージとは完全に別物だよなあ）

「なんか失礼なこと考えてるでしょ」

「……お前といいルノアといい、妙な超能力でもあるのか」

　お互いにジト目になって言い合い、

「まあいいわ。あんたを捜してたの。ルノアと一緒に戻ってくると思ってたのに」

　リラが笑いを噛かみ殺して指差してくる。

「黒ずくめの学生って聞いたらすぐ見つかったけど」

「大きなお世話だ」

　黒ずくめの格好は、カールツァイス・マウザーがそうだったために、魔術士の一種のステータスシンボルになっている。もっとも、学生でそんな分不相応な格好をする者はまずいない。だが、シグは普段は黒ずくめなのだ。マウザーに倣ならっているというわけではなく、父親に倣っている。どちらにせよ、分不相応であることには変わりないが。

「俺おれを捜すって……なんでまた？」

　リラはベンチの背もたれを見事な跳躍で飛び越えた。短いスカートがひるがえり、ばっちりと黒い下着が見えてしまったりしたのだが、シグは見なかったことにした。

　そのまま華麗に着地した彼女は、正面に立ってこちらを見下ろしてきた。

「明日の衣装。一緒に選んでよ」

「いや、俺はそれどころじゃ――って、おい！」

　最後まで言葉を言うよりも速く、手を掴つかまれて強引に立たされた。そのまま引きずられるようにして足を進める。ずんずんと進みながら、リラは言った。

「なんでって、あんたはあたしのマネージャーなんだから。当たり前でしょ」
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　はっきり言ってしまえば、リラ・フィオーレに似合わない服なんてないのだ。一七〇センチより少し高い身長に、小さな顔、すらりとした体型。ほっそりした手足はびっくりするほど整ったバランスだ。どんな冴さえない取り合わせでも、彼女が着ればそれなりに映えて見えることだろう。

　シグは落ち着かない気分で嘆たん息そくした。

〈竜の箱庭〉都市の八本の目抜き通りを環状に結ぶ路面電車に揺られて、リラに連れてこられたのは新市街にある高級ブランド店だった。明るい白を基調にしたさり気ない高級感漂う店内の雰囲気が落ち着かない。一言で言えば、シグは場違いだった。

　リラが大量の服を手に意気揚々と消えていった試着室を見やる。どうだとばかりに自信満々にカーテンを開けて登場するのだろう。と、

「し、シグ……」

　思いもよらないか細い声に名前を呼ばれた。リラであることは間違いないが、その声は震えていた。恐怖と怒りが混じったような、掠かすれた声だった。

「どうしよう」

「なにが」

　シグは意味が分からずに聞き返した。

「入らない」

「だからなにが」

　するとリラはぴたりと言葉をとめた。一呼吸置いてから、カーテンが派手に開け放たれる。そこには漆黒のドレスに身を包むリラが立っていた。大きく肩を露出して、丈もギリギリの、セクシーでカッコイイ感じの衣装だった。〈黒い歌姫〉の名に恥じない、堂に入った似合いっぷりだ。

　だが、なぜだか彼女は握った拳こぶしを戦慄わななかせていた。怒っているような、恥ずかしさを堪こらえているような、そんな複雑な表情でこちらを睨にらんでくる。

　リラは無言でシグの胸倉を掴つかみ上げた。

　そのまま無言で試着室に引きずりこまれ、シグは小さく悲鳴を上げた。

「なんだってんだ……！」

　戸惑いがちに抗議の声を上げるシグに、リラは胸倉を掴んだ手を震わせた。ほとんど泣きそうになりながら悲痛な声を上げる。

「ふ、太った……！」

「は？」

　シグは間の抜けた声を返した。

「だから！　太ったの！　ウエストが、前のサイズだと入んないの！　なんとなく、なんとなくそんな気はしてたけど、普段着はちょっとゆとりのあるサイズだから！　って、なにを言わせんのよ！」

「お……落ち着け」

　がくがくと前後に揺すられて、今度はシグが悲痛な声を上げた。

「殺す気か！」

　どうにかリラの手を振り解き、ぜえぜえと肩で息をする。

「そりゃあ一ヶ月もごろごろしてりゃあ太るだろうが。常識的に考えて」

「……いやなことをさらっと言うわね、あんた」

「いやなことじゃねえ。事実だ」

　シグは軽く咳せき込みながら改めてリラを見やった。そうは言っても、まったく太ったようには見えない。これで太ったなんて言ったなら、世間一般の女子が卒倒するのではないだろうか。

「なにじろじろ見てんのよ！」

「別に気にするほどじゃないだろうと思って」

「あんたねえ……これのどこが気にするほどじゃないっていうのよ」

　リラは後ろを向いた。大きく露出した背中が目に飛び込んでくる。よく見てみれば、確かに背中のボタンが全部とまっていない。どうも一番上のボタンがとまりきらないらしい。

「これ！　ここの肉が」

　リラは絶望的な表情で自分の腰の肉を摘つまんだ。言われてみれば程度に、ちょっぴりだけ贅ぜい肉にくがついている。

　シグは大きく嘆たん息そくした。

「ってか、お前今までどれだけ細いんだよ」

　なんとなくバカらしくなってきた。リラがこの世の終わりみたいな顔をしているほどシグは気にならなかったし、大多数の男がそう思っていると彼は勝手に信じていたが、細すぎるよりは健康的な色気がある方がいいのだ。

　なので、シグは一般論のつもりで言ってやった。

「俺おれは全然気にならないし、むしろ細すぎるよりは好みだから安心しろ。服は似合ってるから、サイズを上げてもらえ」



    

  
    
      



    

  
    
      「な……！」

　後ろを向いたままだったリラは、鏡に映る顔をなぜだか赤くした。

「なに言ってんのよ、いきなり。バッカじゃないの」

　わざとらしく咳せき払ばらいして、彼女はこちらに振り返る。

「まあ、でも、よくよく考えれば、今までが素晴らしすぎただけであって、今でも十分よね。むしろ一ヶ月もなにもしないでこの体型を保ってることを褒ほめるべきじゃない？」

「へいへい。そーだな」

　シグは投げやりに答えて引きずり込まれた試着室から出ると、カーテンを閉めた。そのまま近くの椅い子すに腰かける。

　リラがカーテンの隙すき間まから店員を呼んで、試着室に持って入った服のサイズを全部変更させている。というか全部買うつもりなのか。笑顔の下に疑わしさを隠しきれない店員に向けて、なんと一万マルス紙幣の札束を叩たたきつけている。なんて横暴な奴やつだ。

　シグは時計をちらりと見た。まだ昼にはなっていない。この店で衣装を揃そろえてくれればルノアとの約束には間に合いそうだ。

　そんなことを考えてしばらくぼんやりしていると、

「シグ、あんたが持ちなさい」

　いつの間にか会計を済ませた大量の荷物を問答無用で渡される。

「お前なあ……」

「さあ、次にいくわよ」

「次……？」

「そうよ。服だけじゃなくて、色々と揃えないといけないじゃない」

「まて、俺おれは別の約束が――」

「ごちゃごちゃ言わないでくるのよ！」

　シグは荷物を抱えている腕を強引に掴つかまれた。リラの表情は活いき活いきしていて――シグはいつもツンと澄ましている生意気な猫が気まぐれに懐いたような妙な気分になった。
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　約束の時間になってもシグはやってこなかった。

「まったくあの男は……！」

　ルノアはイライラとしながら、時計塔の仕掛け時計が一二時を告げるのを聞いた。節目の時間になると、〈竜の箱庭〉の創設に関かかわったというマウザーをはじめとした八人の魔術士を模した機械仕掛けの人形が音楽を奏でてくれるのである。〈竜の箱庭〉都市のちょっとした名物ではあったが、ルノアにしてみればどうでもいいことだった。

「約束を守ることは人としての最低限の礼儀だぞ。本当に性根を叩き直してやらないといけないようだな」

　彼女はぶつぶつと独りごちた。

　仕掛け時計の楽曲が終わる。広場を訪れた観光客がはしゃいでいた。

　ルノアは小さく嘆たん息そくした。仕方ないのでもう少しだけまってやろうかな、と思う。そもそもシグがこないことには支払いもできない。

（そういえば――朝の様子は少しおかしかったかもしれないな）

　腕を組み、彼女はぼんやりとそんなことを思った。

　シグは今まで毎朝、さぼることもなく、ルノアにやられ続けている。決して腕が悪いわけではないのだが、単純な撃剣の勝負では彼女の方が一枚も二枚も上手だった。

　それでもシグは弱音を吐くことも、手を抜いている様子もなかった。だというのに、今朝は本当にどうしてしまったのだろう。

（ひょっとしたら、なにかあったのかも）

　今さらながらにルノアはそんなことを思った。

　なんだかんだで交流戦とやらで戦う相手のことが気になっていたのかもしれない。噂うわさではかなりの使い手らしい。とはいえなにか助言してやろうにも、相手の魔術が分からなければどうしようもない。魔術士同士の戦闘で最も重要なのは相性だ。

　魔術士は世界を形作っている複雑精せい緻ちな設計図たる〈タペストリー〉を幻視できるが、それは極一部にすぎない。その極一部を編み変えることによって、自分が思い描く世界を現実のものとしている。幻視できる〈タペストリー〉の範囲は個人によって異なるため、同じ魔術を使う者はまずいない。

　編み変えられた〈タペストリー〉は元に戻ろうとする。編み変えに失敗すると〈矛盾の蛇〉と呼ばれるその現象に魔術士本人が呑のみ込まれてしまう危険性があるため、誰だれもが一つの魔術を徹底的に極めようとする。いかに速く、正確に、〈タペストリー〉を幻視して編み変えられるかに注力する。

　それだけに魔術は強力な反面、応用性があまりない。故に魔術士同士の戦闘は、魔術の相性が鍵かぎを握る。相性をひっくり返すには、魔術とは別の要素が重要になってくる。魔術士が剣術や体術、あるいは銃を使うのはそのためだ。

（むう……単に体調が悪かったとか、そういうことだってあるかもしれないし……少し言いすぎたかもしれん）

　シグのことをつい一方的に責めてしまった。ちゃんとした理由があったのなら、謝った方がいいかもしれない。

「不本意だが」

　ルノアは誰に言うともなしに言った。いや、だからといって約束を破っていいわけはないのだ。朝のことはこれでチャラにしよう。

「ふむ……」

　そう思うとなんとなくすっきりした。

　やってこない男をいつまでもまっていても仕方がないので、ルノアは一人で剣を買いにいくことにした。お代はシグのつけだ。

（なんだったか……そう、魔術士養成学校〈竜の箱庭〉高等部第二学年、ルクセンブルク教室の、シグ・ヘンケルスだ）

　ルノアはつけにするときに言うべき肩書きを何度か胸中で繰り返した。

　目当ての刀剣店は、ルクセンブルク通りから一本横に入った通りにあった。昔ながらの銅製の看板を軒のき下したに吊つるした、なかなかに雰囲気のある店である。

　実は前々から、この店のガラス窓の向こう側に飾られている剣に目をつけていたのだ。

　ワイバーン騎兵は飛行機乗りに、騎士の剣と槍やりは銃と弾丸に。今や刀剣と言えば職人が鍛か冶じ場ばで一本一本鍛きたえたものではなく、工業製品として大量生産されたものが出回っている。そんな時代だ。業わざ物ものにはなかなか巡り合えない。

「邪魔するぞ」

　ルノアは悠然と店の中に足を踏み入れた。

　店内は所狭しと様々な刀剣類が並べられている。刀剣類型という分類ごとに全すべてが揃そろっているようで、どこか張り詰めたような空気が漂っていた。

　きょろきょろと店内を見渡すと、奥に男が座っていた。この店の雰囲気には似つかわしくない若い男で、客商売だというのに愛想のかけらもない。

「あそこに飾ってあるものを見たいのだが」

　ただ、愛想のなさはルノアも同じようなものだった。

「こんな店に客とは珍しいね」

　男はのろのろと立ち上がると、例の一振りを持ってきた。ぞんざいにこちらに渡してくる。恐らくは誰だれかの代わりに店番でもさせられているのだろう。

「君、可愛かわいいね。〈竜の箱庭〉の学生？」

「いや。違うが」

　男の視線を無視して、ルノアは抜刀した。

　音もなく、滑るように鞘さや走ばしる。身震いするほどに美しい刃紋を持った鈍にび色いろの刀身が露あらわになった。冷え冷えとした光を放つ、わずかに反りが入った片刃の剣。

　ルノアは白刃に自らの顔を映し込み、すっと目を細めた。

　華美な装飾など一切なく、どちらかといえば無骨な作りだったが、まさに人を斬きるためだけに鍛え上げられた芸術品だった。

　自分の直感に間違いはなかった、とルノアは思った。シグの魔術は剣術と組み合わせて効果があるタイプのものだ。だからこそいいものを使うべきなのだ。

　どうだと胸を張ってシグにこいつを見せてやろうと思っていたのだ。だというのに、約束をすっぽかすとは……そんなことを思ってルノアはむっつりと言った。

「銘は？」

「さあ。俺おれはただの代理だからね」

「そうか。さぞ名のある刀匠の作なのだろうな」

　ルノアはまだ魅入られたように刀身を眺めていた。

「そんなことより君、これから暇じゃない？」

「暇ではない」

「まあまあ、そんなつれないこと言わずにさ」

「うるさい」

　馴なれ馴なれしい男に射い殺ころすような視線を向ける。男が短い悲鳴を上げて後ずさった。

　ルノアは小さく鼻を鳴らすと、美しい動作で鞘さやに剣を納めた。鳥肌が立つほどに滑なめらかに刃やいばが納まり、鍔つばが鯉こい口ぐちに触れる澄んだ金属音だけが耳に届く。

「シグに使わせてやるのがもったいような気がしてきた」

　悩ましげにうめくと、自分用にもう一振り探し始める。

　店番の男はもうなにも言ってこなかった。

　ルノアは店内を色々と物色した。手にしている長剣をちらりと見やる。最初にこれを見たのは失敗だったかもしれない。こいつと比べれば、どれも平凡に思えてくる。

　うんうんと唸うなりながら不意に外を見やると――見知った顔が歩いていた。よく分からない荷物を両手いっぱいに持っている。黒ずくめで、目つきが悪い、中背中肉の――

「シグ！」

　彼女は思わず叫んだ。店を飛び出す。

「ああ!?　おい！　泥棒――っ！」

「うるさい！　ええっと、あれだ――〈竜の箱庭〉の、ルクセンブルク教室の、シグ・ヘンケルスに請求しろ！　わたしは急いでいるのだ！」

　店番の男を指差して一方的に宣言すると、ルノアは黒ずくめの背中に声をかけた。

「わたしとの約束を破って、なにをしているのだ」

　自分でも驚くほどに不機嫌な声だった。

　シグはその声にびくりと肩を震わせて足をとめた。恐る恐る振り返る。

「ルノア……！」

「ルノア、ではない。なにをしているのかと聞いているのだ」

　シグはなぜだか浮気現場を押さえられたような気持ちになった。実際にはそんな経験はないが、恐らくはこういうひどく後ろめたい気持ちが胸中を支配するのだろう。

　ルノアは目を吊つり上げて、明らかに怒っていた。

　とりあえず冷静に理由を話してみよう、と彼は思った。リラに捕まってしまい、どうしようもなくなってしまったのだと。目当ての装飾品の店を探しにいっているリラが帰ってくる前に。二人が顔を合わせると、なにかよくないことが起きる気がする。

　シグは意味が分からない冷たい汗を背中に感じながら、

「わ、忘れたわけじゃない。これには色々と、わけがある。まずはそれを聞いてもらいたいんだが……」

「ほう」

　ルノアは怜れい悧りな視線だった。なんだったら、手にしている剣で斬きり殺されるのではないかと思えるほどに。

「一応話してみろ。聞くだけ聞いてやるぞ」

　そのとき、シグの背後から聞こえてはいけない声が聞こえてきた。

「シグ、お店見つけた。発見した……って」

　ルノアとリラの目が合った。

　真ん中に挟まれるような格好になったシグは、なぜだか絶望的な気持ちになった。冷たい汗が背中どころか全身から噴き出ているような感覚に襲われる。

「こんなところでなにしてるの？」

　きょとんとした表情で、リラが言った。

「そっちこそ、なにをしているのだ。シグはわたしと約束があったんだぞ」

「あー……そうなんだ」

　リラはバツが悪そうに、ちらりとシグに視線をやる。

「あたしが色々と引っ張り回しちゃったから」

「いや、リラに怒っているわけではない」

　ルノアは軽く首を振った。むっつりとシグを見み据すえ、一気にまくし立てる。

「リラに誘われたからといって、お前がちゃんと先約があることを言えばよかったのだ。このバカ！　約束を守らないのは畜生にも劣る蛮行と思え。恥を知れ、バカ！」

　まくし立ててから、彼女はどうしてこんなにイライラしているのかが分からず自分でも驚いた。

「ちょっと！　だからシグは悪くないってば」

「いいや。そもそもこの男はやはり性根がなっていないのだ」

　ルノアにびしりと指を突きつけられたシグは、荷物を足元に降ろして降参だとばかりに両手を上げた。

「分かってる。悪かったって。なんであれ約束すっぽかしたのはその通りなんだし」

「別にシグが謝る必要ないわよ」

　リラはシグを追い越してルノアの元に歩いていった。両手を腰に当てて、ルノアを睨にらむ。彼女の方が頭一つ分は背が高いので、見下ろすようになった。

「あんたねえ、怒るんならあたしに怒ればいいでしょ！　あたしが原因なんだから。大体、シグはあんたのものじゃないんだからね。シグがあんたの約束よりもあたしを選んだからって、そんなに怒ることないじゃない」

「わたしは別に、そういうことではなく……人としての礼節の問題を言っているだけだ」

「全然、そう聞こえない。自分を優先してくれなくて悔しいって感じよ？」

「そんなことはない！」

　大声での言い合いに、野次馬が集まり始めていた。

　ルノアは自分でもわけが分からなくなった。どうして自分がこんなに怒っているのか、本当のところはよく分からないのだ。ただ、なぜだか無性に腹が立った。

「わたしは、別に――」

　彼女は右手に持っていた剣の鞘さやを強く握った。シグのことを少しは認めてやってもいいかと思って、それで――

「もう知らん！」

　シグに向かって長剣を投げつけ、ルノアは踵きびすを返して走り出した。

「おい、ルノア！」

　反射的に投げつけられた剣を受けとめたシグの声を無視して、彼女はわけも分からずに走った。とにかくあの場にはいたくなかった。頭の中が混乱して、本当にぐるぐる回っていた。自分は一体、どうしてしまったんだろう？
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　とにかく走って、息が続かなくなって、ルノアはようやく立ちどまった。膝ひざに両手をついて、肩で息をする。荒い呼吸を整えるようにして、大きく息を吐く。

「ここは……」

　どこかの通りの、中央広場のようだった。露天で賑にぎわい、外に並べられたテーブルと椅い子すには午後の一ひと時ときを満まん喫きつしている人々の姿がある。表示板を探す。ルクセンブルク通りの一本向こう、マウザー通りだ。

「ルノアじゃないか」

　いきなり名前を呼ばれて彼女はどきりとした。声のした方を見やると、ルッツが外に出されたカフェのテーブルでコーヒーを片手にくつろいでいた。手元には読みかけの文庫本が置いてある。

　ルノアはようやっと息を整えると、彼に近づいていった。

「一人かい？」

「うむ。まあ、一人だ。そっちこそなにをしているのだ」

「僕は交流戦実行委員会の一員でね、こういうことをやってる」

　そう言って手元にあるビラを渡してくる。

「……『〈竜の箱庭〉美少女コンテストのお知らせ』？」

　ルノアは怪け訝げんな表情で、そこにでかでかと書かれている文字を読み上げた。

「めぼしい女の子に声をかけてこのビラを渡してる。平たく言えば勧誘かな」

「完全にさぼっているように見えるが」

「はっはっ、だからこれはご内密に」

　ルッツは中性的な顔に微笑を浮かべると、右手の人差し指を立てて自分の口に当てた。

「せっかくだ。なにかおごるよ」

　ルノアは勧められるままに椅子に座った。実際、思い切り走ったせいもあって喉のどをなにかで潤したかった。給仕係にオレンジジュースを注文すると、それはすぐにやってきた。

　ストローに口をつけて心ここ地ちいい甘さを味わっていると、

「どう、シグとはうまくやってる？」

　何気なく聞かれたそんな言葉に、ルノアはオレンジジュースを噴き出しそうになった。

　無難な話題のつもりだったのだろうが、そうではないと悟ったルッツはバツが悪そうな苦笑をもらした。

「これはやぶ蛇だったかな」

「いや、いいのだ。気にするな」

　ルノアはそう言って再びオレンジジュースを啜すすった。しばらく黙っていた彼女は、オレンジジュースがなくなってストローから口を離した。

「……まあその、それなりにうまくいっていると思っていたのだが」

　不満なところはあるにせよ、彼が努力していることは分かっていたし、ことそれに関する根性は本物だとルノアは思っていた。

「ってことは、今はうまくいってないってことかな。なにかあったとか？」

「それは……」

　ルノアは口ごもった。今の今なので、話すのは気が引けた。そもそも話すといっても、自分でもなにを話せばいいのかよく分からないのだ。

　別に深く詮せん索さくする気もないのか、ルッツはそれ以上なにも言ってはこなかった。黙ってコーヒーを啜り、斜め向かいの客にさり気なく視線を送っている。

「別にあいつがどうこうというわけではなく――」

　ルノアはもごもごとつぶやいたあと、数瞬だけ口を閉ざし、

「分からないのだ。わたしは、わたしが分からない」

　そんなことを言った。言葉にしてみればなにか変わるかと思ったが、別段なにが変わるわけでもなかった。ますますもって自分自身に困惑する。

「なるほど――」

　ルッツはソーサーに静かにカップを置いた。

「――なんとも哲学的な悩みだ」

「悩みというか、それも少し違うような気もするのだが」

　ルノアはガラスのコップに残った氷をストローでくるくると回した。観念したように小さく嘆たん息そくする。一人で思い悩んでいたところでなにも進まないような気がしたのだ。

「ついさっき――」

　彼女は躊躇ためらいがちに、ほんの少し前のできごとを話した。シグが約束をすっぽかしたこと。そのシグに自分は必要以上に感情的になって怒ってしまったこと。どうしてこんなにイライラするのか分からないこと。

　それを聞いていたルッツは、宝石のような碧へき眼がんを丸くして苦笑じみた笑いを噛かみ殺した。

「なにがおかしいのだ」

「あー……いやいや。その答えは実に簡単だよ」

　まるで生徒に諭さとす教師のように、彼は続けた。

「君は――シグが君との約束を最優先にしてくれなかったことに腹が立っているだけさ」

「違う。そんなことはない」

　ルノアは憮ぶ然ぜんとした表情になった。同じようなことをリラにも言われたが、断じてそんなことはない。別にシグがなにをしようと関係ない。どうしてそんなことでいちいち怒らないといけないのだ。

　彼女の胸中を見透かしたように、ルッツはくすりと笑った。

「まあ、舞踏会を踊るパートナーだしね。君にも独占欲みたいなものがあったんだなあ」

「ばっ！　バカなことを言うな……！　わたしはあんな奴やつ、パートナーとして認めたわけではない」

　そうは言いながらも、ぎくりとした自分にルノアは驚いた。確かにまったく理想には程遠いものの、少しは認めてやってもいいかな、と思っていることは事実だ。

　彼女がむっつり押し黙っていると、ルッツはなんの気なしに言葉を続けてきた。

「それに、君ってシグのことが気になってるだろう」

　あまりにも予想だにしないことだったので、ルノアは驚きよう愕がくの表情を浮かべて固まった。

「まあ好きってほどでもないかもしれないけど。ちょっとはいいなって思ってるくらいかな。なんにせよ、そういう相手が約束すっぽかして別の女の子といれば腹も立つよ」

「……!?」

　ルノアは口をぱくぱくとさせた。

　わたしが、シグのことを？　バカバカしい。そんなわけ――

「そんなわけあるか！」

　叫ぶ。あまりにも強い口調だったので、周りの目が一斉にこちらを向いた。ルノアは射い殺ころすような眼光でそれらの視線を追い払い、憮然と腕を組んだ。

「あんな、服の趣味は悪いし、礼節は知らないし、三白眼で顔は好みではないし……とにかく！　わたしはあいつのことをそんな風に思ったことなど一度もない」

　まさか、周囲からはそんな風に見られていたのだろうか？　ルノアは耳の先まで血が上ったような感覚に襲われた。顔が熱くなった。

「不本意だ！」

　ルノアは動揺を打ち消すようにして強い口調で言った。

「大体、あの男はわたしの理想とはかけ離れているし」

「だからってシグが嫌いなわけじゃないだろう？」

「……それはそうかもしれないが、だからといってそれは男女のあれこれというわけではなくてだな――」

　やはり話すのではなかった。余計にわけが分からなくなった。自分がシグのことをそんな風に思っているなどあり得ない。だが、言葉にされてしまうと自分自身でも気づいていないだけで、本当はそうなのではないかと――

　ルノアはぶんぶんと頭を振った。

「わたしはあいつをそんな風には見ていないし、向こうだってそうだ。きっと」

「本当に？　なんなら試してみる？」

「なにをだ」

「シグが君のことを女の子として意識してないのかどうか」

　ルッツはにんまりと笑って、ルノアの眼前にひらひらとビラをかざした。『〈竜の箱庭〉美少女コンテストのお知らせ』。

「普段とはちょっと違う君でね」

　爽さわやかな笑みを浮かべると、ルッツは斜め向かいの客に合わせるようにして立ち上がった。ビラをルノアに押しつけると、文庫本を懐にしまい、伝票の上に料金を静かに置く。

「エントリーは随時受付中だよ」

　彼はそれだけを言い残して歩き出した。

　ルノアは渡されたビラをむっつりと見つめた。
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　シャルロッテは今日一日、部屋にこもったままだった。ベッドに寝転んでぼーっとしたり、ごろごろと転がってみたりしながら、ひたすら悶もん々もんとしていた。枕まくらに顔を埋めると、何度目になるのか自分でも分からない一言をつぶやく。

「シーくんのバカ……」

　教室でのことを思い出す。顔が熱くなるのが分かった。胸がドキドキする。きっかけは偶然とはいえ、自分では勇気を総動員して迫ってみたつもりだった。今までの関係ではいられなくなってしまうかもしれないのに。

（でも、いやがられてはなかったです）

　そうなのだ。拒絶はされなかった。あのままレニがこなければ、きっと最後までいっていたに違いない。最後までといっても、その、別に男女のあれこれというわけではなくて。でもまあ、そうなったらそうなったで――

「き、教室で初体験……すご」

　自分の言葉に彼女は枕を抱きしめて悶もだえた。ベッドをごろごろと転がる。もうひと押しだったはずだ。シグを落とすには、あれくらい強引に迫ってもいいのかも。

　家族のような関係でいたいと思うシグの気持ちも分からないではなかった。シャルロッテもちょっと前までは、二人とももう少し大人おとなになったなら自然と本当の家族になっちゃったりするのかも、などと思っていた。流れに身を任せていればいいのかも、と思っていた。なんだかんだで、シグに気にかけてもらえているというだけでちょっと幸せだった。

　でも、もうそれではダメなのだ。

　なし崩し的に、自分以外の女の子がシグの視界に入ってきてしまった。もうシャルロッテだけを気にかけてくれるわけではなくなってしまった。

　このままではシグを取られてしまうかもしれない、という危機感と焦燥感が彼女の頭の中をぐるぐると回っていた。

（わたしが一番シーくんのこと分かってあげられます）

　シグに相応ふさわしいのは、今までずっと身近にいて、彼のことを見続けてきた自分なのだ。

　少し斜はすに構えた皮肉げな表情も、優柔不断なところも、なんだかんだでお人ひと好よしなところも、すぐに文句を言うけどがんばり屋さんで努力家なところも、全部好きだった。

　ずっとずっと昔から、大好きだった。

　シャルロッテは小さなため息とともにむくりと起き上がった。近くの化粧台の鏡に自分の姿が映っている。少し地味めの、生き真面目まじめで優等生然とした女の子。抜群に美人で可愛かわいいというわけでもなく、かといって凄すごいブスというわけでもない。

「……普通」

　自分の頬ほおに手を当てて、シャルロッテは半眼になってうめいた。

　ルノアはおとぎ話に出てくる戦いくさ乙おと女めみたいに凛りんとして幻想的な美人だし、リラは気高く澄ました血統書つきの猫みたいにしなやかで美しい。

　それでも、負けるわけにはいかなかった。ミスコンに出てくる他ほかの女になど、なおのこと負けられない。

「優勝して、わたしはシーくんと温泉旅行にいきます」

　そこで二人の仲を進展させるのだ！

　シャルロッテは強い光を眼鏡めがねの奥の瞳ひとみに宿し、胸の前で拳こぶしを握った。明日は交流戦一日目。ミスコンは明後日の午後からだ。
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　夜になってもルノアは戻ってこなかった。

「あのバカ……」

　あのあとすぐに彼女を追いかけたのだが、結局見失ってしまった。当てもないし、日が暮れれば帰ってくるだろうとシグは思っていたが、甘かった。

　部屋に戻りづらくて近くでまごまごしているのではないかと思い、周りを捜してみたが彼女の姿は見つからなかった。シグを圧倒する撃剣の腕前の持ち主だから、身の安全を心配する必要はないだろう。だが、だからといって放ほうっておくほど、シグは神経が図太いわけでもなかった。

　リープクネヒト通りの街灯に背中を預け、苦々しい表情を浮かべる。

（いや、バカは俺おれか）

　シグは胸中でつぶやき自じ嘲ちようした。

　腰のベルトにはルノアが投げてよこしてきた長剣が差し込まれていた。そっと手を添えて鯉こい口ぐちを切った。半分くらいまで抜刀すると、ガス灯の光に照らされて、純色の刀身が艶なまめかしくも冷たく光った。

　シグはそれほど目利きができるわけではないが、それでもこれが自分にはもったいないくらいの業わざ物ものだということは理解できる。きっと前々から目をつけていたのだろう。

「俺おれのためにかよ」

　そう思うと、単純に嬉うれしかった。ルノアに少しでも認められたいと思って、休むことなく稽けい古こを受けて努力してきたのだ。それが少しは実を結んだということかもしれない。

　だが、今やそれは崩れ去ってしまった。

　シグは静かに納刀すると、頭をがりがりとやった。

　台無しだ。全すべてが。それもこれも、悪いのは自分だ。リラにちゃんと理由を言って、ルノアとの約束を守っておけばよかっただけなのだ。それを流されるままにしているから、あんなことになった。ルノアが怒るのも無理はない。

　彼女を見つけたら、なにを言えばいいのだろうか。ルノアの理想とやらの、教養高く、礼節を弁わきまえている、勇ゆう猛もう果か敢かんな騎士様ならどうするだろうか。

　シグはそんなことを思って、街灯に預けていた背中を離した。再び歩き出す。石畳に足音だけが響いた。月と等間隔に並ぶガス灯の灯あかりだけが、そんな彼を見つめていた。

　ルノアは結局、朝になっても戻ってこなかった。



    

  
    
      
第四章



　城壁に囲まれて普段は厳いかめしい威圧感を与えてくる〈竜の箱庭〉も、一般に開放される交流戦の日は少しばかり様子が変わる。放送部が流す流は行やりの歌が高らかに鳴り響き、入場歓迎ゲートが次々と人を呑のみ込んでいく。

「ちょっと、なによこれは」

　何度か肩をぶつけられ、丸いレンズの色いろ眼鏡めがねをかけているリラが人ごみにげんなりとした声をもらした。眉み間けんに皺しわを寄せて、凶暴な表情になりつつある。

　そんな様子の彼女に、シグは念を押すようにして言った。

「あんまり怖い顔するなって。蹴けりをお見舞いしたりとかは勘弁してくれよ」

「バッカじゃないの。そんな非常識なことするわけないでしょ」

「よくもまあ毎日のように蹴りを入れている相手の前でそんなことが言えるよな」

「…………」

　リラはまったく表情は変えないまま不意に目をそらし、

「それにしても、もうちょっとＶＩＰ待遇にしなさいよ。なんで普通に並んで入らなきゃなんないわけ？　あたしを誰だれだと思ってんのよ」

「魔術士が一人、会場までお送りすることになっております」

「それってあんたのことじゃない」

　色いろ眼鏡めがねの向こうから半眼になってリラが睨にらんでくる。

「人手不足なんだよ。ほら、はぐれるなよ」

　なんの気なしにシグが手を差し出すと、リラは一瞬だけ戸惑ったような表情を見せた。

「なんだよ……？」

「あ、あんたねえ。なにどさくさに紛れて手をつなごうとしてんのよ。まあ、どうしてもっていうのならつないでやらないこともないわよ」

「分かった分かった」

　時間もなかったので、シグは強引に彼女の手を取った。

「あ、ちょっと！　もっとありがたがりなさいよ」

「じゃじゃ馬な暴力娘と手をつないで、なにをありがたがるんだよ」

「なによ！」

　背中を小突いてくる彼女に、シグは『ほら見ろ』だのとうめきながらゲートをくぐった。

　混こん沌とんと熱狂の喧けん騒そうに襲撃される。

「演劇部による愛と感動の一大スペクタクル巨編『砂漠の要よう塞さい攻防戦』は体育館にて上演いたしまーす！　第一回上演開始時間まで間もなくでーす！　お急ぎくださーい！」

「映像研究会による自主制作映画『奥様はリンドブルム』は第一視聴覚室にて上映いたしまーす！　飲食つきチケットも大好評発売中でーす！　上映時間は一一時、一四時――」

『生徒会治安維持現本より緊急放送。至急、至急。学食占拠事件に関して関係各位は非常事態教本に従って行動されたし。繰り返す。生徒会治安維持現本より緊急放送――』

「ブックメーカー研究会による交流戦の最新賭かけ率はこちらになっておりまーす！　我らが〈竜の箱庭〉のシグ・ヘンケルスが勝利すると、なんと一〇〇〇倍以上！」

『生徒会治安維持現本より関係各位。なおこれより学食奪還のための本作戦を〈熱い昼食〉作戦と呼称する。繰り返す。これより本作戦を〈熱い昼食〉作戦と呼称する。以上』

「黒魔術研究会による悪魔召喚実験に参加してくれる方募集でーす！　なお本当に召喚できた場合の責任は負いかねますのでご了承くださーい！」

「漫画研究会と文芸部の合同同人誌は初等部一年五組のブースにて販売中！　今年は百ゆ合り特集！　どっぷり浸つかってるあなたも興味ないあなたもどうぞお読みくださーい！」

「女子水泳部は喫茶店『水の女神』を気合入れて営業中でーっす！　ラッキータイムには全員水着姿で接客いたしまーす！　お触りはＮＧ、眺めるだけならオッケーでーす」

　客引きの嵐であった。わけが分からぬうちに次々と案内のチラシが渡され、気がつけば電話帳くらいになっている。記憶が定かでないが前売り券まで何枚か買ってしまっていた。

　恐ろしき商魂の洗礼を浴びながら、シグはリラの手を握ったままどうにか人ごみを抜け出した。

「ったく、なんなのよ、もう」

　乱れた黒髪を整えながら、リラがうめく。

　学校の姿は変わり果てていた。コの字型に配置された校舎からは無数の垂れ幕が下ろされ、無数のアドバルーンがつながれ、窓という窓からチラシと紙吹雪と色とりどりの紙テープが撒まかれていた。

　運動場にはぎゅうぎゅうと模擬店が並び、中央には巨大な櫓やぐらが組まれている。さらにはＴ字型のステージが、驚くべきことに昼夜を問わない突貫作業によって完成していた。鉄骨による枠組足場を用いた本格的なもので、屋根までしっかりと備えつけられている。さらにはリラのコンサートに合わせた大小の照明と音響設備。

　客席はまだ開放されていないらしく、そこだけがぽっかりと巨大な空白地帯になっていた。シグはステージに近づき、立派な出来栄えに口をぽかんと開けた。

（おーおー、張り切りやがって）

　普段はひたすらに講義と訓練に明け暮れる〈竜の箱庭〉の学生たち。彼らの娯楽に対する情熱はかなりのものだった。

「ふーん。まあまあじゃない」

　リラは両手を腰に当ててうなずいた。

「偉そうにしてないでとりあえず控え室にいくぞ。こんなとこにいたら気づかれそうだ」

「ちょっと、またそうやって――」

　腕を強引に掴つかまれたリラは抗議の声を上げたが、そんなことには構わずにシグは彼女を引きずっていく。ステージの裏側に回り込み、実行委員と思わしき生徒に声をかけた。シグがリラ・フィオーレを連れてくることは連絡がいっていたようで、その生徒はかなり緊張した面持ちでリラを控え室に案内すると言った。

「じゃあな。楽しんでこいよ」

　シグが軽く手を振ってやると、リラはずいっと顔を近づけてきた。

「ちゃんと見にくんのよ。いいわね？」

「分かった分かった」

「一番前にいなさいよ」

「分かってるって」

「それから――」

　かけていた色いろ眼鏡めがねを額ひたいに押し上げ、リラは目を輝かせてこちらを見つめてきた。

「ちゃんと考えとくのよ。アンコールであんたになんの曲歌ってほしいか聞くから」

　にかっと笑い、額をつんと押してくる。

「なんだよ」

「ありがたく思いなさいよ。リラ・フィオーレが歌ってあげるんだからね」

　それだけを言うと、彼女はこちらの言葉をまたずに踵きびすを返した。

　いつもは眉み間けんに皺しわを寄せて目を吊つり上げている凶暴娘のくせに、たまにああいう顔をするから始末が悪い。〈黒い歌姫〉としての笑顔でもない、本当の笑顔。そのときのリラは、とても魅力的だった。

　それを見る度に、彼女の我がままにもつき合ってやろうかという気になってしまう。

（とんだお人ひと好よしだな、俺おれも）

　シグは胸中で独りごちた。

　交流戦は今日から二日間。長い二日間になりそうだった。



◆◇◆◇◆



　リラと別れたシグは、交流戦の出し物を楽しむ気分にもなれなかった。

　朝になっても帰ってこないルノアのことや、顔を合わせたときにどうすればいいのか分からないシャルロッテのこともあったが――

「いよいよ明日ってわけか」

　なによりもエリーゼ・ヴァレンシュタインとの試合がある。シグは苦々しい表情を浮かべ、強引に買わされたコーヒーを啜すすった。表情がますます苦いものに変わった。

「くそ。どいつもこいつも気楽に楽しみやがって」

　ゴミ箱に紙のコップを投げ捨てて、シグはやぶ睨にらみになって人ごみをかき分けた。未いまだに現実感がないことは確かだったが、それでも刻一刻とそのときは迫ってくる。

（この俺が交流戦の代表なんてな）

　シグは胸中で自じ嘲ちよう気味につぶやいた。レニの言葉を思い出す。ルガー・ヘンケルスは、開始から三六秒で相手を再起不能にした。子供の頃ころに憧あこがれた背中の、なんと遠いことか。

（さすがだよ、あんたは）

　その父親すら手に入れることのできなかったリンドブルムの叡えい智ち。自分は〈ヴァルハラ舞踏会〉を勝ち残って、それを手に入れようとしているのだ。その道の険しさは、推して知るべしといったところか。

（俺にあるのは剣術に、ザウエル先生仕込みの体術、それから魔術。手持ちの武器はちょっとばかり心細いけどな……今さらジタバタしたってどうにもならない。やれることをやるしかねえ）

「シーくん！」

　名前を呼ばれて、シグは足をとめた。人の流れから外れるようにして、シャルロッテが手招きしていた。いつもの白いワンピースの制服姿。シグは教室での光景が脳裏に蘇よみがえってきて、思わず視線をそらした。それでもなるたけ普段どおりを装い、軽く手を上げて応こたえてやる。そのまま人の流れに逆らうようにして、彼はシャルロッテへと歩み寄った。

「なにを怖い顔してるんですか」

「そうか？」

　確かめるように頬ほおに手を当てる。そんなシグに彼女は意を決したように続けた。

「一人なら、わたしと一緒に回りませんか。一人より二人の方が楽しめますよ。色々と気持ちよかったりしますし」

「なんの話だ……」

「出し物の話に決まってます。シーくんってば、なにを想像したんですか。いやらしい」

　くふくふと笑うシャルロッテの頭に、シグは条件反射のように手刀をお見舞いした。

「うぅ……絶妙に痛いです。癖になりそうです」

「なるな！」

　まったく、色々と悩んでいるというのに。普段となにも変わらない彼女の様子に、シグはむしろ少しだけ安心した。リラのステージまではまだ時間もあるし、シャルロッテと一緒に回るのもいいかもしれない。

　シグは小さく笑った。

「じゃあまあ、ちょっと見て回るか」

「はい」

　シャルロッテがはにかみ、続けておずおずと言ってくる。

「あの、シーくん。手を、つないでほしいです」

　袖そでをちょこんと掴つかまれた。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみには、期待と不安が入り混じったような色が浮かんでいた。

　雪な崩だれのような人の波が校内を埋め尽くしている中、シグは無言でシャルロッテの手を握った。思ったよりもほっそりとした指の感触。こうして手を握って引っ張っていってやるのなんていつ以来だろうか。

　まずは二人して屋台を荒らした。

　シャルロッテは、ばくばくとよく食べた。シグの経験上、こういう場合の彼女はどこかでストレスを感じている証拠なのだが、それを迂う闊かつに聞くこともできない。それにしても、摂取した熱量はどこで消費されているのだろうか。

　いくつかの屋台を荒らしたあとで校舎の中へと場所を転じる。

　窓という窓、壁という壁には宣伝のチラシがベタベタと貼はりつけられていた。講師の個室と職員室を除く全すべての教室は企画用のブースとして開放されており、飲食店や展示、あるいは物品販売といった類たぐいの企画がひしめくようにして入居している。

　休憩も兼ねて割とまともそうな喫茶店に入ってコーヒーを注文した。「大当たりー」と、いきなりがらんがらんと鐘が鳴って罰ゲームとしか思えないアホみたいに巨大なパフェが出てきたときにはどうしようかと思った。確実に容量は何リットルというレベルだった。こういうイベントごとは、どうしてこうサービス過剰と悪ノリの嵐になるのだろうか。

　二本のスプーンを武器に二人がかりで巨大パフェを征服する。と、いってもシグはすぐに音を上げた。シャルロッテは一人でもくもくと食べ続けた。

　もう食べ物は危険だということで、次は参加型の企画を荒らした。定番のお化け屋敷では、本気で怖がったシャルロッテが魔術で反撃に転じたために大惨事となった。周到に怖がる準備をしていたカップルの女の子に、シグは内心で平謝りした。

　それから『閉所戦闘体験』にも参加した。要は参加者チームと運営側チームが制圧する側とされる側になって屋内で戦闘を行うのだが、シャルロッテは高等部の先輩相手に最後の一人となっても奮闘し劇的な勝利を収めた。最後はほとんど実戦さながらとなり、校舎の一部がシャルロッテの魔術によって破壊された。

　シグは眉み間けんに深い皺しわを刻み、唸うなるようにして言った。

「お前なあ、ちっとは加減しろよ。色んな意味で」

「だって……シーくんにいいところを見せようと思ったのです……」

　シャルロッテは視線をそらして小さな声でつぶやいた。

　二人は交流戦の喧けん騒そうから離れて、高等部校舎の切きり妻づま屋根に続く階段の踊り場にいた。ここから先は屋根の上に出ることができないように閉鎖されている。

「確かにちょっと張り切りすぎたかもしれないです。怒ってます、か？」

「怒っちゃいないけどさ……ったく」

　シグは階段に腰を下ろした。さすがに疲れた。見上げるようにして眼前に佇たたずむシャルロッテに視線をやる。彼女は手を後ろに組んで、なにか言いたそうにそわそわしていた。

「シーくん……実はお願いがあるのです」

「お願い？」

「あの、ミスコンで水着審査があるんですけど」

「あー……そういやそうだな」

　シグはぼんやりと毎年恒例のミスコンの光景を思い出した。

「わたし、人前であまり肌とか見せたことないですし」

　シャルロッテの私服は、露出とは無縁のえらく質素で地味な格好なのだ。まだ学校の制服の方がいくらか見栄えがする。

「さすがにちょっと恥ずかしいのです」

「そりゃそうだろ」

　大体、子供の頃ころから人前にあまり出たがらない大人おとなしい性格は本質的には変わっていないはずだ。ミスコンなんてイベントは一番向いていない。

「なので、大勢の人に見られる前に、シーくんに見ておいてほしいのです。そうしたら少しは恥ずかしくなくなると思うので……」

　言っている意味が分からずに、シグは怪け訝げんな表情になった。

　シャルロッテは頬ほおをわずかに紅潮させて、こちらをじっと見ていた。一度だけ大きく息を吐き、なにかを決意するかのようにうなずく。

「では脱ぎます」

「なんでだ!?」

　思わず立ち上がったシグにはお構いなしに、彼女は制服のスカートをたくし上げた。息を呑のむ。水着だった。白い水着。どうやら制服の下にすでに着込んでいるらしい。

　シャルロッテはますます顔を赤くしながら早口にまくし立てた。

「大丈夫です。水着です。興奮しないでください……！」

「お前の方が興奮してるだろうが」

　シャルロッテががちがちに緊張しているのが分かって、シグは逆に冷静になった。

「とにかく、とりあえずスカートから手を離せ。いくら水着でもこの光景はまずいような気がする――」

「そうでした」

　彼女ははたと気づいたように手を離した。シグがほっとしたのも束の間、

「ベルトを外さないといけません」

「そうじゃない！」

　そんな言葉は聞こえていないようで、シャルロッテは腰のベルト――装飾が施された伸縮性の金かな槌づちが吊つるしてある――を外して、キャスケットと一緒に踊り場に投げ捨てた。

　ワンピースになっている制服を一気に上に持ち上げる。頭が制服から抜けて、シャルロッテの白い肌が露あらわになった。飾り気のない、白いツーピースの水着。それだけになんのごまかしも効かない。

「……ど、どうですか」

　恥ずかしそうに内うち股またになって身体からだをよじる。身長こそ低いが、出るところは出て、締まるところは締まっている、見事な体型だった。恥ずかしそうに水着から零こぼれそうな巨乳を抱いているのだが、それがなおのこと寄せて上げることになって見ていられない。

「シーくん、なにか言ってください……」

　ほとんど涙目になって、シャルロッテは訴えるようにしてシグを見た。上目遣いで、唇を少しだけきゅっと噛かんでいる。

（うあ……）

　シグは無意識に一歩たじろいだ。単純に、恐ろしく可愛かわいいと思った。理性がなにかを警告してきていたが、仕方ないではないか。思ってしまうのだから。

「……いいと思う」

「本当ですか？」

「ああ」

「本当に本当ですか？」

「本当に本当」

　シャルロッテは小さく拳こぶしを握ってうんうんとうなずき、よし、とつぶやいた。顔を赤くしたままに言葉を続ける。

「か、可愛いですか？」

「…………」

　もう認めるしかないだろう。幼なじみの少女は、抜群に可愛い。

　シグは観念したようにうなずいた。こちらを見つめてくる視線から逃れるようにして顔をそらし、小さな声で言ってやる。

「可愛い……と、思う」

　シグは自分で言って、恥ずかしくなった。なにを言ってんだ、俺おれは。こめかみの辺りを押さえて目を閉じた。軽く頭を振る。お互いをちらちらと見る妙な沈黙が二人の間に流れ、

「そもそも、なんでミスコンになんて出ることにしたんだよ……」

　彼はそんな素朴な疑問で、甘酸っぱい空気を振り払った。

「それはその――」

　シャルロッテは身を小さくするようにして、身体からだをぎゅっと縮こまらせた。優勝してシーくんと二人で温泉旅行にいくため、だのと言えるわけがない。優勝したならその勢いで言ってしまうしかないのだ。

「――秘密なのです」
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　部屋がある。ダンボール箱がうず高く積まれ、茶色く変色してしまった書類がスチール机の上だけでなく床にまで散乱している部屋だ。窓には薄汚い安物のカーテンがかけられ、それを透過する陽ひ射ざしは部屋に舞っている埃ほこりの分子を浮かび上がらせている。

『お客さん、変わらず二人連れ。マウザー通りを北上』

　部屋に鎮座しているのはぎっしりと並べられた強力な無線機だった。受信機の受話器の向こうから聞こえてくる囁ささやき声に、レニは暗い声を返した。

「次の交差点で〈赤〉外れろ。〈青〉つけ」

　机上に広げられた〈竜の箱庭〉都市の地図の上には、『お客さん』を示す付ふ箋せんと追尾しているこちらの捜査員を示す付箋が貼はりつけられていた。部下の一人が付箋を貼り直して状況を常に更新していく。

『お客さん、変わらず二人連れ。みやげ物を購入しています』

「お客さんが店を出たら、〈青〉外れろ。〈緑〉つけ。〈青〉は購入物を確認」

　地図に冷徹な視線を落としながら、レニは咥くわえていた葉巻の紫煙を盛大に吐いた。目を細めるようにしてカーテン越しの光を見やる。空気は澱よどんでいる。天井が低いせいで、吐き出され続けた煙がずっと室内に留まっていた。公共安全委員会非常連絡局にあって、特別高等分室と呼ばれる彼女の組織が街の中にいくつか保持している活動拠点の一つ。犬小屋と呼んだのは、誰だれだったか。

『お客さん、変わらず二人連れ。店を出ました』

　犬ではなくモグラのようだな、と彼女は思った。人知れず、見えない場所で、ただ黙々と仕事をする。手を伸ばせば太陽の光がすぐそこにあるというのに、決して届かない。光の当たる表舞台に憧あこがれてはいても、生きられはしないそんな世界を恐れてもいる。

　ここにいる誰も彼もに、今や公安魔術士の性さがが骨の髄ずいまで染みついていた。

　地図を移動する『お客さん』に、レニは暗い笑みを浮かべた。ずっとホテルの部屋で大人おとなしくしていたと思ったら、どこに出かけるつもりなのか。

（まさか、観光と洒落しやれ込むわけでもないでしょうに）

　レニは吸すい殻がらが溢あふれ返っている灰皿に葉巻を押しつけた。どぎつい色のコーヒーが注がれているスチールのコップを手に取り、呷あおるようにして胃に流し込む。そろそろ学校が近い。実際の現場では〈竜の箱庭〉の学生を含めた市民と観光客でごった返しているはずだ。

『お客さん、変わらず二人連れ。路面電車に乗車する模様』

　八本の目抜き通りを結ぶ環状線。お客さんが足をとめたのはマウザー通り二番駅だった。各通りにはいくつかの駅が存在しており、都市の中心部である魔術士養成学校〈竜の箱庭〉から新市街に向けて通りの名前と一番からの数字で駅名がつけられている。

『路面電車きました』

〈緑〉からの無線が淡々と状況を報告してくる。

　レニは現場の光景を見るかのように地図の一点を凝視した。路面電車がゆっくりと駅に入ってくる。乗車用の扉が開き、並んでいた乗客がぞろぞろと入っていく。お客さんもその流れに身を任せて乗車し――

　彼女は隻せき眼がんを見開いた。

　――扉が閉まる寸前に外へと飛び出す！

「〈緑〉目を離すな……！」

『お客さん――確認。変わらず――』

　そこで無線機からの声が戸惑いを見せた。

『いえ。お客さん、一人です……！』

「くそ……！」

　レニは拳こぶしを机に叩たたきつけた。鈍にぶい音が室内に響き、衝撃で灰皿がひっくり返る。追尾を撒まく古典的な方法だが、通行人の全すべてが捜査員などという場合でない限り効果はある。

「〈緑〉、残ったお客さんのもてなしを続行しろ。帰ったお客さんにはこちらで送り狼おおかみを手配する」

『了解』

　失態だ。これは失態だ。一体、この〈竜の箱庭〉でなにをやらかすつもりだ。

「我々の庭で、あまり舐なめた真ま似ねをしてくれるなよ」

　レニは低く唸うなると、ぎりぎりと奥歯を噛かみ締めた。隻眼に燻くすぶるような暗い炎を灯ともし、机上に置かれている電話の受話器を取る。ダイヤルを回し、彼女は暗い声で言った。

「局長を」
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　石畳に敷かれている路面電車の軌道が、広い通りを横断するようにして延びている。シグとシャルロッテは騒がしい学校から出ると、環状線のマウザー通り一番駅で路面電車の到着を待っていた。駅といっても、通りの石畳からわずかに段差をつけて屋根と柵さくを設置したという程度のものである。

　一通り出し物を見て回ったシグは、リラのコンサートまでまだ少し時間があったのでルノアを捜すことにした。とはいえ当てがあるわけでもなかったので、こうして街を彷徨さまようことになるわけだが。

「わたしとの一時よりもあの女の方が大切なんですね。シーくんには失望しました。失望した！」

　シャルロッテがぶつぶつと背中に不満を投げかけてくる。学校を出たときからこうなのだが、そうは言いながらもついてくるあたり人がいいのかなんなのか……

「しょうがないだろうが」

　うめくようにして、シグはちらりと背後のシャルロッテを見やる。身の危険は心配ないにしても、ルノアは頼れる友人もいなければ当座の金すら持っていないのだ。自分が放ほうっておいたなら、彼女はこの世界で本当に独りになってしまう。それでも構わないと彼女なら言うだろうが、それはとても寂しいことだ。

「どうでしょうか。ここで一つ提案なのですが」

　シャルロッテは渋々といった様子ながら、右手の人差し指を立てた。

「なんだよ」

「せっかくなので電車の中で痴ち漢かんプレイを――」

「するか！」

　振り返ってシグは叫んだ。彼女はまったくめげていないようで、少しずり落ちていた眼鏡めがねを押し上げながら得意そう言ってくる。

「では逆痴漢プレイを――」

「だーかーらーっ！」

　シグは地団駄を踏んだ。シャルロッテの息遣いや肌の色、なんなら胸の感触すら生々しく思い出されて、こういうことを言われる度に今までよりも彼女を意識してしまう。

　そうこうしていると三両編成の路面電車がこちらに近づいてきているのが見えた。白と青を基調にした塗装が施された、ずんぐりとして角張った印象の車両だ。速度を落とし、駅にゆっくりと入ってくる。先頭の車両がぴたりと駅の端に停車し、扉が開く――その前にけたたましいガラスの破砕音。

　続けざまに二両目の車両の窓から人が飛び出してきた。投げ捨てられたゴミのように石畳に強したたかに叩たたきつけられ、何度か弾んでごろごろと転がる。路面電車から一〇メートル以上離れたところでようやくとまり、その男はぴくりとも動かなくなった。

「なっ……ん、だってんだ……！」

　あまりにも突然のことに唖あ然ぜんとしながらも、シグは割れた窓を睨にらんだ。駅に並んでいた客が悲鳴じみた声を上げて、動かなくなった男を遠巻きにしていた。

「こそこそと目障りな鼠ねずみだこと。なにか知りたいのなら、正々堂々といらっしゃればよろしいのに」

　そう言ったのは、開いた扉から悠然と駅に降り立った少女だった。ピンクがかった鮮やかな金髪が目に飛び込んでくる。均整のとれた身体からだに着ているのは、茶色の開襟シャツと膝ひざ丈たけの黒いズボン、足元は完かん璧ぺきに磨かれた編み上げのブーツ。

「エリーゼ・ヴァレンシュタイン……」

　シグは思わずその名前を声に出した。〈狼おおかみの営巣〉の〈串くし刺ざし令嬢〉。どうも今の言葉を聞く限り、窓からあの男を放ほうり投げたのは彼女のようだった。それにしたって、明日の相手がなんだってこんなところに。

　エリーゼは優雅に髪をかき上げ、冷然とした眼まな差ざしを投げ捨てた男に向けた。そして、

「あら、あなたは確か……」

　シグはその言葉にぎくりとした。気づいてほしくなかったのだが、彼女は目め聡ざとくこちらを見つけたようだった。つかつかと歩み寄ってくる。

「シグ・ヘンケルスでしょう。明日の試合相手の」

　値踏みするようにして、彼女は言った。頭の先から爪つま先さきまで、遠慮のない視線を投げかけてくる。

「なにをしてるんだ、あんたは」

　シグはボロ雑ぞう巾きんのようになった男をちらりと見てから、エリーゼに向き直った。

「うるさい鼠ねずみにお仕置きをして差し上げたの。ここにきてからずっとつきまとわれていたものだから。ヒューゴには大人おとなしくしていろと言われているのだけれど、わたくし、ああいう陰険なやり方が一番気に入りませんから」

　エリーゼはまったく悪びれた様子はなかった。

「それにしてもあなた、本当に黒ずくめなのね。カールツァイス・マウザーが悲しむのではなくて？　あなた程度の実力でそんな格好をされたのではね」

「そいつは悪かったな」

　こちらの実力のほどは知られているようだった。完全に見下されている。どう見ても試合前に親しん睦ぼくを深めようという雰囲気ではなかった。

「わたくしも遥はる々ばるとこんなところまでやってきたのですから、少しは楽しみたいと思っていますのよ。まあ、明日はせいぜい恥をかかないようにがんばることね」

　彼女はくすくすと笑った。

「あなたのお父様だって、交流戦ではご活躍だったそうですものね」

　そこには明らかに、父親に対する侮ぶ蔑べつが含まれていた。カールツァイス・マウザーの再来とまで呼ばれた魔術士でありながら、無謀にも雲の向こう側へと挑戦し、帰ってこなかった人類最後の大バカ野郎。世紀の愚か者。

　シグは無意識に腰に手をやり、帯剣していなかったことで冷静になった。父親のことで頭に血が上るのは悪い癖だ。感情のコントロールだ、とザウエルには言われたものだ。

「帯剣していなくて、正解でしたわね」

　エリーゼの声に、シグはぞっとした。こちらの空気を敏感に察知して、彼女は恐ろしく冷厳な表情に変わっていた。人は動物ほど敏感には相手との強さの違いを察知できないというが……シグはようやく眼前の少女が自分とは異質の世界で生きているのだと理解した。

「それとも、帯剣していたところで抜けたかしら？　抜けそうにもないのなら、明日の試合は辞退なさいな。恥をかく資格すらありませんわよ」

　エリーゼは冷たく笑った。

　瞬間、飛びかかったのはシグではなくシャルロッテだった。腰のベルトに吊つるしてある伸縮性の金かな槌づちを抜き放ち、その勢いで柄つかが一メートルほどになる。世界の設計図である〈タペストリー〉が、素早く、正確に、編み変えられる。

「よせロッテ！」

　とめる間もなく、金槌が振り下ろされた。

　実際には金槌が接触していないにもかかわらず、石造りの駅の床が爆発にも似た打撃音とともに大きく陥没した。破片が飛び散り、その一撃をかわしたエリーゼの頬ほおを掠かすめていく。金槌での一撃を爆発的に強力にするのが、シャルロッテの魔術〈魔女への鉄てつ槌つい〉だった。

「シーくんをバカにするのは許しません……！」

　金槌を器用に回転させ、シャルロッテはその先をびしりとエリーゼに突きつけた。

「シーくんは、普段は優柔不断だし、煮えきらないし、ちょっと鈍感ですけど、やるときはやります！　あなたになんて、軽く勝っちゃいますから！」



    

  
    
      



    

  
    
      「お前、フォローになってないぞ……」

「あらあらあら、おできになるなら、いかようにでも」

　エリーゼはあからさまに嘲ちよう笑しようすると、続けて肌が粟あわ立だつような冷たい笑みを浮かべた。

「なら、あなたは今ここで殺して差し上げましょうか？」

　その笑みに、シャルロッテが思わず一歩後ずさり――

　ずしん、という轟ごう音おんが響き、空気が揺れたのが分かった。

　シグは反射的に身構えて、視線を巡らせた。震源地はすぐに見つかった。教室持ちの講師に与えられる邸宅が集まっている区画から、黒い煙がもうもうと上がっていた。

「なんだってんだ……！」

　ただの火事ではないことは明らかだった。興をそがれたのか、エリーゼは表情を緩めると軽く肩をすくめた。

「あらあら、大変だこと」



◆◇◆◇◆



　シグとシャルロッテが現場に到着した頃ころには、すでに炎は下火になり、煙は収まりかけていた。教室持ちの魔術士の大半が執行部からの任務で留守にしていることもあり、野次馬はほとんどいなかった。奇妙な静けさの中、ザウエルの邸宅は爆発と火災で大半が焼失し、黒い残ざん骸がいと化していた。

　まだ小さな炎が燻くすぶる中、短い芝生が生えているだけの殺風景な庭園には数人の魔術士が倒れている。男が大半だが、女の姿も見える。いずれも街に溶け込むような格好で、一見しただけでは魔術士とは分からないだろう。

「穏便に撒まいたと思ったんだがなあ」

　ヒューゴは咥くわえている飴あめの棒を揺らしながら獣のように笑った。

「お忘れですか、大尉殿。この街は我々の庭のようなものですよ」

　自動拳けん銃じゆうの銃口をぴたりとヒューゴに合わせ、レニは陰いん鬱うつな笑みを浮かべた。

「わざわざ交流戦に名乗りを上げて、なんのために〈竜の箱庭〉に戻ってきたのか。昔懐かしい部屋でお聞かせ願いますか」

　無味乾燥として寒々しい取調室。簡素な机と、硬い椅い子す。目に痛い照明。気が遠くなるほど繰り返される質問。

「俺おれを逮捕すれば第三帝国と外交問題になるぞ」

「それは私の飼い主が判断することです。それはあなたもよくご存知のはずだ。猟犬はただ、獲物を狩り立てるのみ」

「だからいやなんだよなあ。もめるのはよ」

　ヒューゴは右手に持っている黒革の手帳を尻しりのポケットに捻ねじ込んだ。

「動くな。跪ひざまずけ」

「そう言われて……はいそうします、とはいかねえな」

　レニはなんの躊ちゆう躇ちよもなく自動拳けん銃じゆうの引き金を絞った。続けざまに二発。銃声が響き、銃火が瞬またたく。硝しよう煙えんの臭においが鼻をくすぐる。

　弾丸はヒューゴの左右の太ふと腿ももに寸分の狂いもなく命中した。後ろに抜けた弾丸が血の糸を曳ひき、ぱっと散った鮮血が緑の芝生に赤い模様をつくった。

　ヒューゴは顔色をなにも変えなかった。下半身の力が抜けたようにぐらりと傾き、レニを見み据すえてにやりと笑う。傾いたのではなく、下半身を沈めて力を溜ためていたのだ。

　ヒューゴが地を蹴けった。小さな爆発が起きたのではないかと思うような、ずだん、という音が鳴った。ほとんど一足飛びにこちらとの距離が詰まる。

　レニは力任せに殴りつけられ――自動拳銃を投げ捨てて防御した腕の骨が折れたのではないかと思うほどの衝撃がくる。

　身体からだが宙に浮いた。そのまま数メートルを吹き飛ばされる。

　芝生を転がり、彼女はそのままの勢いで立ち上がった。

　ヒューゴが軍帽を整え、獲物を狙ねらう獣のようにこちらを睥へい睨げいしている。銃で撃たれた傷は、なにごともなかったかのように流血していなかった。

（化物が）

　レニは舌打ちした。腕が痺しびれて動かなかった。あの瞬発力。あの膂りよ力りよく。およそ人間のものではない。やはり噂うわさどおりの化物だ。〈砂漠帰り〉のヒューゴ・ザス。

「お望みとあれば、とことんやってやってもいいんだぜ、お嬢ちゃん」

　咥くわえていた飴あめを噛かみ砕き、ヒューゴは指の骨を鳴らした。その言葉とは裏腹に、いつでも離脱できるようにこちらを探っている。この男は本気でやる気はさらさらない。

（なんにでも錆さびはつくものね……）

　レニは口元を歪ゆがめた。魔術士同士の戦闘は何年ぶりかのことだ。追尾作業と視察作業、そして協力者の獲得と運営。それだけに明け暮れる毎日で、腕は随分と鈍にぶっている。

　ヒューゴがこちらに向かってゆっくりと歩いてくる。

「今からでも遅くはねえぞ。黙ってることだ。なにもなかったように、目を閉じて口を噤つぐめ。そうすりゃ、世はこともなし。明日の試合が終われば、俺おれは二度と現れない」

「笑止」

　腕の感覚がようやく戻ってきた。レニは白い手袋の指を擦り合わせようとして――それよりも先に彼女を追い越すようにして白い影が飛び出した。世界の設計図である〈タペストリー〉が編み変えられ、魔術が発動する。

「〈魔女への鉄てつ槌つい〉！」

　飛び出したのはシャルロッテだった。そのまま金かな槌づちをヒューゴに向けて振り下ろす。

「おおっと！」

　ヒューゴは咥えていた飴の棒を吐き捨てると、足を開いて腰を落とし、金槌の一撃を右手一本で受けとめた。凄すさまじい衝撃が身体を襲い、ヒューゴの足ごと地面が陥没する。

　シャルロッテは衝撃の反動で距離を取り、唖あ然ぜんとした表情を浮かべた。

　それは遅れて飛び出したシグも同じだった。本来ならシャルロッテの一撃を回避したところを仕留めるはずだったのだが……今さら足はとめられない。このままでは、

（返される！）

　だが、背後でレニの暗い声がした。

「〈灼しやく熱ねつの教きよう鞭べん〉……！」

　中空を生き物のようにしなる炎の鞭むちが、ヒューゴの右腕に巻きついた。服を焼き、肉を焦がし、レニが力任せに炎の鞭を引っ張る。

　一瞬だけ踏ん張るために動きをとめたヒューゴと交錯するようにして距離を詰め――シグは右みぎ拳こぶしを彼の腹部に当てた。最初に軽く力を込めて、反射的に相手が押し返してくると同時に、強烈な踏み込みとともに拳を突き出す。

　肉を打つ鈍にぶい打撃音。

「げ……！」

　声を上げたのはシグだった。分厚いゴムを殴ったみたいな感触だった。まったく効いた手て応ごたえがない。

　案の定、その予感は正しかった。

　ヒューゴは軽く距離を取ると、無造作に前まえ蹴げりを放ってきた。

　反射的に後ろに飛んで威力を殺そうとしたシグを、蹴りが追いかけてくる。腕を交差して受けとめた。魔術を使われたのかと思うほどの衝撃。派手に吹き飛び、ザウエル邸の庭を囲んでいる壁に激突する。

「シーくん！」

　悲鳴を上げるシャルロッテを制して、シグは声にならない声でうめいた。一瞬だけ息ができなくなり、身体からだ中じゆうに痛みが走る。ふらふらと立ち上がり、彼は右の拳を見た。

「くっそ……なんか仕込んでるのか？」

「おいおい。新手かよ。まだ学生じゃねえか」

　ヒューゴは炎の鞭で焼かれた右腕を擦さすっていた。服は焼け落ち、肌は無惨に焼け爛ただれていたが――目に見えて治っていく。まるでそこだけ時間が速くなったかのようだった。

　レニは素早くシグとシャルロッテを一いち瞥べつした。

「随分と間の悪いところに飛び込んできたものね」

「……近くにいたもんですからね」

　シグは皮肉げな相そう貌ぼうをわずかに歪ゆがめた。確かにレニの言うとおり、間が悪い。なんなのだあの男は？　シャルロッテの魔術を素手で受けとめ、火傷やけどが目を疑いたくなる速さで癒いえていく。しかも、魔術もなにも使ってはいないのだ。

　こちらの胸中を悟ったのか、レニが陰いん鬱うつな声で言ってきた。

「あれが〈狼おおかみの営巣〉の機関長――ヒューゴ・ザス。見ての通りの化物よ」

　シグは小さく唸うなった。そういえば号外の写真で、飛行船のタラップから降りてくるエリーゼの前に写っていた男だ。それがなんでまた、ザウエルの邸宅を吹き飛ばした挙句に、こんなことになっているのか。

「随分じゃねえか。俺おれがこうなったのも、お嬢ちゃんの親父おやじ殿のせいなんだぜ」

　くつくつと笑い、ヒューゴは上着の内ポケットから棒つきの飴あめを取り出した。丁寧に包み紙を外し、ゆっくりと咥くわえる。

「〈鳴かない雌めす犬いぬ〉か、格好いいね」

　ヒューゴは無造作にレニに近づいた。殺気はない。だが、獣のような凶暴な笑み。鋭い犬歯を剥むき出しにして、彼はレニの耳元で囁ささやいた。

（本当は潜入先の男にイカれて鳴きまくった、レニ・ルクセンブルク）

（……！）

（俺を誰だれだと思ってる。ここはかつての俺の庭さ。お嬢ちゃんを潰つぶせる情報なんざ、いくらでも持ってるんだぜ。雌犬殿）

　レニは拳こぶしを握り締め、戦慄わななかせた。唇をきつく噛かみ締める。血の味がした。

「俺はなにも〈竜の箱庭〉ともめるためにきたわけじゃねえさ。言ったろ、明日の試合が終わるまで大人おとなしくしてりゃあ世はこともなし。お嬢ちゃんも、公安でまだのし上がっていきたいだろう？」

　ヒューゴは被かぶっていた軍帽を外した。それをレニの頭に被せ、

「先生によろしく言っといてくれ。あんたの最高傑作は元気だとな」

　短く刈り込んだ灰色の髪が揃そろっているヒューゴの頭には、狼おおかみを思わせる尖とがった耳が生えていた。作り物ではなく、周囲を警戒するように動いている。

「おかげさんで、こんな化物になっちまったがな」

　ヒューゴは軽く助走をつけると、下半身を大きく沈ませて跳躍した。シグやシャルロッテの頭上を遥はるかに越えて、道を挟んで隣にある別の屋敷の屋根に飛び乗る。魔術を使うことなくこんなことをやってのけるなど、自分で言ったとおりの化物だ。

　シグは呆ほうけたようにしてその男を見送ることしかできなかった。

「ヒューゴ……！」

　頭に被せられた軍帽を足元に叩たたきつけ、レニが怨えん嗟さの声をもらした。帽子を踵かかとで踏み躙にじり、彼女はただ屈辱に打ち震えていた。



◆◇◆◇◆



　七色に輝く照明が〈黒い歌姫〉を照らしていた。漆黒の衣装に身を包み、舞台を駆ける度に黒髪が艶つややかに輝く。普段よりも少し濃いめの化粧が、よく映えていた。

　眼前には人の波。全員が、例外なく、リラに熱い視線を送っていた。曲に合わせて飛び跳ね、手を左右に振り、合いの手を入れ、リラの名前を叫ぶ。

　リラはぞくぞくと肌が粟あわ立だつのが分かった。自分だけを照らす照明。大歓声。やっぱりこうでないといけない。あたしはこのために生きているのだ。自分の生きている価値が認められた気がする。生きる意味があるのだと、思わせてくれる。

　リラは舞台の中央で、両手でマイクを握って思い切り叫んだ。

「空平線の彼方かなたまでっ！　あたしの歌声、届いてるっ!?」

　観客が一斉に応こたえた。

『届いてる――っ！』

　その歓声に向けて、リラは満面の笑みを浮かべた。どこにも隙すきのない、くらくらするほどに完かん璧ぺきで眩まぶしい笑顔だった。

「キュンキュンさせてよ――」

　観客に向かって次の曲を叫ぶ。

『ダーリン!!』

　歓声が一つになって返ってくる。

　照明が目まぐるしく明滅した。

　派手な演奏が鳴り響く。

　舞台上の全すべてが混こん然ぜん一体となって、彼女の歌声を引き立てる。

　思い切り息を吸い込み、リラはお腹なかから声を出すようにして喉のどを震わせた。



　――わたしに惚ほれ直して♪



　美しい声が空の彼方に抜けていく。



　――もっとキュンキュンさせてよ♪



　観客が揃そろって同じ動きをして、合いの手を入れてくる。



　――わたしばっかり好きになってくなんて♪



　舞台上をところ狭しと駆け回り、手を振り、



　――不公平じゃない♪



「ねえ！」

　マイクを観客へと向ける。

『ダーリン!!』

　リラがサビの部分で派手に足を上げると、地鳴りのような歓声が起こった。

　飛び切りの笑顔でその歓声に応えながら、

（どこにいるのよ、あいつ）

　頭の中にちらりとそんなことを思い浮かべる。

　一番前にいろって言ったのに。ちゃんと見て、聴いてくれてるだろうか。これがあたしだ。リラ・フィオーレが、一番、輝いている瞬間だ。



◆◇◆◇◆



（なんてこった！　くそ……）

　シグは胸中で声を上げた。実際には空気を欲しがって喘あえぐ声がもれただけだった。

　リラのコンサートはとっくの昔に始まっている。入場歓迎ゲートを潜くぐり抜け、人にぶつかるのもお構いなしに全力で走る。思いも寄らないことに巻き込まれたせいで時間を喰くってしまった。まさか事情聴取された上、口外しないという誓約書に署名をさせられることになるとは。シャルロッテの方はもう解放されただろうか。まったく公安ってのは、

（だから嫌われるんだよ！）

　コンサートの舞台にはもう誰だれもいなかった。観客がぞろぞろと引き上げている。明日のミスコンに向けての模様替えのために、すでに作業が始まっていた。

　シグはほとんど足をもつれさせるようにして、舞台の裏側に回り込んだ。さすがにどれだけ走ったのか分からず、足がついてこない。前につんのめるようにして倒れ込んだ。

　ぜえぜえと肩を大きく上下させ、どうにか立ち上がる。渇いた喉のどが痛かった。額ひたいの汗を拭ぬぐい、しばらく動けない。両りよう膝ひざに手を置いて、呼吸が整うのを待ち――

　顔を上げて彼はぎょっとした。

　リラが両手を腰に当てて立っていた。眉み間けんに皺しわを寄せて、こちらを射い殺ころすように睨にらんでいる。不機嫌な空気を放ち、近寄り難い雰囲気をこれでもかと身に纏まとっていた。

「リラ……」

　まだ肩で息をしながらも、どうにか名前を呼んだ。

「なんでこなかったのよ」

　底冷えする声でリラは言った。その声があまりにも感情を押し殺していたので、シグはその場から動けなくなった。単に怒っているわけではない。もっと深い、冷たい怒り。

「一番前にいてって言ったわよね」

　わずかに声が震えていた。こちらが動かないので、リラがつかつかと近づいてくる。彼女はシグを冷え冷えとした表情で見み据すえ、

「いいわ。あたしは心が広いから、納得する言い訳をしてみなさいよ」

　シグがもう少し冷静だったなら、言い訳などしなかっただろう。

「聞いてくれ。本当に仕方なかった――」

　シグが口を開いた瞬間、強烈な平手打ちが飛んできた。

　ぱんっ！　という小気味いい乾いた音が響いた。

「……っ！」

　右みぎ頬ほおを押さえてリラを見たシグは、なにも言えずに固まった。

　泣いていた。リラ・フィオーレが、泣いていた。金色の瞳ひとみからぽろぽろと涙を零こぼして、それを堪こらえるようにして唇をきつく噛かんでいる。

　リラはぐしぐしと涙を拭ぬぐうと、

「バッカじゃない！」

　吐き捨てるようにしてそれだけを言った。

　シグがなにも言えないままでいると、踵きびすを返してゆっくりと歩いていく。だんだんと早足になり、やがて彼女は走り出した。

　シグはただ小さくなる背中を見ていることしかできなかった。襲ってきた罪悪感で死にそうだった。自分に怒って走り去っていく背中を見送るのは、ルノアに続いて二人目だ。

「……なにをやってんだ俺おれは」

　力が抜けて座り込む。そのまま天を仰ぐようにして転がった。いつもは皮肉げな相そう貌ぼうは、今はどこか不安げに揺れていた。口元を歪ゆがめる。それは自じ嘲ちようだった。

　本当に、自分はなにをやっているのだろうか。



◆◇◆◇◆



　鏡には見たこともない姿が映っていた。

　膝ひざの裏まである白銀の髪は綺き麗れいに梳すかれ、肩と背中を大胆に露出したドレスに負けないくらいに輝いていた。まったく馴な染じみのないヒールの高い靴は彼女の背を高く見せて、身体からだの線をより引き立たせている。薄い化粧は顔の素材を活かして完かん璧ぺきに施されており、凛りんとした中にも多少の色っぽさが演出されていた。

　ルノアは戸惑いの表情を浮かべつつ、忙せわしなく周囲を見渡した。

　昨夜はルッツの部屋に泊まった。夜通しで仕事があるとかで部屋を空けていたのだ。そして今日になって連れてこられたのが、新市街にあるこの店だった。髪から化粧、そして衣装まで、総合的に合わせてくれるらしく、言われるがままに流されているとこうなってしまった。

「やっぱり素材はいいんだよね。普段は素っ気ないだけに見違える」

　顎あごに手をやってルッツがうんうんとうなずいていた。

「これならシグも君の魅力に気づくだろうな」

「わたしは別に、そういうことではなくてだな」

　ルノアは難しい顔をして、鏡の中の自分を覗のぞき込んだ。どうしてこんなことになってしまったのだろう。自分は単に、なんとも言葉では言い表すことができない、こう胸中をかき回されるような感じの原因が知りたかっただけなのだが。

　ルノアは今でも、舞踏会を独りでだって踊れると思っている。だから別に、シグがなにをしようと知ったことではないのだ。だというのに、自分の優先順位が彼の中で低いのかもしれないと思ったときの、胸のぞわぞわとしたむかつきはなんなのだろう。

　鏡の中のルノアの表情はますます難しいものになっていった。せっかくの化粧もドレスも台無しになるほどに。

「なんて顔をしてるんだか。ほら、僕は会計を済ませてくるから、衣装を脱いでくるんだ」

「む……金まで払ってもらって大丈夫なのか」

「心配ない。経費で落ちるからね」

　ルッツは端整な顔に愛想笑いを浮かべてルノアを試着室に押し込んだ。

　一息吐いて、さらさらの金髪をかき上げる。実によかった。これでミスコン出場者数のノルマはクリアした。毎年毎年、こういう実行委員の地味な努力が交流戦を支えていることを忘れないでほしいものだ。

「ったく。なにをやっているのやら」

　自分自身に呆あきれて自じ嘲ちようする。ただ、ルノアは色々と不器用な女の子なので、彼女が自分の気持ちに気づくのはいいことだ。その方が色々と公平じゃないか。そんなことを胸中で思いながら、ルッツは会計のために店員を呼んだ。

　誰だれに言うともなしにつぶやく。

「さて、残った仕事もさっさと片付けるとしようか」



◆◇◆◇◆



　リープクネヒト通りを自分の部屋に向かってとぼとぼと歩く。頭の中は冷え冷えとしていた。ルノアを怒らせたのも、リラを怒らせたのも、突き詰めれば自分のせいだ。

　シグは力なく笑った。だからといって、どうすればいいのか分からなかった。

「シーくん、元気出してください」

　後ろから一定の距離を保ってついてきていたシャルロッテが言った。事情聴取から解放されてシグを捜していた彼女は、舞台の裏で大の字になっているシグを発見したのだった。

「ルノアとケンカしたくらいなんですか」

　シャルロッテはとてとてと近づいてきた。

「リラとケンカしたくらいなんですか」

　少しばかり不機嫌そうな顔で横に並ぶと、彼女は戸惑いがちにちょこんとシグの指に触れた。緊張した声音で言ってくる。

「シーくんには、わたしがいるじゃないですか」

「まあな……」

　シグは苦笑した。こちらが絶対に変な気を起こさないときは色々と大胆なくせに、いざとなると押しが弱くて生き真面目まじめなのだ。この優等生の幼なじみは。

「な、なんですか、その態度は。わたしがせっかく……心配してくれている幼なじみに感謝して手くらい握ったらどうですか」

「なんとも控えめだな」

　シグはそっと手を握ってやった。シャルロッテが軽く握り返してくる。彼女の体温が伝わってきて、少しドキドキした。ちらりと横を見やると、彼女は下を向いて照れくさそうだった。顔を赤くして、目をぼんやりさせている。

「……？」

　シグはようやっと彼女の様子がおかしいことに気づいた。手から伝わってくる体温もかなり高い気がする。

「ロッテ、大丈夫か？」

「なにがですか？　わたしは別になんとも――」

　そこまで言って、不意にシグの手を握っていた力が緩んだ。

「あれ？」

　どこか間の抜けた声をもらして、シャルロッテが膝ひざから崩れるようにして倒れ込む。

「おい！」

　シグは咄とつ嗟さに彼女を自分の方へ引き寄せて抱きとめた。被かぶっていたキャスケットが、石畳に音もなく舞い落ちた。息遣いがわずかに荒く、頬ほおが上気している。

　そっと額ひたいに手をやってみて、シグはぎょっとした。

　触れた瞬間に分かるくらいの高熱だった。



    

  
    
      
第五章



「狼ろう狂きよう病びようよ」

　レニの陰いん鬱うつな声は、病院にはよく似合っていた。一般の患者は受けつけてもらえないはずの公共安全委員会の委員会病院。だが、シャルロッテが運び込まれたのはここだった。倒れた直後、まるで予期していたかのように公安魔術士たちが現れたのだ。

「俺おれたちを追尾していたんですか、事情聴取から解放したあとから」

「ええ、そうよ。ヒューゴ・ザスを見たでしょう。あれと接触した者にはこうなる可能性があるからよ」

「なんなんですか、その狼狂病ってのは」

　シグはベッドに寝かされているシャルロッテを見た。すでに高熱で意識はなく、荒い呼吸で、時折苦しげな吐息をもらしている。

　真っ白い病室だった。床も、リノリウムの天井も、ベッドも、シーツも、なにもかも。黒ずくめのシグは、そんな中にある黒い染みのようだった。

「ザウエルに師事していたなら、聞いたことくらいはあるでしょう」

　レニは引っ張り出してきた簡素な椅い子すに腰を下ろし、長い脚を静かに組んだ。

「極東の砂漠でドンパチをやっていた連中への、スバールスバールの蛮族どもからの素敵な贈り物よ。それとも聞いたことないのかしら、本当に」

　蒼そう天てん世界にあって神聖連合皇国に与くみしない最も強大な勢力は、極東のスバールスバール帝国だった。第七帝国と長年に亘わたって砂漠気候の浮島地帯を戦場にして、国境紛争を続けている。

「仄ほの暗ぐらき人じん狼ろうの民……」

　シグはつぶやいた。スバールスバール人はこう呼ばれている。狼おおかみの耳と、強きよう靭じんな肉体を持つ種族。その話はザウエルから聞いたことはある。

　そんなスバールスバール人が持っていたのが、こちら側の人間に免疫のない病だった。狼ろう狂きよう病びようと呼ばれるその病は詳しいことがまったく分かっていない。感染や発症の要因は不明だ。確かなことは感染して発症すれば、すぐに高熱の症状が出る。今のシャルロッテのように。

「極東の砂漠から狼狂病にかかって五体満足で生還したのはヒューゴ・ザスくらいのものよ。それが〈砂漠帰り〉と彼が畏い怖ふされる理由。あの男は仄暗き人狼の民と同じ身体からだを後遺症で手に入れた。まさに狼狂病が生み出した化物といったところかしら」

　淡々とそんなことを言ってくるレニからは、感情を窺うかがい知ることはできなかった。

「ロッテは、助かるんですか」

「狼狂病の致死率は発症してから一二時間が一番高い。今夜が山でしょうね。それを乗りきればほとんどの場合、命は助かる。ただ――なにかしらの後遺症は残るわ。今までの事例からしてそれは間違いない」

　満月の日に高熱に苦しみ理性を失う、狼のような耳、人間離れした強靭な肉体、傷の再生能力、老いが遅くなる身体からだ――レニは次々と後遺症の例を挙げた。いずれにしても、それはもう人間ではなくなってしまう。

　シグは息を呑のんだ。シャルロッテを見やり、続けてレニに詰め寄る。

「完全に治す方法は？」

「ないわ。今のところはね」

　冷徹な声。

「あんたの生徒だろ！　なんでそんなんでいられるんだ！」

　シグは思わず声を荒らげた。シャルロッテがこんなことになって自分が冷静でないことは分かっていたが、それを差し引いてもこの女の頭はどうかしているのではないか。

　レニは暗い隻せき眼がんでこちらを観察するようにして見てきた。

「わたしは現実を言っているだけよ。シャルロッテ・ファーバーカステルは今夜が峠とうげになる。死ななかったとしても、後遺症が残る。それが現実」

　ゆっくりと立ち上がると、彼女はやおらシグの胸倉を掴つかんだ。顔をほとんど密着するくらいにまで近づけてくる。鉛なまりのように濁にごったブラウンの隻眼がシグを見み据すえた。

「いいか、よく聞け、ザウエルの忘れ形見が。私は現実しか信じない。正義も、希望も、情も、犬にでも喰くわせるがいいわ。お前にできることはシャルロッテが今夜を乗りきるように祈ることと、明日の試合で無様をさらさないこと。それだけだ……！」



    

  
    
      



    

  
    
      　シグはぎりぎりと締め上げられて、突き飛ばされるようにして解放された。

「うえっ……ごほっ……！」

　咳せき込んで喉のどを鳴らしながら、膝ひざ立ちになってレニを見上げる。筋金入りの公安魔術士は、陰いん鬱うつな表情のままだった。確かに彼女の言うとおりかもしれない。だが、それで諦あきらめてしまったら、始まるものも始まらないのではないか。やるだけやってみる、足あ掻がいてみる、という選択肢だってあっていいはずだ。

　だから、シグは言った。

「あんたはそうすればいい」

　シャルロッテは――唯一の家族なのだ。彼女が今のままの関係を望んでいないのだとしても、二人の関係がこれからどうなるのか分からないにしても、ずっと大切な存在だということに変わりはない。だからこそ、なにかをしてやらなければ。彼女のために。それができるのは、世界で自分一人だけだ。

「俺おれはそうしない」

　レニの表情はなにも変わらなかった。

「ヒューゴ・ザスはどこにいるんです」

「それを聞いてどうするつもりかしら？」

「狼ろう狂きよう病びようにかかった張本人が治し方を探していないはずはない。違いますか」

「親しん睦ぼく会でも開くつもりか、シグ。実戦であの二人とやり合えば死ぬだけよ」

　レニが淡々と現実を突きつけてくる。それは警告ではなく、確認だった。

「言ったはずです。俺おれはあんたのようにはしない」

「上等な物言いは、実力が伴ってからにすることね。蛮勇は身を滅ぼす」

「生憎あいにくと――」

　シグは皮肉げに笑った。なぜだか父親のことを思い出した。

「――俺はそんなにできた大人おとなになるつもりはないんだよ」

　シャルロッテを一いち瞥べつすると、彼は横開きになっている病室の白い扉に手をかけた。号外に宿泊しているホテルの名前が出ていたはずだった。調べればすぐに分かる。

　黒ずくめの姿が見えなくなると、レニは陰いん鬱うつな表情のままつぶやいた。

「はっ……ガキのお守りも大変だわ」

　そのまま病室の電話の受話器を取り、ダイヤルを回した。きっちりと三回の呼び出し音で相手が出た。ヒューゴとエリーゼをホテルの隣室で視察している作業班だった。

「お客さんが一人そちらに向かう。殺されそうになったらどんな手段でもいいから連れ戻しなさい。ええ、そうよ。明日の試合に支障が出ないようにね」



◆◇◆◇◆



　ヒューゴが宿泊しているのは新市街で一番有名なホテルだった。街並みを一望できる最上階のＶＩＰルーム。シグは魔術士養成学校〈竜の箱庭〉の学生証をホテルの受付に翳かざし、

「シグ・ヘンケルス。魔術士養成学校〈竜の箱庭〉、高等部第二学年、ルクセンブルク教室」

　まだ若い受付の女の子に、シグは部屋を確かめるために適当に言った。

「宿泊中のヒューゴ・ザスさんなんですが、一五〇五号室で間違いありませんか」

「少々お待ちくださいませ。ヒューゴ・ザス様でございますね……いえ、一五〇四号室のようでして――」

「どうもありがとう」

「あ、お客様、困ります！」

　シグは受付の声を無視してエレベーターに乗り込んだ。居合わせた客が腰の長剣を見て驚いた顔をしていた。武器類の持ち込みは原則禁止だ。エレベーターが奇妙な浮遊感を残して最上階にたどり着いた。音もなく扉が開く。

　控えめな照明に照らされた広い通路が広がっていた。複雑な模様が施された赤い絨じゆう毯たんが敷かれていて、乳白色の壁には上品なリトグラフが飾られている。

　一五〇四号室はすぐに見つかった。シグは部屋番号がついている扉の前に佇たたずみ、佩はい刀とうに手をやると鯉こい口ぐちを切った。魔術を使おうかとも思ったが、やめておいた。〈タペストリー〉の編み変えに時間がかかる。魔術士は〈タペストリー〉が編み変えられる気配を本能的に感じてしまうから察知されるだろう。

　シグは右手で柄つかを握り――瞬間、背筋に悪寒が走った。

　咄とつ嗟さに転がるようにして飛びのく。

　ずどん！　という凄すさまじい音とともに、扉の向こう側から巨大な槍やりの先が生えた。それは飛行機が普及する以前に、ワイバーン騎兵が使用していた騎き兵へい槍そうだった。シグが一瞬前までいた空間を見事に貫いている。

　ゆっくりと槍が引き抜かれ、扉が内側に開いていく。佩はい刀とうに手をかけたまま片かた膝ひざ立ちになって室内に視線をやったシグを出迎えたのは、二メートルはあろうかという巨大な騎兵槍を担いでいるエリーゼだった。

「あらあらあら、誰だれかと思いましたら」

　冷厳な眼光で彼女がこちらを睥へい睨げいしてくる。

「どういったご用かしら」

「ヒューゴ・ザスと話をさせろ」

「あなたには礼儀というものを教育して差し上げた方がいいようね」

「へっ……そうかい」

　シグは皮肉げな笑いを見せた。片膝立ちのまま重心を前に置き、床を蹴ける。鯉こい口ぐちを切っていた長剣を鞘さやに戻した。低い重心でエリーゼとの距離を詰め、膝を狙ねらって踵かかとを打ち落とした。どん、という鈍にぶい音。命中したのは床だった。

　エリーゼは顔色一つ変えず、後ろに一歩だけ下がってその一撃をかわしていた。だが、まだ距離が近い。騎兵槍なんて骨こつ董とう品ひんの長物を振り回すには間合いが足りない。

　シグは一歩を踏み込んでさらに間合いを殺した。ほとんど密着するくらいの距離で、右みぎ肘ひじを振り上げる。その一撃はエリーゼの顎あごを掠かすめ――彼女は騎兵槍の重さもあって、そのまま仰のけ反ぞるようにして後ろに倒れ込んだ。

　すかさず踵で踏みつけようとして、シグはぎょっとした。エリーゼが〈タペストリー〉を幻視していた。凄まじい速度で精せい緻ちな編み変えが行われ、魔術が発動する。

「〈天あま翔かける渡わたり鴉がらす〉……！」

　世界が変わる。エリーゼの身体からだは床に倒れることなく浮き上がった。全すべての理ことわりを無視して中空で一回転し、音もなく床に降り立つ。いや、正確には降り立ってはいない。床と彼女の足には一センチほどの隙すき間まがあった。つまり、浮いているのだ。

「思ったよりおできになるようね」

「そいつは光栄だな。〈狼おおかみの営巣〉の〈串くし刺ざし令嬢〉に褒ほめられるとは」

　シグは内心で舌打ちした。室内に踏み込んだものの最上階のＶＩＰルームは広大で、槍を振り回すにも十分だ。彼我の距離は一〇メートル。完全に向こうの間合いだった。

「明日の試合までまてないのなら、殺して差し上げてもよくってよ？」

　エリーゼが騎兵槍の先端をぴたりとこちらに向けた。長い柄を右みぎ脇わきで挟むように構えている。この得物で、あの魔術。〈串刺し令嬢〉と呼ばれている理由が分かった気がした。

　シグは佩はい刀とうの鯉こい口ぐちを切った。柄つかに手をやり、瞬間、エリーゼが爆発的な加速でもって迫ってきた。抜刀する暇さえない。

　ほとんど交錯するようにして、騎き兵へい槍そうの先端がシグの身体からだを――

「くそっ！」

　身を投げ出して間一髪、回避する。予想していたよりも凄すさまじい突進力だ。エリーゼは手にした騎兵槍で部屋にあった高価そうな机を薙なぎ倒し、調度品を無む茶ちや苦く茶ちやにした。恐ろしく暴力的な突進力と破壊力。そのくせ優雅に着地する。

「よくかわしましたわね」

　シグはうめいた。騎兵槍と身体を浮かせて高速で移動する魔術という組み合わせは、単純なだけに厄介だった。小手先の技や駆け引きでどうにかできるものではない。

（……もう簡単には距離を詰めさせてはもらえないだろうしな）

　軽く舌打ちして、シグは音もなく抜刀した。その鞘さや走ばしりの感覚が、鳥肌が立つほどに滑なめらかだったので、シグは自分でも驚いた。ルノアが見つけてくれた新しい剣は、それは見事なものだった。

（いくら速くても、動きは直線的だ。間合いに飛び込んでくるわけだから、返し技を使うこともできるはずだ。問題は、反応できるかどうか……！）

　シグが両手で柄を握って構えようとしたとき、背後で〈タペストリー〉が編み変えられる気配を感じた。咄とつ嗟さに視線だけをやり、

「〈弾丸超特急〉！」

　野太い男の声。〈タペストリー〉が編み変えられた。世界が変わり、現実が置き換わる。

　投げられたなにかをかわすこともできずに、シグは腹部に強烈な衝撃を受けた。まるでごつい鉄球をぶつけられたかのようだ。両足が宙に浮き、そのまま身体をくの字に曲げて吹き飛んだ。エリーゼの横を掠かすめるようにして壁に激突し、

「っ……！」

　衝撃に息が詰まる。手にしていた長剣を取り落とし、そのまま床に手をついて胃液を嘔おう吐とした。なにが起きたのかまったく分からない。

「加減してやったんだ。感謝しろよ」

　魔術を使ったのはヒューゴだった。相変わらず棒つきの飴あめを咥くわえ、右手で小さな鉄球をじゃらじゃらと弄もてあそんでいる。シグは目の前に同じ鉄球が転がっているのに気づき、投げつけられたのがこれなのだと理解した。

「本当に。あなた、ヒューゴが本気だったらお腹なかが吹き飛んでいたでしょうにね」

「エリーゼ、お前も派手に暴れてんじゃねえよ」

「わたくしの顔を殴ったのよ。ちょっとお仕置きして差し上げようと思っただけよ」

「お前のちょっとは即串くし刺ざしだろうがよ」

　ヒューゴは右手の鉄球をポケットに入れると、ゆっくりと近づいてきた。シグの顎あごを掴つかむようにして顔を上げさせ、息がかかるほどに顔を近づける。狼おおかみの耳、真っ青な瞳ひとみ、鋭い犬歯――狼ろう狂きよう病びようの男は言った。

「お嬢ちゃんには釘くぎを刺しておいたからな、どうも差し金ってわけでもなさそうだ。お前、明日のエリーゼの相手だろうが。なにが目的だ、ん？」

「昼間、あんたとやり合ったときに女の子がいただろう」

　ヒューゴの腕を掴つかみ、無理矢理に振り払う。

「狼狂病になった」

「ほお……それで？」

「あんたなら知ってるんじゃないかと思ったんだよ。元に戻る方法を」

　シグは腹部を押さえながらどうにか立ち上がった。

「なんでまたそう思う。俺おれはこの化物じみた身体からだもそれなりに気に入ってるんだぜ」

「あんたはずっと帽子を被かぶってた。本当に気に入ってるなら、その耳だって隠したりはしない。少なくとも俺だったら、そうだ」

　それを聞いたヒューゴは破顔した。肩を揺らして笑うと、芝居がかった仕草で額ひたいをぴしゃりとやる。鋭い犬歯を剥むき出しにして、彼は野性味ある笑みを浮かべた。

「くっくっ……正解だよ。俺はこんな身体、ちっとも気に入っちゃいねえのさ。あの砂漠から帰ってきてから元に戻す方法を探し続けてるよ。二〇年以上、ずっとだ。それを聞けるかもしれないと思って乗り込んできやがったのか？　自分のことでもないのに？　まったく、無む茶ちや苦く茶ちやな野郎だ。その蛮勇は尊敬に値するぜ」

「あんたにゃ、関係ないことだ」

　シグは殺気立った眼光でヒューゴを睨にらみ据すえた。

「もしもシャルロッテが狼狂病でどうにかなってみろ。空の果てだろうがあんたを捜し出して贖あがなわせてやる」

「随分な入れ込みようじゃねえか」

「そうかよ」

　吐き捨てるように言い放つ。できるできないなど関係ない。シャルロッテのためだったら、自分はそうするだろう。子供のときからずっと一緒だった、大切な、今となってはたった一人の家族なのだ。彼女のために――

「俺がやらなきゃ、誰だれがやるってんだ」

　シグの言葉に、ヒューゴはどこか嬉うれしそうににやりとした。ひっくり返っていた椅い子すを元に戻すと、どかっと腰を落とす。両りよう膝ひざに手をつくと彼は身を乗り出した。

「発病の因子を持っていたようだな、そのシャルロッテって娘は。俺に近づかなけりゃ、そんなことにもならなかっただろうにな」

　やおら真剣な表情で、ヒューゴは言った。

「すまねえことをした」

「ヒューゴ、なにもあなたが謝ることでは――」

「黙ってろ、エリーゼ」

　低い声に、彼女は身をすくめた。

　シグは思いも寄らなかったヒューゴの反応に戸惑い、黙っていた。

「残念だが、このくそ忌いま々いましい病を完治させる方法はない。今夜の峠とうげをすぎれば、命を落とすことはないだろうが――後遺症が残るだろう。まあ、俺おれは特殊な例だがな。けどなあ――完治できる可能性がないわけじゃねえ」

「ヒューゴ、もうよろしいではありませんか」

「黙ってろと言っただろうが。ひょっとしたら殺されるかもしれないってのに、誰だれかのために身体からだを張るなんざ。くっくっ……俺はそういうのは割と嫌いじゃねえのさ。だからちょっとばかりご褒ほう美びをやるよ」

　ヒューゴは椅い子すから立ち上がると、ほとんど聞こえないような囁ささやき声になった。身を屈かがめるようにして、シグの耳元で言ってくる。

「一ヶ月前、ファーレンハイト航空九○三便。お前、ワルサー・ザウエルと一緒だったな」

　続けられた言葉に、シグはぎょっとした。

「どこまで知ってる」

「なんのことだ……」

「そういう駆け引きができるタマじゃねえだろ。〈血ち塗まみれの竜王女〉と〈ヴァルハラ舞踏会〉のことさ」

　シグはようやく理解した。なぜこの男が〈竜の箱庭〉にやってきたのか。ザウエル邸を焼き払ったのか。目的はルノアと同じだった。

「あんたとエリーゼは、〈党〉の……？」

「ワルサー・ザウエルなら、ご名答とでも言うところか。俺たちは世界のどこにでも浸透している。深く。静かに」

　だからといって。あの第三帝国空軍陸戦隊の切り札、魔術教導機関〈狼おおかみの営巣〉の機関長と、飛び切りの腕っこきである上級魔術士が揃そろってそうだとは。

　ヒューゴはズボンのポケットから古びた黒革の手帳を取り出した。

「こいつには〈血塗れの竜王女〉に関するザウエルの研究成果が詰まってる。俺たちの目的はこいつの回収だ」

　そして残りは一切の手がかりを与えないために焼き払ったというわけか。〈竜の箱庭〉をはじめ、〈血塗れの竜王女〉を捜している組織はいくらでもあるのだろう。

「リンドブルムの叡えい智ちだ。そいつがあれば狼ろう狂きよう病びようも完治させられる、かもしれん。狼狂病はリンドブルムと人間が戦争やってた時代の魔術が原因の遺伝的疾患でな、その魔術の影響を受けた因子を持ってる奴やつと発病者が一定の距離に近づくと〈タペストリー〉が影響を受けて感染するのさ。力を完全に取り戻した〈血塗れの竜王女〉なら、その編み変えられた〈タペストリー〉を元に戻せるかもしれねえ。なにせリンドブルムは全すべての〈タペストリー〉を幻視し、編み変えたって話だからな」

　ヒューゴはそこまで言うとゆっくりと離れていった。手帳を掲げ、

「その気があるならお前も〈血ち塗まみれの竜王女〉を捜すがいいぜ。明日の試合でエリーゼに勝ったら、こいつをくれてやるよ」

「ちょっと、本気で言っていますの？」

「ああ、俺おれはいつだって本気さ。それに、お前が負けるかよ？」

「それはそうですけど……」

「悪い話じゃねえだろ。せっかくの交流戦だ。あっさり降参されてもつまらねえからな」

　確かにこれは悪い話ではない。どうやらヒューゴはルノアやリラのことを知らないようだった。知っていたのは〈党〉とやらではザウエルだけなので、当然といえば当然だが。

　シグは落ちていた剣を拾い上げて納刀すると、静かにうなずいた。

「交渉成立だ」

　ヒューゴは右手のポケットから小さな鉄球を取り出すと、なんの前触れもなく〈タペストリー〉を幻視した。世界の設計図が編み変えられる。現実が、変わる。

　無造作にヒューゴが鉄球を投とう擲てき。それは物もの凄すごい勢いでシグのすぐ横を通り、壁に激突した。爆発物でも使ったかのような音と衝撃。恐る恐る見やると、壁に大きな穴が穿うがたれていた。シグが喰くらったものよりも数段大きな威力だ。

　穿たれた穴の向こう。唖あ然ぜんとしている男たちにヒューゴは言った。

「お帰りだとよ。送って差し上げたらどうだ、視察作業班の諸君」



◆◇◆◇◆



　どんな顔をしてシグに会えばいいのだろうか、と思っていたのだが。一日ぶりに帰った部屋には誰だれもいなかった。狭い部屋がどこか閑散として寂しく思える。

「…………」

　ルノアは右手に下げている紙袋に視線を落とした。衣装一式が詰まっている。よくよく考えればバカげている。まさか自分から言うのか、シグに。わたしもミスコンに出ることにしたぞ、などと。

「バカげている」

　今度は声に出した。こんなことで、なにが解決するというのだ。もし仮に、自分がシグのことをあれこれと気になっているとして。いや、絶対にそんなことはないのだが。だから別に、こんな服を着て褒ほめられたところでなんとも思わない。

　ルノアは自分に言い聞かせるようにしてつぶやいた。

「シグになにを言われようが、まったくなんとも思わないぞ」

　普段はリラが使っている姿見に自分の姿を映した。なんとなく紙袋からドレスを取り出してみた。身体からだの前に持ってきて、ルノアは無理矢理に笑ってみた。普段はむっつりとしていることが多い顔が、引ひき攣つったようにして笑った。

（……可愛かわいい、とか言われたりするのだろうか）

　見違えたとか、似合うとか、言われたりするのだろうか。なぜだか鼓動が速くなったことに、ルノア自身が驚いた。なかったことにするかのようにドレスを紙袋の中に突っ込み、

「なにをやっているのだ……わたしは」

　彼女は鏡の中の自分にうめいた。

「ルノア……？」

　いきなり聞こえた声に、びくりと身体からだを震わせる。心臓が飛び出るかと思った。人の気配を感じて振り返ると、冴さえない表情でシグがこちらを見ていた。

「い、い、いつからそこにいるのだ！」

　まさか全部見られていた、などという最悪の事態になっているのか……！

「見たのか？　見たんだな？　わたしのことをバカにしているのだろう！　心の中で嘲あざ笑わらっているにいるに違いない！」

　彼女はわたわたと両腕を振り上げてまくし立てた。恥ずかしくて死んでしまいたい。シグに詰め寄って両肩に手を置くと、激しく揺すり立てる。

「さあ言え！　本当のことを言え！　安心しろ、わたしはなにを言われても動じないぞ！」

「な・ん・だ――」

　シグは両肩に置かれた手を掴つかむと、

「この仕打ちは！」

　どうにかして振り解いた。激しく揺すられすぎて頭がくらくらする。

「お前は！　帰ってきたと思ったらいきなりなにしやがる」

「くっ……こんな辱はずかしめ。わたしにも心の準備というものがだな」

「さっきから、お前の話がまるで分からないんだが。なにを言ってるんだ」

「なに？」

「だから、お前の話がまるで見えな――」

「ではなにも見ていないのだな」

　ルノアがほっとした表情を浮かべる。

「そうならそうと早く言え、このバカ」

　今までの取り乱しようが嘘うそのように、彼女はツンと澄ましたような、むっつりとしたような表情になる。紙袋を足で蹴けってしきりに遠ざけ、ルノアは偉そうに腕を組んだ。

「……ったく、俺おれが一体なにを――」

　うめくように言いかけて、シグははっとした。約束を破ったせいでルノアを怒らせたままなのだ。次に会ったらどんな顔をすればいいのかと思っていたら、これだ。心の準備もなにもあったものではない。それは向こうも同じようで、今さらなにを言っていいのかもよく分からずに憮ぶ然ぜんとしてこちらを見ていた。

　気まずい沈黙が二人を支配する。

　シグは意を決して口を開いた。

「……昨日はどうしたんだよ」

「……あのあとルッツに会って、留守だというから部屋を間借りしたのだ」

　改めてぎこちなく会話が成立した。

　ルノアはふいっと横を向くと、ぼそぼそと言った。

「別に、お前には関係ないことだ」

「関係ないことあるか。心配して捜したんだぞ、一応は。ったく、ルッツに会わなかったら野宿でもするつもりだったのかよ」

「うるさい。そもそもお前が――」

　ルノアがきっとこちらを睨にらんでくる。

「わたしとの約束を守らないからだ。バカ！」

　それはそのとおりだったので、シグは神妙な面持ちになった。

「全部、俺おれが悪い」

　シグは静かに言った。真剣な声音だった。

「ごめん」

　素直に頭を下げる。とにかくも自分が蒔まいた種だ。言い訳のしようもない。

「この優柔不断男め」

　ルノアはそれでも憮ぶ然ぜんとしたままだった。表情を緩めることなく、

「他ほかに言うことがあるだろう。バカ」

　そう言われてシグは顔をゆっくりと上げた。唇を舌で湿らせる。小さく嘆たん息そく。分かってはいるのだが、面と向かって言うとなると気恥ずかしい。それでもどうにか佩はい刀とうしている長剣をベルトから外した。自分にはもったいないくらいの代物だ。

「これ……ありがとな」

　小さくつぶやいて黒い瞳ひとみを彷徨さまよわせる。

　それを聞いたルノアはほんのわずかだけ口元を綻ほころばせ、意地悪くシグの顔を覗のぞき込んだ。

「なんだ、聞こえないぞ？」

「だから……」

「もう一度言ってみろ。ん？」

　なんて女だ。人がせっかく殊勝な態度を見せてやっているというのに。こういうときは女神のような笑顔で許してくれるものなんじゃないのか？

　シグは半眼になってルノアを見み据すえた。

「……うるせえ！　聞こえてるだろ、お前」

「む。なんだその態度は」

「む。じゃねえ。この性悪女が」

「わたしのどこが性悪なのだ。それをいうならお前の方こそ、いつもわたしにあんな屈辱的な格好を……！」

「なんならまた、“〝お座り”〟させてやってもいいんだぞ」

「くっ、なんと卑劣な」

　いつものように罵ののしり合い、二人はぜえぜえと肩で息をした。お互いに睨にらみ合い、シグは奇妙にもほっとしている自分に気づいた。

（おいおい）

　苦笑する。いつの間にか、こんな調子が当たり前になってしまったらしい。元に戻ってほっとするくらいには。まったくもって、納得はできないが。それでも続けていくしかないことは分かっている。彼女は舞踏会に招待された王女さまで、自分はそのパートナーなのだ。今はまだ、手を差し伸べても王女さまはその気になってはくれないが。

「ルノア、頼みがあるんだが」

　シグは未いまだに凶暴な眼光を投げかけてくる彼女に言った。

「明日の試合にどうしても勝たないといけなくなった」
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　新市街の工業地帯は夜になると人ひと気けもなく、等間隔に設置されたガス灯の寂しい灯あかりが点々としているだけだった。巨大な煙突も煙を吐き出すことをやめ、日中は騒がしいラインも今はぴたりと停止している。そんな中で、ひっそりとした明かりが建物の隙すき間まからもれ出ている小さな町工場があった。

（町工場の従業員がやけに背後を気にするじゃないか）

　ルッツはノコギリ屋根の工場に挟まれている細い路地から、追尾していた男が町工場に入っていくのを確認した。ほっと一息を吐く。周りは薄汚れた壁。散乱したゴミに、一年中あるような水みず溜たまりがいくつも見える。すえた臭においが鼻び腔こうを突いた。

「まったく……勘弁してほしいね、こんな泥をさらうみたいな仕事はさ。表舞台の人間だよ、僕は。影が薄くなっちゃったらどうしてくれるんだか」

　ルッツはぶつぶつと言いながら、レニから渡された資料を思い出した。細ほそ々ぼそと飛行機のエンジン部品を作っていたこのシュバッツ製作所は、一週間前にナハティガルという実業家に買収されていた。もっとも、レニが言うにはそんな人物は実際には存在していない。

　ルッツの仕事はこの町工場の従業員とされている連中の行動を確認し、レニに報告を上げることだった。こんな仕事は門外漢なのだが、追尾作業に従事する人手が不足しているらしく、ルクセンブルク教室に編入されたルッツにもお鉢はちが回ってきた。

「なにをやっているのやら」

　行方不明になっているコンテナの中身は、いくつかの仲介業者を経てここに納品されているはずだった。中身は偽装のためのポルノ雑誌ではないだろう。町工場でなにかを組み立てていることは間違いないようだった。

「教えてやろうか」

　背後から聞こえた女の声に、ルッツはぎくりとした。振り返る間もなく、背後から首に腕を回される。

「がっ……くっ……！」

　ルッツは咄とつ嗟さに首に回された腕を引き離そうとしたが、微動だにしない。万力のようにぎりぎりと首が絞め上げられていく。

「下へ手たくそな追尾だと思ったら、ザウエル教室の魔術士じゃないか」

「ウー……フー……！」

　しゃがれた声が、ルッツの喉のどからもれた。どうにか背後に視線だけを送る。煌こう々こうと輝く橙だいだい色いろの目が、冷え冷えとした殺気を宿していた。絞め上げる腕の力がさらに強くなる。

　息ができなくなり、ルッツは首の骨と筋肉がいやな音を立てるのを聞いた。爪つま先さきがわずかに宙に浮く。容赦のない怪力だった。このままではすぐにでも首が折れる……！

　ルッツは身体からだのすぐ近くにあった壁を蹴けった。ほとんど駆け上るようにして身体を半回転させ、その勢いでどうにか腕を振り解いた。転がるようにして路地から飛び出す。

「うげっ！　ごほっ！」

　酸素を思い切り肺に吸い込み、ルッツは喘あえぎ声をもらした。それでも彼は本能的に次の行動を取っていた。懐から文庫本を取り出すなり、〈タペストリー〉を幻視する。複雑精せい緻ちな世界の設計図の一部を思いどおりに編み変え――鉄球がぶち当たったような重たい衝撃を頭に喰くらい、彼はもんどり打って倒れ込んだ。

　強烈な蹴りをもらったらしい。

「くっそ……！」

　頭がくらくらして身体が動かなかった。思わず額ひたいを押さえ、ルッツはぬるりとした感触にぞっとした。手の平を見ると、血がべっとりとついている。

「甘い甘い。魔術を使わせるとでも思ったか？」

　ウーフーはルッツに馬乗りになると、自動拳けん銃じゆうの銃口をぴたりと額に押し当てた。

「まったく、公安も手早い仕事をするものさ」

「あんたがなにをやらかすつもりなのか、うちの先生がえらく気にかけていてね」

「〈竜の箱庭〉の〈鳴かない雌めす犬いぬ〉かい。それにしちゃあ、お粗末な奴やつを使ったもんだ。追尾対象に釣られてすぐに動くようじゃねえ。感づいてくれと言ってるようなもんだ」

　どうやら昨日のカフェのことを言っているらしい、とルッツは思った。

「確かにお粗末だったかな。僕はこういう仕事には向いてないもんでね。見てのとおり華があるからさ。それに、女に上に乗られるのも性に合わないかな」

「面白くもないし笑えない冗談だが、お前は運がいい。依頼人の意向でねえ、〈竜の箱庭〉の連中は極力殺さないことになってるのさ。まあ、極力だけどねえ。明日一日は大人おとなしくしていてもらおうか。ええ、坊や」
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　寮の中庭は頼りなげなガス灯と月光でぼんやりと照らされていた。シグは噴水の前のベンチに腰を下ろすと、おおよその事情を聞いて顎あごに手をやっているルノアを見た。

「なるほど。その男の仮説は可能性としては確かにその通りだ。狼ろう狂きよう病びようが魔術によって編み変えられた〈タペストリー〉が原因だとしたら、編みなおしてやればいいのだからな」

「やれるんだな。ロッテを元に戻せるんだな？」

　シグの言葉は、自分でも驚くほどに重たい響きだった。眉み間けんに皺しわを刻み、険しい表情でルノアを見上げる。それはどこか懇願しているようでもあった。

〈タペストリー〉が元に戻ろうとする力――〈矛盾の蛇〉を無視できるほどの高度な魔術だ。〈血ち塗まみれの竜王女〉を七分割したマウザーの魔術のように。そんなものを本当に元に戻せるのだろうか？

　シグの胸中を見透かしたように、ルノアは不敵に笑った。

「わたしを誰だれだと思っているのだ？　千里の彼方かなたまで世界を幻視し、無限の魔術を行使した〈血塗れの竜王女〉だぞ……まあ、本からの受け売りだが」

「……そうだな」

　大きく息を吐き、シグは傍かたわらの長剣を手にして立ち上がった。今夜を乗りきればシャルロッテの命は助かる。あとはどんな後遺症が残るかだ。それも――リンドブルムの叡えい智ちがあれば元に戻してやれる。

「お前を信じるしかないか」

「飛行船のときもそうだったな。そんなにあの娘が大切なのか」

　こちらと少し距離を取りながら、ルノアが言ってきた。

「俺おれはな、ルノア――」

　シグはぽつりとつぶやいた。それは自分自身に確認するためでもあるような気がした。知らず知らずに頬ほおが引ひき攣つった。拳こぶしをきつく握り締める。

「――怖いんだよ」

「怖い？」

「俺の側そばから誰かがいなくなるのはもうご免なんだ」

　物心ついたときにはいなかった母。突然に雲の向こう側へ消えた父。自分が世界で独りでないと教えてくれたのはシャルロッテだった。だから自分は――もう失いたくないから、子供心に誓ったのだ。

「俺はずっと昔にあいつに言ったんだよ。守ってやるって」

　シグはルノアを真まっ直すぐに見み据すえた。精一杯、強気な笑みを浮かべる。

「俺は嘘うそつきにはなりたくないからな」

　シグの目を見返して、ルノアは少しだけ口元を緩めた。いざとなったらこういう覚悟を決められるところは、シグのいいところなのだろう。そんなことを思う。

　彼女は五メートルほどの距離を取ると、〈タペストリー〉を幻視した。

「いいか、シグ。古来より槍やりは刺し突とつの極致。間合いにおいて刀剣の及ぶことなしと知れ」

　世界がルノアの意志に従って編み変えられる。その手に二メートルほどの半透明の魔術の刃やいばが出現した。ちょうど、エリーゼの騎き兵へい槍そうと同じくらいの長さだ。

「だが、勝機はある。槍やりと相対するとき、撃剣において静は動よりも意味を持つ。静によっては間合いを殺し、動に転じては敵を斬きる」

　怜れい悧りな表情でルノアに見み据すえられ、シグは息を呑のんだ。

「今からお前に教育してやる。槍との戦い方をな。多少の怪け我がは覚悟しろ」

「へっ……望むところだ」

「抜け。まずは槍の間合いの怖さを身体からだに叩たたき込んでやる」

　言われるまでもなく、シグは抜刀した。闇やみの中に艶なまめかしい刃の銀光が弧こを描いた。

　まずはエリーゼに勝って、ザウエルの手帳を手に入れる。それから帰ってきていないあのじゃじゃ馬娘のことをなんとかしないといけない。

　やらなければならないことは山積みだった。

　裂れつ帛ぱくの声を響かせて、シグは白刃を撃ち込んだ。

　鋭い金属の悲鳴が闇を切り裂く。

　カッと火花が舞い散った。



    

  
    
      
第六章



　夜が明けて二日目となると、交流戦の雰囲気は少しばかり張り詰めたものに変わった。〈竜の箱庭〉の代表と他ほかの組織の魔術士との試合は、面子めんつを懸かける〈竜の箱庭〉執行部はもとより、優秀な魔術士を探している神聖連合皇国指導部、あるいは七帝国の様々な機関、組織のスカウトも注目していた。

　試合が行われるのは、学校の敷地内に建てられた格技場だった。レンガ造りのすり鉢ばち構造をした建造物で、中央に石畳を敷き詰めた楕だ円えん形けいの舞台がある。普段は実戦的な訓練を行うために使用され、多くの生徒が這はいつくばった経験を持っている場所だった。

　今は試合用に観客席が増設され、学生や一般客でかなりの盛況を呈していた。

（バカバカバーカ、シグのバーカ）

　そんな観客をずかずかと蹴け散ちらしながら、リラは胸中で繰り返した。

（シグのバカ……）

　丸いレンズの色いろ眼鏡めがねを頭に押し上げて、いつも通りの私服姿だった。最前列までやってくると舞台と観客席とを隔てている壁に肘ひじを乗せ中央の舞台を見やる。今は交流戦実行委員長であるレニがマイクを片手に挨あい拶さつをしていた。

　右手を握ってから開いてみた。シグを思い切り引ひっ叩ぱたいた感触がまだ残っているような気がした。リラは拗すねたようにむすっと頬ほおを膨らませた。

（でもって、あたしもバカか……）

　あんな別れ方をしたものだから部屋にも帰れずに、ホテルで一晩すごした。少しだけ頭が冷えた。そもそもあのステージを用意してくれたのは彼なのに。歌わせてくれたのは彼なのに。一人で勝手に浮かれて、それで怒って、ありがとうの一言も言っていない。

　だからこうして、気まずい思いをしながら観みにくることになるのだ。

「あんなに怒るんじゃなかった」

　リラは肩を落としてつぶやいた。シグがきてくれなかったことがどうしてこんなにショックなのか、自分でも分からなかったのだ。大勢の観客に拍手と喝かつ采さいを浴びて、間違いなくあのステージは満足いくものだった。だというのに、シグがきていないと分かっただけでどうしようもなく沈んだ気分になるのだ。

　リラは顔を上げた。

　認めなければ仕方ない。輝いている姿を一番見せたかったのはあいつなのだ。歌を一番聴いてほしかったのはあいつなのだ。

　だから、きてくれなかったのは、とても悲しい。

　でも、これでケンカ別れしたままになってしまうのは、もっと悲しい。

　自分にはルノアのような舞踏会のパートナーとしての絆きずなもなければ、シャルロッテのような歳月がつくった絆もない。彼との間には、まだなにもない。それが怖かった。

（バッカみたい）

　リラは壁に額ひたいを軽くぶつけた。

　こんなことでうじうじしているのは、自分らしくない。引ひっ叩ぱたいたことを謝って、それからありがとうを言って、もうちょっとだけ素直になろうと思った。

『勝敗を決するは古いにしえより、研ぎ澄ましたる己が身体からだと技、そして魔術のみ。それが魔術士の理ことわりであります。今年の交流戦を戦うは、〈狼おおかみの営巣〉のエリーゼ・ヴァレンシュタイン』

　レニの暗い声が格技場に響いた。

　観客のざわめきが聞こえて、リラは舞台を見た。

　巨大な騎き兵へい槍そうを担いだ、すらりとした少女が舞台に上がっていた。ピンクがかった金髪を巻き髪にして、茶色の開襟シャツと黒い膝ひざ丈たけのズボン、編み上げのブーツという出いで立たちだ。

『そして、〈竜の箱庭〉のシグ・ヘンケルス。魔術士の矜きよう持じをもって、素晴らしい戦いにならんことを』

　レニが優雅に一礼をした。
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　悠然と舞台に上がったエリーゼは、観客の拍手や口笛に手を振って応こたえていた。まるで女優のように堂に入っている。華やかなものだった。

　中央の舞台へと続く入場口の壁に背を預け、シグは無責任に騒ぐ観客を眺めた。一般の観客は魔術士同士の戦闘なんていう見世物が楽しめるわけだし、〈竜の箱庭〉の生徒にしてみればあの〈串くし刺ざし令嬢〉がどんな魔術士なのかと興味津々だ。例年よりも盛り上がっているのがよく分かる。

「お前の話どおりの物騒な得物だな」

　同じようにして舞台を見ていたルノアは、顎あごに手をやって唸うなった。

「気楽に言うなよ」

　シグは表情を強こわ張ばらせた。彼は学校から支給される黒い戦闘服姿だった。特殊な耐刃防弾繊維と身体からだの要所を脱着式の装甲板で強化できる、〈竜の箱庭〉の魔術士の必需品だ。

　シグは無意識に腰の剣に触れた。手が震えているのが分かった。昨夜の一戦は現実感を持たせてくれるには十分すぎた。今では生々しいほどにエリーゼとやり合う想像がつく。怖くないと言えば、嘘うそになる。本当に勝機なんてものがあるのか。

「震えているな」

　ルノアの怜れい悧りな声に、シグは拳こぶしを握った。

「まあな。悪いかよ」

「いいか、シグ。相手に呑のまれるな。気組みで負ければ、端はなから勝機はないと思え。相対して五ご分ぶならば、勝機はある。だがそれでも――」

　ルノアの声が耳に残る。

「機会は刹せつ那なだ」

　エリーゼの魔術の正体と得物が分かったところで、たった一晩でどうなるものでもない。とりわけ騎き兵へい槍そうとあの魔術の組み合わせは下へ手たな小細工など全すべて蹴け散ちらしてしまう。技と力で正面からやり合うしかない。

「分かってるさ。やってやるよ」

　ほとんど徹夜だったこともあり、シグの顔には疲労が滲にじみ出ていた。だが、瞳ひとみには強い光が宿っている。彼は自分に言い聞かせるようにしてつぶやいた。

（ロッテも頑張ったんだからな）

　試合前にレニから聞いたところでは、発症してから一二時間が経過してシャルロッテの熱は下がり始めているらしい。これで命に関かかわることはない。あとはどんな後遺症が出るのかだけだ。

（俺おれが絶対にどうにかしてやる……！）

「あまり入れ込みすぎるなよ」

　ルノアの怜悧な声に、シグは静かにうなずいた。彼女が続けて言ってくる。

「忘れるな。クルツ派一刀流鬼走りに攻め手なし」

　それもまた散々聞かされた言葉だった。ひたすらルノアを相手に技のコツを覚えることに終始したわけだが……はっきり言って、まったく掴つかめていなかった。ぶっつけ本番だ。

「案ずるな。魔術士同士の戦闘には相性がある。あの女の魔術が飛び道具だったなら、お前は手も足も出ずに完敗だった。だが、これは槍やりと剣の戦いだ」

　ルノアが背中を思い切り叩たたいてきた。

「痛いてえな……」

「あんな女一人どうにかできずして、舞踏会のパートナーになれると思うな。わたしは一応……お前の撃剣には、少しだけ期待している」

　シグはぽかんとした表情を浮かべた。恐ろしく恥ずかしいことを口にしてしまったかのように、ルノアは言葉の最後の方はもごもごとしていた。

　シグはわずかに笑った。

「お前に褒ほめられるのは初めてかもな」

「うるさい。とっとといかないか、バカ。この三流魔術士め！」

　慌てて背中を蹴けってくるルノアの言葉を背に、シグはゆっくりと格技場の舞台へと向かった。不思議と震えはとまっていた。ルノアの言葉の、なんと心強いことか。

　シグは舞台に上がり、こちらを冷厳と見み据すえてくるエリーゼと対たい峙じした。

　歓声だか野次だか、よく分からない声が上がる。

「よくもまあ逃げずにお出でになりましたこと」

「こちとら色々とあるんだよ。あんたに勝って、手帳を手に入れないといけないんでな」

「身の程を弁わきまえたらいかがかしら。昨日のようにいくとは思わないでいただきたいわね」

　エリーゼは冷笑を浮かべ、右肩に担いでいた騎き兵へい槍そうをゆっくりと下ろし、先端をぴたりと舞台の石畳につけた。

　右みぎ脇わきに長い柄つかを挟むようにして構え、腰を落とす。右足を引いて半身になり、体勢の均衡を取るようにして、左手を水平に翳かざしてこちらに向けてくる。

　試合開始の合図である鐘が派手に打ち鳴らされた。それに合わせてレニが叫ぶ。

『〈竜の箱庭〉シグ・ヘンケルス対〈狼おおかみの営巣〉エリーゼ・ヴァレンシュタイン！　交流戦無制限一本勝負！　始め！』

　地鳴りのような歓声が、格技場全体を震わせた。それとは正反対に、舞台の上は冷え冷えとした空気に支配されている。

「それでは、エリーゼ・ヴァレンシュタイン――参ります」

　エリーゼが〈タペストリー〉を幻視したのが分かった。複雑で精せい緻ちな世界の一部が、迅速かつ正確に編み変えられる。それは本当に、瞬またたく間のできごとだった。

「〈天あま翔かける渡わたり鴉がらす〉」

　エリーゼの凛りんとした声が響いた。彼女の身体からだが、石畳から数センチほど宙に浮く。同時に、爆発的な加速力でこちらに向かって突進してきた。

　シグは佩はい刀とうの鯉こい口ぐちを切り――抜刀すら間に合わない。心構えはしていたが、一瞬で間合いが詰まり、長大な騎兵槍が迫りくるのは恐怖以外のなにものでもなかった。

「く……そったれ！」

　反射的に身体からだを捻ひねりながら右足を引いた。その勢いで抜刀する。同時に騎き兵へい槍そうの先端が右肩の装甲板を押し潰つぶすようにして触れ――

「!?」

　シグは右肩がなにかに持っていかれるような錯覚を覚えた。エリーゼが交錯するようにして滑っていく。引っかけられたように身体が宙に浮き、シグは数メートルを投げ出された。石畳に背中を強したたかに打ちつけ、ごろごろと転がった勢いで立ち上がる。

　右腕が痺しびれて動かない。ぞっとした。完全に拉ひしやげている肩の装甲板が近くに転がっていた。こんなものを生身で喰くらった日には、文字通りの串くし刺ざしになってしまう。

「あらあら、残念」

　エリーゼが音もなく着地する。

「そんな剣一本でわたくしの相手が務まるとお思いかしら？」

「なにを言われようが、俺おれにはこいつしかないんだよ」

　右手の感覚はどうにか戻ってきたが、あの加速力に反応がついてこない。

　シグはルノアの言葉を思い出した。鬼走りに攻め手なし。剣が槍やりに勝つには、攻め気を誘って出てきた瞬間を逃さずに間合いを殺すしかない。そういう意味ではエリーゼの攻撃は瞬間的には完全にシグの間合いに入っている。

（……どうにか魔術を使えれば）

　だが、〈タペストリー〉を編み変えるのに一〇秒。とてもではないが、そんな隙すきはない。

　シグは悠然としているエリーゼを見み据すえた。右足を引いて腰を垂直に沈め、長剣を握る両手を腰の位置に落とした。柄つか頭がしらをエリーゼに向け、左肩越しに彼女を見やる。

　自分の息遣いが聞こえた。

「降参するなら今のうちよ、勇ましい黒ずくめさん」

　瞬間、エリーゼが〈タペストリー〉を幻視して、編み変えた。瞬またたきするほどの時間。槍と相対するとき、撃剣において静は動よりも意味を持つ――ルノアの声が頭の中で蘇よみがえったが、シグはすでに動いていた。

　滑るようにして間合い詰める。

　そのまま腰の捻りで白刃を斬きり上げた。

　エリーゼはその一いつ閃せんを上半身をわずかに反らすようにしてかわした。

　刃やいばが空を斬る。身震いするほど美しい鈍にび色いろの弧こが、エリーゼの眼前すれすれを通りすぎていった。彼女はそのまま舞い上がった。空高く。まるで翼でもあるかのように、優雅に、美しく。上空で重々しい騎兵槍を回転させ、右手一本で逆手に持ち替えた。

「マジかよ！」

　シグが叫ぶのと、彼女が騎兵槍を地上に向かって投とう擲てきするのとはほぼ同時だった。信じられないくらいの高速で、巨大な槍が迫ってくる。

「だらあっ！」

　ほとんど反射的に、シグは騎兵槍を蹴けり上げた。

　腰を沈め、左足を軸にして、真上に右足を振るった。ブーツの踵かかとに仕込まれた鉄骨が悲鳴を上げて、足の骨がびりびりと軋きしんだ。

　騎き兵へい槍そうがあらぬ方向へと飛んでいく。重々しい音を立てて石畳に激突し、弾み、滑空してきたエリーゼに拾い上げられた。そのまま騎兵槍を構え、彼女は石畳を滑る。

「だから降参なさいと言いましたのに！」

　その言葉とは裏腹に、エリーゼの表情には一切の躊躇ためらいもなかった。

　猛もう烈れつな速度でシグとの間合いを詰め、右手の騎兵槍を突き出す。

　完全にシグの胴を捕らえている。

　ぐしゃりというなにかが拉ひしやげる音とともに、シグの身体からだが宙に浮いた。内臓が吹き飛んだかと思うような衝撃に視界が白くなり、右手の長剣を派手に投げ出す。次に焦点が定まると、シグは立てられた騎兵槍の先端でくの字になっていた。百も舌ずの早はや贄にえのように。

　どよめきにも似た歓声が客席から上がった。

　眼下には騎兵槍を持ったエリーゼがいた。

「少し勢いが足りなかったかしら。仕込みがお好きなようですものね」

　腹部の圧迫感で、シグは言葉が出てこなかった。戦闘服の腹に仕込んである金属板が拉げている。これがなければと思うとぞっとした。文字通りの串くし刺ざしだ。

　大きく騎兵槍を振られ、そのまま投げ捨てられる。鈍にぶい音を残して、シグは石畳に背中を強したたかに打ちつけた。うめき声をもらしながらもどうにか立ち上がる。もうどこが痛いのか分からなかった。全身、打撲と擦り傷だらけだ。

「次で最後にいたしましょう」

　エリーゼの冷厳な声は、死神からの宣告にも聞こえた。

「へっ……そううまくいくかよ」

　シグは皮肉げな相そう貌ぼうを歪ゆがめ、使い物にならなくなった腹部の装甲板を外して足元に投げ捨てた。血が混じっている唾つばを吐き、いつの間にか切れていた口元を拭ぬぐう。鉄の味が口の中に広がった。



◆◇◆◇◆



「あのバカ……！」

　入場口の壁に背中を預けたまま、ルノアはこめかみを押さえて小さく頭を振った。あれほど自分から仕掛けるなと言ったのに。確かに〈タペストリー〉を編み変える一瞬に隙すきはあるが、向こうとて必殺の間合いの外し方は心得ている。

「ルノア！」

　名前を呼ばれて視線を向けると、人影が観客席の壁を軽々と飛び越えた。リラだった。彼女は見事に着地を決めると勢いよく立ち上がり、

「なに平然としてんのよ！　シグが――」

　青い顔でこちらを見てくる。瞳ひとみには不安げな光が揺れていた。

　ルノアはむっつりと舞台を見た。騎き兵へい槍そうの先端から投げ捨てられたシグがふらふらと立ち上がっている。確かに、このままでは勝ち目はないかもしれない。下へ手たをしたら本当に殺されかねない。だが、まだ可能性は残っている。シグならやれるのではないかと思う。

　ルノアはそんなことを思った自分に驚いた。いつからこんな風に思うようになったのか、自分でもよく分からないのだ。

「ルノア！」

　苛いら立だたしげなリラの声にはっとする。壁に押さえつけられるようにして肩を掴つかまれた。お互いの視線が交錯した。リラはもうほとんど泣きそうだった。

「もう見てられないの！　あんたならとめられるでしょ！　どうにかしてよ！」

　一言一句、強い口調で言ってくる。そんな彼女を、だがルノアは怜れい悧りな表情で見返した。

「それはシグが決めることだ。あいつは自分の意思であそこにいるし、降伏しない」

「なによ、それ――」

　リラは意味が分からずに大きく頭を振った。艶つややかな黒髪が左右に揺れる。すがるようにしてか細い声をもらす。

「このままじゃ……シグが殺されちゃうよ……」

　好きな男が散々痛めつけられている様子など、見れたものではなかった。ましてやあのバカは、あたしの気持ちになんて気づいているのかいないのか分からないのだ。そんなままで二度と会えなくなるなんてご免だった。

「わたしだって、シグがあの女に殺されていいと思っているわけではない。ただ――」

「ただ、なんなのよ」

　ルノアをほとんど睨にらむようにしてリラはつぶやいた。

「もう少し見ていたいのだ。まだあいつは、わたしが教えてやったことをなにもしていないからな」

　その言葉を聞いて、リラはようやっと分かった気がした。

　ルノアはシグのことを、なんだかんだ言って信頼しているのだ。心の底で。だからこうやって、見ていられるのだ。そして、それはシグも同じなんだろう。それはきっと単に舞踏会のパートナーとして契約したからというわけではない、なにかもっと別のものだ。二人の間に目に見えないそういうなにかが存在していることが、羨うらやましい。

「あんたは、それでいいのかもしれないけど――」

　リラはふらふらとルノアから離れた。大きく深呼吸し、舞台上のシグを見み据すえる。

「――あたしはそうじゃない」

　強い口調で彼女は宣言した。そうだ。人に頼ってなんになる。自分がそうしたいなら、自分でどうにかするしかないのだ。

「あんたがやらないなら、あたしがやるわ」

　ルノアはぎょっとした。リラが飛び出していったからだ。とめる間もない。

「リラ！」

　名前を呼んだ。彼女は振り返りもしなかった。



◆◇◆◇◆



「剣を拾いなさい、シグ・ヘンケルス」

　エリーゼは優雅に騎き兵へい槍そうを構えて言った。

「勝負を決めるなら、正面から堂々とやり合うのがよろしいのではなくて」

「魔術士にしちゃ、なんとも騎士道精神に溢あふれてるな」

　シグは転がっていた長剣を拾い上げた。全身の痛みを、どうにか精神力で無視した。そのまま白刃を音もなくすっと立てる。膝ひざから腰を落とし、右足を引き、右みぎ脇わきを絞る。

　彼我の距離、およそ一五メートル。

　ルノアの講釈を思い出し、シグは無意識につぶやいた。

「槍やりと相対せしは、足は広き地にあらず、細き一筋の道と思え」

　それを聞いたエリーゼが不敵に笑った。

「わたくしにそんな講釈が通用するとお思いかしら」

　対槍戦闘の基本中の基本は、常に前後の動きで攻防を展開することだ。一瞬でも横に逃げれば、たちまちに槍の必殺の間合いとなって刺し突とつされるだろう。だが、確かにエリーゼには通用しない。彼女の突進力は、攻防を許さない。一撃必殺だ。それだけに動きは単純で読みやすくもある。

　対たい峙じしたまま、シグは大きく息を吐いた。

　エリーゼが〈タペストリー〉を幻視した。世界の設計図が編み変えられる。

「〈天あま翔かける渡わたり鴉がらす〉！」

　彼女の足が浮いた。と、同時に爆発的に加速する。

　シグは、今度は動かなかった。刹せつ那なの時間に眼前に迫る騎兵槍の先を、目に捉とらえるよりも速く大きく左足を引いて半回転するようにして紙一重でかわし、砥とぎ石に刃やいばをかけるかのように柄つかから放した左手を刀身に添え――

「シグ！」

「なっ!?」

　横からなにかにぶつかられて、シグは体勢を思い切り崩した。

「……!?」

　エリーゼはぎょっとした。急に乱入してきた人影を回避するように無理矢理に騎兵槍の軌道を変え、結局はシグと一緒にその人影を殴りつけるようになった。

　声にならない悲鳴を上げて、その人影はシグに抱きとめられるようにして吹き飛んだ。数メートルを宙に浮き、石畳をごろごろと転がる。

　突然のことに観客席もざわついていた。

「くっそ……なんだって――」

　シグはわけが分からずに身を起こした。誰だれかが自分に覆いかぶさっている。それがリラだと分かってぞっとした。彼女の頭から血が頬ほおを伝って流れ落ちていた。

「なにを、やってんだ、お前は」

　まったく意味が分からずに、それだけをつぶやく。幸い意識はあるようで、彼女は目を開いた。ほとんど吐息が触れ合う距離だった。

「あんたがやられちゃいそうだったから、助けてあげたのよ。バカ」

　リラはこんな状況だというのに、いつも通りだった。

「まだ、ごめんねも、ありがとうも、言ってないし。それに――」

　それに――まだなにも自分の気持ちを伝えていない。彼女はシグの頬に両手でそっと触れると、いきなり唇を重ねてきた。温かく柔らかい感触と、鉄の味がした。それが自分の血なのか、流れ落ちてくる彼女の血の味なのか、シグには分からなかった。

「んっ……」

　リラはゆっくりと唇を離した。お互いの口から、血が赤い糸を曳ひく。突然のことになにも言えないシグに、彼女は思い切り笑った。

「これで分かったか、バーカ」

「な、な、な、なんなのよ！　これは！」

「なんなのよ、じゃねーわよ！　このロールパン頭が！」

「ろ、ロールパン!?」

　ゆらりと立ち上がったリラは、目を吊つり上げて凶暴な笑みを浮かべていた。

「あたしの、シグに、なんてことしやがんのよ！」

「誰がお前のだ、誰が」

　続けてシグも立ち上がった。観客が騒がしい。それはそうだ。交流戦の試合に乱入など前代未聞だ。いや、それ以前に公衆の面前でなんてことしやがる。

「あんたは泣かす」

　リラはほとんど無意識に〈タペストリー〉を幻視していた。

「リラ、お前……！」

　シグがぎょっとした声を上げたが、彼女自身が一番驚いていた。そのまま複雑精せい緻ちな世界の設計図の一部が編み変えられる。しかも、これは、以前にリラが使った魔術よりもさらに高度な編み変えだ。

　リラの手にボルトアクション式の古風なライフルが現れる。もちろんそれは一時の、仮かり初そめの現実ではあったが、彼女はボルトハンドルを美しいとすら思うほど滑なめらかな手つきで前後させた。薬室に弾丸が送り込まれ――続けざまに銃声。すかさずボルトアクション。金色の空薬やつ莢きようが勢いよく薬室から飛び出し、石畳に落ちる前に消え去った。

　さらに銃声。銃声。銃声。銃声。銃声。

　精密機械のように素早く、正確に、合計六発の弾丸が虚こ空くうへと吐き出された。一いつ旦たん、エリーゼを通り越した弾丸はそれぞれが大きな弧こを描いて戻ってくる。

「冗談はおよしなさい、あなた！」

　エリーゼが〈タペストリー〉を編み変えて、たまらず瑠る璃り色いろの空へと飛ひ翔しようした。それを追いかけて六発の弾丸が軌道を修正する。

「ちょっ……とお！」

　騎き兵へい槍そうを巧みに回転させて、エリーゼは真っ先に迫ってきた弾丸を弾はじき落とした。跳弾の火花が散る。

「鬱うつ陶とうしい魔術だこと！」

　さらにもう一発を叩たたき落とす。

　そんな様子を見ながら、リラは呆ぼう然ぜんとしていた。手にしていたライフルが、ガラスが砕け散るような音を残して消えてなくなった。

「あたし、魔術が使えるようになっちゃったみたいなんだけど」

「つまり……？」

　シグは答えが分かっているにもかかわらず聞かずにはいられなかった。

「あたしもあんたと契約したってこと？」

「んなバカなことがあるか！」

「あたしに言わないでよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　二重契約なんてありなのか？　ルールにはそんな規定はなかった。ひょっとして、ルールになかったから成立してしまったのか？　七人に分割された〈血ち塗まみれの竜王女〉が同じパートナーと契約するなど、さしものマウザーも想定できなかったのか。

「くそ、とにかく話はあとだ。無効試合になられちゃあ困るんだよ」

　手帳を手に入れるには試合で勝利しなければならない。レニが裁定を下す前にケリをつける。誰だれが見ても納得するように、エリーゼを打ち負かさなければ。

（どこかで見てるんだろうな、ヒューゴ・ザス。あんたの秘蔵っ子を倒させてもらう）

　エリーゼが続けざまに二発の弾丸を弾はじき落とした。

　甲高い跳弾の悲鳴が上がり、一瞬の火花が散る。

　シグは〈タペストリー〉を幻視した。無限に広がる世界の設計図。自分自身の存在すら、その設計図の一部にすぎない。〈タペストリー〉を、編み変える。

　エリーゼがそれに気づいて、直滑降するようにこちらに向かってくる。だが、残りの二発の弾丸がゆく手を阻み、彼女は強引に軌道を変化させて弾丸をやりすごした。

　くるくると錐きりもみ状に回転しながら追いかけてくる弾丸を見み据すえ、大きく弧こを描く上昇軌道に入ったかと思うと――彼女は弧の頂点で捻ひねりを加えて急激に下方に軌道修正した。

　彼女はそのまま上方から擦過して弾丸を叩たたき落とし、シグへと一直線に迫ってくる。

　だが、シグはすでに〈タペストリー〉を編み変えていた。魔術を発動させる。現実が、仮かり初そめの現実へと置き換わる。

「〈仄ほの暗ぐらき人じん狼ろう〉！」

　瞬間、シグの黒髪が逆立った。筋肉が発達して体たい躯くが一回り大きくなる。眉み間けんと鼻筋には唸うなる狼おおかみのように皺しわが刻まれ、発達した犬歯が露あらわになる。

　膝ひざから腰を落とし、シグは石畳を蹴けった。爆発するような音を残して、こちらに向かってくるエリーゼのところまで跳び上がる。まるで狼ろう狂きよう病びようの後遺症によってヒューゴが手に入れた化物じみた身体能力のようだった。

「なんなのよ!?」

　悲鳴じみた声を上げたエリーゼに、シグは空中で身体からだを捻って回し蹴げりを喰くらわせた。

　彼女はそれを騎き兵へい槍そうで防御して、そのまま石畳に叩きつけられるように落下した。だが、寸前で体勢を整え仰あお向むけのまま石畳と平行に滑空する。くるりと立ち上がり、魔術の効果が切れたのかそのまま接地した。

　同じく遥はるか上空から着地したシグが派手な音を響かせる。石畳に投げ出されていた長剣を拾い上げ、癖の強い構えを取る。

「身体強化系の魔術……」

　エリーゼも騎兵槍を構えた。

「そんなものでどうにかなると思わないでいただけるかしら」

「俺おれは確かに魔術士としちゃ三流だがな、あまり見くびるなよ」

「笑止千万ですこと」

　エリーゼが〈タペストリー〉を一瞬で編み変えた。

　彼女の身体からだが浮き上がり、猛もう烈れつに加速した。

　石畳を滑空し、騎き兵へい槍そうが瞬きする間にシグの眼前に迫る。

（見てろ。やってやるよ……！）

　間合いはなんとなく掴つかめていた。リラが飛び出してきた、あのときの間合いだ。

　ルノアの言葉が蘇よみがえった。静によっては間合いを殺し、動に転じては敵を斬きる。

　シグは騎兵槍の先が身体を突く瞬間に、大きく左足を引いた。魔術によって強化された身体は、自分のものとは思えないほどに素早く反応した。ほとんど横を向くような半身になり、紙一重でかわした一撃が戦闘服を掠かすめていく。その先端に、刃やいばを乗せた。砥とぎ石にかけるかのように柄つかから放した左手を刀身に添え――

　それは刹せつ那なの攻防だったのだろうが、エリーゼがぎょっとしたのが分かった。

　突進はとめられない。彼女の間合いが死んで、シグの間合いになる。

　なにもせずとも、騎兵槍に沿って、一直線に刃が走った。

　金属が擦れ合う絶叫、明滅する火花。

　そのまま交錯するようにして、刃を抜く。

「クルツ派一刀流――鬼走り」

　血煙は舞わなかった。這はわせていたのは峰の方だった。

　エリーゼが騎兵槍を取り落とし、膝ひざから崩れ落ちていく。

　あっという間のできごとに観客席が静まり返っていた。数瞬のあと、エリーゼに賭かけていた連中が破り捨てた投票券が白い紙吹雪となって宙を舞い、怒号にも似た歓声とやけくそ気味な拍手がシグに浴びせられた。

　シグは肩で息をしながら、腰の鞘さやに白刃を納刀した。あれだけ酷使しても、滑るようにして鞘に納まる。魔術の効果が切れて、脱力感が襲ってくる。身体に力が入らない。

「シグ！」

「おわ！」

　遠慮なく飛びついてきたのはリラだった。力が入らないせいでそのまま押し倒されて、強したたかに頭を打ちつける。視界が一瞬だけ真っ白になって、意識が飛んだ。

　彼女がなにかを早口に言ってきている。

「引ひっ叩ぱたいてごめん。歌わせてくれてありがと。でもって、あたしは多分、あんたのことが――」

　それ以上はなにも聞こえずに、シグの意識は暗くら闇やみに落ちていった。
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　シグは完かん璧ぺきだった。見事にやってのけた。今度ばかりは褒ほめてやろうと思った。だというのに、ルノアはその場を逃げ出すようにして出てきてしまった。リラが彼に抱きつく姿を見て、自分でもよく分からない気持ちになった。どうしてそれで、わたしがイライラしないといけないのだ！

　そんなあれこれを考えていると、間がいいのか悪いのか、彼女はミスコンの委員に捕まった。エントリーのときに顔を覚えられていたらしい。そのまま強引に会場まで連れてこられ、化粧と衣装合わせをされ、控え室に放ほうり込まれた。

（どうしてこんなことになっているのだ……？）

　ルノアは半眼になって自分の姿を見下ろした。肩と背中が大胆に露出したドレス姿。腰の辺りには登録番号である二一番の札がついていた。

　周囲ではミスコンに出場する女子たちが、敵てき愾がい心しんを剥むき出しにして髪や化粧をあれこれいじっている。場違いな雰囲気に嫌気が差して、ルノアは控え室を抜け出した。

「バカバカしい」

　二一番の札を投げ捨てた。ステージの裏手の狭い通路を通り、外へと出る。大体、わたしのこんな格好を見て、シグの奴やつがなにか言うものか。せいぜい気の利かない一言で、また罵ののしり合いになるに決まっているのだ。どうしていつもいつも、そうなるのだろう。

　彼女は大きく嘆たん息そくした。

　自分は確かにシグのことを、舞踏会のパートナーとして前よりも信頼し始めている。それはもう、認めないといけないのかもしれない。ただ、このよく分からないもやもやはそれとはまったく別のもののような気がする。

「ルノア」

　名前を呼ばれてびくりとした。シグだった。こちらの名前を呼んでおいて、向こうは向こうで驚いた表情をしていた。彼女は努めていつもどおり、むっつりとした表情で言った。

「む……もう動いても大丈夫なのか」

「まあなんとか。リラのアホのせいで頭が痛いけどな」

　シグは後頭部を擦こすりながら、

「どこにいったかと思えば……なにをやってんだか。お前がミスコンって柄か」

「う、うるさいな。わたしとて別にこんなものに出たいわけではない」

　ほら見ろ。こういうことになるのだ、とルノアは思った。

「どうせ人数集めに困ってるルッツの奴にうまいこと言われたんだろ」

「……なに？　そうなのか？」

「そうなのだよ、ルノアくん」

「あいつめ……！」

「当のルッツはどこいったんだか……けどまあ――」

　シグは噛かみ殺したような笑いを浮かべた。ルノアの脳天から爪つま先さきまでを眺める。膝ひざの裏まである白銀の髪はしっかりと梳すかれてきらきらと輝き、あくまでも自然さを演出するように施された化粧は凛りんとした中にも多少の女性らしさを含ませていた。大胆に露出した肩と背中の白い肌は眩まぶしく、ヒールの高い靴は身長を高く見せて身体からだの線を引き立てている。

「な、なんだ、バカ者。ジロジロ見るな……」

　ルノアが戸惑ったような声を上げる。その姿は幻想的な生き物か、完かん璧ぺきな彫刻を見ているかのようだった。恐らく今後は二度と見られない姿だ。だが、

「お前には似合わないよなあ」

「……！」

　ルノアはショックを受けた自分がショックだった。これではまるで、褒ほめてくれることを期待していたようではないか。口をぱくぱくとさせている彼女がなにかを言い返すよりも先に、シグが言葉を続けてくる。

「いつもの格好の方がお前らしくていいと思うぞ。そっちの方が俺おれは好きなんだけど」

「な……」

　そっちを褒めるのは、ちょっと反則ではないだろうか。じゃあなにか。普段のわたしが一番いいと？　口元が無意識に、にへら、と笑う。それを自覚して慌てて頭を振った。なぜだかモヤモヤしたものが少し晴れた気がした。

「バカかお前は。そんなことを言ってもなにも出ないからな！」

　ルノアはわざとらしく咳せき払ばらいをすると、

「で、なんの用なのだ」

「無効試合にはなったけど、勝ちは勝ちだ。ザウエル先生の手帳を手に入れないとな」

　そこまで言って、シグは少しだけ考えた。

「その前に、お前の服の方が先か」
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　小さな町工場で組み上げられていたのは複葉機だった。今や機体は完成し、最終確認がウーフーの仲間の手で手際よく行われている。ルッツは猿さる轡ぐつわを噛かまされ、手足に手錠をかけられて無造作に転がされていた。彼はその様子を見ていることしかできなかった。

　仲間の一人がウーフーに報告をしている。

「少佐、全すべて問題ありません」

「よーし、ご苦労。いいか、あたしがここを発たったなら、各自〈竜の箱庭〉を脱出しろ。合流地点は所定のものとする。連絡を取り合うんじゃないよ。感づかれるぞ」

　仲間の返事をまたずに、ウーフーは肩から羽織っているカーキ色の軍用コートをはためかせてこちらに歩み寄ってきた。

「くっくっ……そんなわけで、あたしらはそろそろお暇いとまさせてもらうよ。なあに、安心しな。すぐに公安のお仲間が飛んできてくれるさね」

　ルッツはなにかを言おうとしたが、むーむーといううめき声になるばかりだった。

　そんな彼を見下ろし、ウーフーは時刻を確認した。口元を引ひき攣つらせるような笑みを浮かべ、しゃがれた声で言い放つ。

「軍曹、時間だ。シャッターを開けな。空に出るぞ！」
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　ヒューゴに指定された場所は新市街の中心から離れた倉庫街だった。貨物用の飛行船が出入りする埠ふ頭とうで、巨大なコンテナがうず高く積み上げられ、飛行船を停泊させるための係けい留りゆう塔とうの他ほか、巨大なガントリークレーンが天に向けて何本もそびえ立っている。

「よお。きたな」

　棒つきの飴あめを咥くわえているヒューゴは整備された埠頭の岸壁を背にしていた。すぐ向こうはもう空だった。遥はるか眼下に雲海が見え、抜けるような青空が延々と続いている。

「ホテルじゃあ犬どもがうるせえからよ。さすがにここなら盗聴まではできねえからな。しかしまあ、どんな勝ち方でも勝ちは勝ちだ」

　彼は豪快に笑うと、ズボンの尻しりポケットから黒革の手帳を取り出した。

「わたくしは認めませんから。あんな勝ち方」

　隣にはぶすっとした表情のエリーゼがいた。彼女がそう言うのも無理はない。リラが乱入したおかげでシグが〈タペストリー〉を編み変える時間ができた。あのまま一対一ならシグが負けていただろう。

「シグ・ヘンケルス。あなたとは改めて決着をつけないといけないようね」

「……んなこと言われてもなあ」

「なによ、その態度は。一度勝ったからっていい気にならないでいただきたいわ」

「御託はいい。早く手帳を渡せ」

　そう言ったのはシグの後ろでむっつりと黙っていたルノアだった。ドレスではなく、元の格好に戻っている。白銀の髪も、今はぴょこんとしたポニーテールだった。

「あらあらあら、どちら様かしら、そのいけ好かない女は。これは、あくまでも、わたくしたちの厚意だということを忘れないでいただけるかしら」

「うるさい。この負け犬め」

「な、負け犬!?」

「シグにあの技を教えたのはわたしだ。言ってみればわたしが勝ったようなものだ」

「なによその無む茶ちや苦く茶ちやな理屈は！」

　エリーゼはルノアを睨にらんだが、彼女はまったく怯ひるむことなく偉そうに腕を組んだ。

「数々の侮辱、もう許すわけには参りませんわ」

「ほう。やる気か」

「ええ、やらいでか」

　睨み合う二人をよそに、シグとヒューゴは揃そろってため息をついた。

「エリーゼ、安い挑発に乗るんじゃねえよ。それに負けたのは事実だろうが」

「そんな！　あなたまでなんて言い草ですか！」

「ルノア、悪いのは足癖と酒癖だけにしとけって。口まで悪くなってどうするんだよ」

「わたしは別に！　ただあの女がお前をあんなにしたからだな……」

　ルノアの言葉が尻しりすぼみになる。

　それを見たエリーゼは、なにを勘違いしたのか呆あきれた表情になった。

「なに、あなた。この男の恋人？　わたくしがボコボコにしたから怒っているのかしら？」

「ば、バカかお前は！　そんなわけないだろう！　見てみろ！　センスのない黒ずくめの、三流魔術士だぞ。人相も悪い！」

「……お前、ひどいこと言う奴やつだな」

　半眼になったシグのつぶやきは無視された。

　ルノアはわたわたと手を振ると、険しい表情でエリーゼを睨んだ。

「最も早はや許さん！」

「それはこちらの台詞せりふですわ！」

　二人は睨み合い、まさに飛びかかろうとした。だが――

「エリーゼ！」

　ヒューゴの一喝に、エリーゼはびくりと肩を震わせた。

「いつまでも遊んでるんじゃねえよ」

「……はい」

　主人に怒られた犬のように、エリーゼはしゅんとなった。ヒューゴはそんな彼女の頭をぽんぽんとやりながら、使い込まれた黒革の手帳を投げてよこした。

「怖いお嬢ちゃんに見張られてるからな。あんまり騒ぎを起こすと俺おれの脅しも効かなくなっちまう。いいか、そいつには〈血ち塗まみれの竜王女〉の手がかりが書いてある」

　シグは足元の手帳をゆっくりと拾い上げた。ぱらぱらと流し読みしてみると、確かにザウエルの几き帳ちよう面めんな字だった。

「お前があの娘の狼ろう狂きよう病びようを完治させる方法を知りたいってんなら、舞踏会への参加を歓迎するぜ。だが、次に会うときは本気の殺し合いだ。〈党〉は目的のためには容赦しねえよ」

　ヒューゴはぞっとするような肉食獣の笑みを浮かべた。ルノアとリラが七人のうちの一人であることを、この男や〈党〉とやらは知らない。もし知っていれば、今すぐにここで本気の殺し合いをすることになっただろう。

（俺はもう舞踏会で踊ってるよ、ヒューゴ・ザス）

　シグは皮肉げに笑った。遅かれ早かれ、また会うことになりそうな気がした。

　ヒューゴが懐から懐中時計を取り出し、時刻を確認している。

「エリーゼ、時間だ。足跡を消さねえと、ここの犬どもはしつこいからな」

「ええ、そうですわね。残念至し極ごく。シグ・ヘンケルス、いずれ決着をつけましょう」

　二人はなんの躊ちゆう躇ちよもなく岸壁から空に向かって身を躍らせた。

「それでは御機嫌よう」

「おさらばだ」

　瞬間、プロペラが風を切る音と、エンジンの唸うなり声が耳に届く。続けて岸壁の下側から複葉機が顔を出した。ヒューゴとエリーゼがそれぞれ左右の翼にぶら下がっている。

　シグは操縦席に乗っている女と、一瞬だけ視線が交錯した。

「あんたは！」

「あっははは！　また会ったねえ！」

　複葉機は猛もう烈れつな速度で空平線に向かって小さくなっていった。このときのために〈竜の箱庭〉に潜伏していたのか。今度の仕事は逃がし屋というわけだ。

「奴やつらから〈党〉とやらのことを聞き出さなくていいのか」

「いいんだよ。どっちにしてもやり合うことになりそうだからな」

　少し不満気に言ってくるルノアに、シグは手帳を差し出した。

「ほら、舞踏会への新しい招待状だ」



◆◇◆◇◆



　シャルロッテが飛び起きると、そこは見知らぬ部屋だった。真っ白な天井、真っ白な壁、真っ白な床、真っ白なベッド、真っ白なシーツ。なぜだか綺き麗れいにアイロンがけされた制服が壁にかかっており、これまた綺麗に折りたたまれた下着が眼鏡めがねと一緒にベッドサイドに置かれていた。つまり、なにも着ていない。

「あれ……？」

　頭ががんがんしていた。記憶が定かではない。ここは病室のようだが、自分はどうしてこんなところに運び込まれているのだろう。

　彼女が横になっていたベッドの脇わきには、レニがいつもの陰いん鬱うつな表情で座っていた。

「安心しなさい。峠とうげは越えたわ。命に別状はないけれど――」

　レニの視線がシャルロッテの頭へと移動する。

「まあ、いいわ。とりあえず医者を呼ぶからまってなさい」

　そんなレニの言葉は、頭がぼんやりとしているシャルロッテにはまるで他人事のようにしか聞こえなかった。なんとなく病室の時計を見て、

「…………ぎゃあああ！」

　シャルロッテは意識が覚かく醒せいした。そうだ。今日は、ひょっとしてミスコンの日ではないだろうか。そして、時計の針はとっくの昔にミスコンが始まっていることを告げていた。

　彼女はベッドから跳び起きた。

「ど、どうしたの、いきなり」

　驚いた表情を浮かべるレニを無視して、彼女は眼鏡めがねをかけるなりベッドサイドの下着を引っ手繰るようにして鷲わし掴づかみにし、驚くべき速さで身に着けた。そのまま壁にかかっている制服を剥はぎ取り、これまた一瞬で身に着けた。急いでいるので素足をブーツに突っ込んだ。最後にキャスケットを頭に乗せて、

「シャルロッテ、まちなさい！」

　レニがとめるのも聞かずに、弾丸のように病室を飛び出した。

　擦れ違った女性の看護師が短い悲鳴を上げて尻しり餅もちをついた。

「ミスコンで、優勝して、シーくんと、温泉旅行」

　彼女はとにかくも走った。頭の中ではミスコンのことだけがぐるぐると回っていた。

　会場は盛況をきたしており、照明の光と音楽に合わせて女の子が登場する度に歓声と拍手が巻き起こっていた。

　シャルロッテは受付はもう終了しているというのに、勝手に舞台に上がって、ずるべたーん、と派手に転んだ。キャスケットが頭から外れて、眼鏡が派手にずれる。

　そこでようやく我に返った彼女は、静まり返る会場を前にわけが分からなくなり――

「う……」

　とりあえず眼鏡を押し上げると、ピースした両手を頭の上に持ってきて、

「うさちゃんピース」

　と言った。そこにはなぜだか、尖とがった獣耳がぴょこんと生えていた。
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　運動場の中心に組まれていた櫓やぐらに火がつけられ、交流戦の終わりを告げる後夜祭が始まった。どこからともなくわらわらと集まってきた〈竜の箱庭〉の生徒たちが、櫓を囲んで流れる音楽に合わせてダンスを踊っている。

「まったく散々な目に遭った」

　頭に包帯を巻いているルッツは、誘いをかけてくる女子にやんわりと断りを入れながらぼやいた。彼は無人になった町工場からすぐに助け出され、ウーフーに関する情報の聴取を受けた上でようやっとレニの仕事から解放された。

「今回は君以上に貧乏くじを引いたよ」

　ルッツにそんなことを言われたシグは、炎に照らされながら半眼になった。

「俺おれだって十分に貧乏くじだったっての」

「君は派手に活躍したからいいじゃないか。僕なんて誰だれにも知られることなく泥に塗まみれてたんだぞ」

「知るか。むしろたまには泥に塗れろ」

「……君はあれだな、年上にはもっと敬意を払った言葉遣いをだな」

　シグは長くなりそうな話を無視して、

「ああ、こら！　まだ僕の話は終わってないぞ」

　櫓やぐらの炎をぼんやりと見上げているシャルロッテに近づいた。

　それに気づいた彼女がとてとてと近づいてくる。

「ロッテ、本当にもうなんともないのかよ」

「大丈夫です。シーくんも心配性ですね。そんなに心配ならこれから毎日添い寝を――」

「しない」

「はや！」

　こうしている分にはシャルロッテはいつもと変わりなかった。ただ、キャスケットの下には尖とがった耳がぴょこんと生えている。ヒューゴと同じような獣耳だ。それ以外の後遺症は、今のところ分からなかった。ひょっとしたら本当に、耳が生えただけかもしれない。

　シグは内心で少しだけほっとした。健康に異常は見られないので、今までと変わらない生活を送ることはできる。ただ、これからどうなるかは分からない。そんな気持ちを知ってか知らずか、シャルロッテは『獣耳に眼鏡めがねで巨乳ってすごくないですか？　しかも幼なじみですよ』などと言ったものだった。

「それにしても、まさかうさちゃんピースが優勝するとはなあ」

「なにを言うんですか。世間がようやくわたしの魅力に気づいたのです」

　彼女の手にはしっかりとミスコンの優勝目録があった。有名な温泉地帯を抱える第四帝国への二人一組温泉旅行。

「……どうするんだよ、それ」

「どうって……」

　シャルロッテは照れたようにしてそっぽを向いた。ちらりとこちらを見て、なにかを言おうとして口を閉じる。

　おおよそなにをしたいのかは分かっているのだが――シグは小さく嘆たん息そくした。今までなら見て見ぬ振りもできただろうが、そんなことをしてもなにもならないのかもしれない。これから二人の関係がどうなろうと、シャルロッテが大切であるということは変わらない。

　シグはシャルロッテの手から目録を取り上げた。

「ああ、なぜです……？」

「いくか」

「え、ええ……!?　シーくんが、わたしを、誘って――」

「なんでそんなこの世の終わりみたいな顔をする」

　シャルロッテをジト目で睨にらみ、彼は続けた。

「いくのか、いかないのか、どっちだよ」

「い、いきます。いかせていただきます！　わたしがんばります！　ベッドと言わず温泉でも！　夜と言わず朝でも昼でも！　とりあえず、練習します。バナナとかで！」

「妙なことを口走るんじゃない！」

　シグは思い切り目録を投げつけた。

「ええ……大きさが違う、と？」

「だから！」

　至し極ごく真面目まじめな表情のシャルロッテに、彼は肩でぜえぜえと息をした。

「まーた、相変わらずバカみたいなことやってんだから」

　いたずらな猫みたいにくるくると変わる目で無邪気に笑い、リラがぱたぱたと手を振って近づいてくる。彼女は彼女で色々と問題だった。〈血ち塗まみれの竜王女〉と二重契約をしたなら舞踏会はどうなるのか。

　そして――『分かったか、バーカ』と言った彼女の笑顔を思い出す。

「そんなことやってんならさ、これの責任取ってあたしと踊りなさいよ」

　シグは眼前に翳かざされた交流戦の勝者投票券を見た。無効試合になったので払い戻しになったのだが、リラは――

「お前、俺おれに賭かけたのかよ」

「なによ、文句あるわけ？」

「無効試合になったのはお前が乱入したからだろうが」

「はあ？　あんたが情けない試合しなけりゃそんなことなってなかったのよ、このバカ！　だから責任取りなさい！」

　シグは強引に手を取られて、引っ張られた。

「おい！」

「あたしみたいな美人が誘ってるんだから、ほいほいくるのが男ってもんでしょ」

「無む茶ちや苦く茶ちやなことを当たり前のように言うな」

「そうです。誰だれの許可を取ってシーくんと手をつないでるんですか」

「あたしよ」

　眼前に立ち塞ふさがったシャルロッテを、リラは冷え冷えとした目で睥へい睨げいした。

「いい度胸ですね。わたしのシーくんに手を出すなんて。ああ、胸が男並みにぺったんこなので度胸も男並みなんですね」

「誰があんたのシグなのかしら？　胸にばっかり栄養がいってるから頭悪いのね」

「あー……もう知らん。勝手にやってくれ」

　罵ののしり合いを始めた二人からそーっと離れ、シグは深い深いため息をついた。炎の柱に照らされて、夜の帳とばりはどことなく幻想的だった。まったく、ちょっとはしみじみ楽しもうって奴やつはいないのか。

　シグはぽつんと座っているルノアの横に腰を下ろした。彼女の手には黒革の手帳がある。

「どうだ。なんか分かったか」

「どうも第四帝国に一つ、〈血塗れの竜王女〉の棺ひつぎがあるらしい」

「第四帝国だあ？」

　それは温泉旅行の地ではないか。どうやらシャルロッテと二人でいくことにはなりそうもない気がする。それがいいのか悪いのか、シグには分からなかったが。

「ま、地道にいこうぜ、王女さま」

　立ち上がり、ルノアに手を差し出してやる。

　怪け訝げんな表情で首を傾かしげる彼女に、シグは言った。

「せっかくなんで、一曲ご一緒いただけませんか」

「…………別に、構わないぞ」

　ルノアは目をそらして憮ぶ然ぜんとした表情になった。それでも手帳をたたむと、こちらの手を握って立ち上がる。

「とは言っても、まったく踊ったことないんだけどな」

「バカ。無教養な奴やつめ。こうするのだ」

　ルノアは苦笑じみた表情を浮かべながら、シグの手を取って踊り出した。

「こうやって、わたしに合わせれば大丈夫」

　ルノアの白銀の髪が炎を反射して光っていた。白い肌が熱で少しだけ赤く染まっている。それは本当に、どこかの王女さまのように見えた。いつもはむっつりしている表情も、心なしか柔らかいように思える。

　しばらく無言でシグの拙つたないステップにつき合ってくれていたルノアは、

「今日は、見事だったな」

「なにが」

「エリーゼ・ヴァレンシュタインを打ち負かしただろう」

「ああ……師匠がいいからじゃないか」

「わたしにおべっかを使ってもなにも出ないぞ」

　それでもルノアは少しだけ笑ったように見えた。

　それからしばらく二人は黙っていたが、不意にルノアが口を開いた。

「仕方ないから、認めようと思う」

　なんの脈絡もない言葉だったので、シグはなにを言っていいのか分からず黙っていた。すると彼女はいつもの表情で睨にらんできた。

「お前を、舞踏会の相棒に、しようと思う。仕方なしだぞ。不本意ながらだ」

　特に後半を強調すると、ルノアはそれきり黙ってそっぽを向いた。

　シグはそんな彼女がなんとなく可愛かわいく思えてきて、笑いを噛かみ殺した微苦笑を浮かべた。

「なにがおかしい」

「おかしくないおかしくない」

　二人で踊るこんな拙いステップも、いつかは上う手まくなるのだろうか。

　誰だれに言うともなしに彼はつぶやいた。

「〈ヴァルハラ舞踏会〉へようこそ、か」



◆◇◆◇◆



　薄暗い酒場は客もまばらで、落ち着いた音色のレコードが流れていた。照明もほとんど当たらないカウンター席の一番奥に、男が一人で座っていた。くすんだ金髪を整髪料でシチサン分けにして、胡う散さん臭くさい色いろ眼鏡めがねをかけている。給仕係が持ってきたホットミルクを啜すすり、彼は顎あごの不ぶ精しよう髭ひげを軽く撫なでた。

　しばらくそうしていると、軍服を着た大柄な男が彼の隣に座った。店内だというのに帽子も取らず、野性味のある野太い声でウィスキーを注文する。

　色眼鏡の男は視線を向けることもなく言った。

「よお、旦だん那な」

「〈党〉の筆頭副幹事長殿が、そんなガキみたいなもんを飲んでるとはな」

「人の趣味をとやかく言うもんじゃないよ。ま、それよりも俺おれのお願い聞いてくれたみたいでよかったよ。手帳は読んだか？」

　手元に置いていた煙草たばこの箱から一本抜き出し、色眼鏡の男は黒革の手袋をしている右手でそれを弄もてあそんだ。

「色々と面白いことが書いてあっただろう」

「ああ。だが、解せねえぜ。なぜあれを〈党〉にあげねえんだ。お前さんは冷や飯を喰くらってる俺なんかとは違って主流派の総裁閥ばつだ。なにを考えてやがる？」

「秘密」

　色眼鏡の男は世間話でもするような気楽な口調だった。弄んでいた煙草を咥くわえるとマッチで火を灯ともし、肺にたっぷりと吸い込んでから盛大に紫煙を吐き出す。

「総裁閥だからって、誰だれもが一致結束箱弁当ってわけじゃない。旦那だってそうなんじゃないか？　〈党〉を利用する気はあってもな」

　色眼鏡の男はそっと笑い、灰皿に灰を落とした。

「しかしまあ、不測の事態ってのはいつだって起きるもんだが、手帳をあいつらに渡してくれたのはむしろよかったよ。手間が省けたってもんだ」

「……どういうことだ？」

「旦那に、俺が知ってる〈血ち塗まみれの竜王女〉の秘密を一つ教えよう。俺と旦那で、〈党〉だって引っくり返せるくらいの秘密だ。だから――」

　短くなった煙草を灰皿に捻ねじ込むと、色眼鏡の男は底冷えする声をもらした。

「――旦那も〈党〉に隠してる彼女の秘密、俺に教えてくれるよね？」

　彼はすぐさま新しい一本を箱から取り出そうとして――右手から煙草が零こぼれ落ちる。

「やれやれ。どうも義手ってのは……」

　色眼鏡の男は小さくぼやくと、煙草を拾い上げてそっと咥えた。

「ま、可愛かわいい教え子には近いうちに挨あい拶さつにいくとしますかね」

　隣にウィスキーが運ばれてくるのを見て、彼は芝居がかった仕草でグラスを掲げた。



［終劇］
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　前回のあとがきを書いてからしばらくして、思いが通じたのかうちの庭が近所の猫のとおり道になりました。これで三メートル以内には近づけるようになったので、窓からこっそり見つめるというストーカー的行為に勤しんでいます。

　というわけで、口元のにやにやがとまりません。どうも、北きた元もとです。

　お久しぶりの方は、今後ともよろしくお願いします。はじめましての方も、本屋さんにある（と信じている）一巻とともによろしくお願いできると嬉うれしい限りです。

　レジへ直行直帰していただけると、さらに嬉しい限りです。

　ざっくりいうと異世界学園モノファンタジー・ラブコメアクションみたいになる謎の寄せ鍋なべ料理のような本作。今回は魔術士養成学校〈竜の箱庭〉の学園祭的なイベントである交流戦を舞台に、前回よりはキャラクターにフォーカスしたお話になっています。

　前巻の帯には『魔術×陰謀×恋心』というコピーがついていましたが、今回は恋心分増量でお送りする感じでしょうか。

　まだ前巻を書いている頃ころに、担当さんから「北元さんは女の子を書くの苦手ですか」と言われたことを思い出します。そのときは、女の子よりもおっさんが主役で救いようのない感じの話がやりたいなー、とこっそり思っていたものですが、女の子もいいものです。

　もちろん魔術も弾丸も飛び交いますし、陰謀もありますので、ぜひお楽しみください。



　次回（があるとすると）、舞台は温泉が名物の雪国になる予定です（今のところは作者の中でのみ）。なので軽くどんな展開になるか予想してみましょう。



Ａ．温泉旅行に訪れた地で、シグたちは殺人事件に遭遇。ルノア、リラ、ロッテの三人娘がシグを振り回しながら事件解決に奔走。もちろんサービスシーンはてんこ盛りで、最後は犯人を断崖絶壁に追いつめる。……という、湯煙旅情殺人事件編。



Ｂ．雪降る街でとある商社のビルが占拠され、シグは一人で人質を救出すべく孤独な戦いへ。トラウマで銃が撃てなくなったおっさんの警察官と協力して友情が芽生えつつ、最後はテロリストを出し抜いてヒロインと結ばれる。……という、ダ○ハード編。



Ｃ．〈竜の箱庭〉に潜入したテロリストを追う公安のレニ・ルクセンブルクは、その背後にある巨大な闇やみに直面する。繰り広げられるテロリストとの駆け引き、組織間の暗闘――シグとかのことは作者もすっかり忘れます。……という、公安の雌めす犬いぬ編。



　うーむ。こんなところかな。

　とりあえず、個人的なおすすめはＣ案でしょうか。ダメ？　そうですよねー。



　さて。本作は相変わらず北きた元もとが消費した大量のコーヒー分と煙草たばこ分、あとは担当さんの苦労でできあがっています。そして、今回も出版するにあたって多くの方にご尽力いただきました。ありがどうございます。

　特に今回も素晴らしいイラストで本作の魅力を二倍くらいにしていただいた近衛このえ先生。表紙のリラに惚ほれました。でも、実はヒューゴやレニの方がもっと好きです。

　そして、新人の北元にいつも適切なアドバイスをくれるとともに、ご苦労をおかけしている担当のＳ女史。東京にいく際には菓子折り持参で伺います。おろおろ。

　他ほかにも、関かかわっていただいた全すべての方に感謝を。

　もちろん読者のみなさまにも感謝を。

　今後ともがんばって猫との関係性の進展をあとがきで報告――

　えっ？　猫を餌え付づけすると近所から怒られるの？

　マジで……!?



二〇一〇年一月　北元あきの
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　北元あきの（きたもと・あきの）

　　兵庫県明石市生まれ。眼鏡（っ娘）好き。どれくらい好きかというと、普段なんとも思っていない女子が眼鏡をかけてくるだけで気になってしまうくらい好き。広告業界の片隅で企画書やコピーを書くかたわら、本作で第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作を受賞。ライトノベル業界の片隅にひっそりと生息区域を拡大。



　イラスト

　近衛乙嗣（このえ・おとつぐ）

　　代表作の『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ』シリーズ（ガガガ文庫）をはじめとする小説の挿絵他、ＴＣＧ「Ｌｙｃｅｅ」のイラストなどを手がける。夏に気に入って買った、大量の水出し用の紅茶が、消費しきれず途方に暮れる日々を過ごす。
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